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第一章　空中楽園





「――あれはなに？」

　傍らに連れていた幼子に尋ねられて……羊飼いの父親は顔を上げた。

　時刻は既に夕暮れ時。程無くして世界には夜の帷とばりが降りるだろう。父と子とそして年老いた牧羊犬二頭は、動き渋る羊達を促して集落へと戻る途中であった。

　遙はるかな山さん稜りようの更にその向こう――毒々しい程の朱色に染まった空。

　終わろうとする昼と始まろうとする夜の狭間に……一つの異形が浮かんでいた。

　鳥ではない。翼は無く羽ばたいてもいない。ただ他ほかとの関わりを一切絶って超然と虚空にそれは浮かんでいる。繋つながるものも支えるものも無く……ただ奇妙な輪郭の影がぽつんと夕焼けの空に焼き付いていた。

「…………」

　父親は反射的に背負っていた小銃ライフルに手を掛ける。

　新種の〈落とし子〉かと思ったのだ。

　たとえ狩人や軍人の類たぐいでなくとも、街の外で生きる以上、銃は必需品である。『代行者パニツシヤー』によって生み出された人を食う――それも人のみを選び好んで――怪物達は、何ど処こに潜んでいるか分からない。彼等の集落でも時折ながら被害者が出る。故に男は勿もち論ろんの事、老若男女の区別無く、集落では誰だれもが銃の扱いを心得ていた。

　だが……すぐに彼は理解して脱力した。

　遙か彼方かなたから機械的な轟ごう音おんが聞こえてきたからだ。

「あれは……」

　恐らくは飛行船だろう。

　最新技術で造られた――文字通りに空飛ぶ船。

　彼等の様な遊牧民には全く縁の無いものだが、その存在については噂うわさとして人々の口に上るし……何より彼は以前、街に羊の肉や皮を売りに行った際、たまたま停泊していた現物を間近に見た事もあった。

　ただ……

「なんだ……あれは？」

　彼が知る飛行船の形から……それは大きく逸脱していた。

　飛行船そのものの形状が歪ゆがんでいるのではない。よく眼を凝こらして見れば、飛行船の下部に巨大な何かが吊つり下げられており――それが全体として、影の輪郭を奇妙なものに見せているのである。

　距離が在る上に逆光気味の為、詳細までは見て取る事が出来ないが……

「……人？　いや……」

　手が在る。足が在る。

　だが何ど処こかその長さや太さがおかしい。人間の形に似ている――それを模してはいる様だが、明らかに人間とは異なる。均衡が崩れているというか……ちぐはぐなのだ。異形と言っても良かろう。単なる人間の形には有り得ない突起も見受けられた。

　鎧よろいを着せた人形でも吊つり下げているのだろうか。

　しかし飛行船の大きさからすれば、それは途方も無い大きさの――

「こわい。おとうさん。こわいよ」

　傍らの幼子が怯おびえた様子で言ってくる。

　確かにその『人影』はやけに威嚇的だった。特にその四肢以外に、体たい躯くから突き出る突起は見るからに鋭そうで……平和的な使用方法が在るとは到底思えない代物だった。

　だが――

「ああ。そうか」

　彼は納得して頷うなずいた。

「大丈夫だよ。あれは怖いものではないよ」

　彼は怯える息子にそう言って諭す。

　直接その様子を見た訳ではないが――あの巨大な異形の人型について、噂うわさ位は彼も何度となく耳にしていた。

　最初は馬ば鹿か話ばなしとして嘲ちよう笑しようした。二度目は呆あきれた。三度目は怪け訝げんの想いを抱き――四度目には会う人間会う人間皆がその話をしてくるせいか、まるでそれが自明の事であるかの様に感じていた。

　不可能を可能にする黒い巨人の話を。

「あれは……私達を救ってくれるものなんだよ」

　きょとんとした瞳ひとみで自分を見上げてくる幼子に彼は続けた。

「そうなの？」

「そうなんだと。ほれ……この間、街に行って来たボゾンの処ところの次男坊が言っていたろう。あれが『代行者パニツシヤー』様のお怒りから私達を護まもってくれる、有り難い有り難い救世主様の乗り物なんだよ」

「あれが……？」

　眼を瞬まばたかせて幼子は彼方かなたの空を行く影を見上げる。

　父に『怖がる必要は無い』と保証された為か……もうその幼い双そう眸ぼうに恐怖の色は無くなっている。だが見慣れぬ異形を見つめるその表情には、不思議そうな色が在った。

「あれが、きゅうせいしゅさまなの？　あのへんなかたちのが？」

「救世主様御本人じゃないよ」

　彼は苦笑を浮かべて言った。

　確かにあれを『乗り物』として理解するのは難しかろう。息子の知っている乗り物といえば、精々が馬か牛程度なのだから。整備に手間も費用も掛かる蒸気式自動車などは遊牧民とは縁の無い代物である。まして動く鋼鉄の巨像ともなれば、全く想像の範はん疇ちゆう外がいだろう。

「救世主様が乗って居られる、大きな大きな動く人形なんだよ」

「…………ふぅん……」

　やはり不思議そうに異形を見つめる幼子。

「こんな処ところで御眼にかかる事になるとは……」

　噂うわさこそ何度と無く耳にしていたが、実際に自分がその姿を観みる事になるとは思ってもみなかった。『御披露目』が行われたのはラヴィゾンの街の一回だけだと聞いているし――開けた視界の中には、特に『代行者パニツシヤー』の姿が見える訳でもない。もし『代行者』が出現するとしても、こんな人口密度の低い場所に向かっては来ないだろう。

　まして――飛行船が向かっているのは険しい山脈の向こう側だ。

　あの辺りには街も無ければ村も無い。

　岩山を中心とした険しい地形が延々と続いている上に、周囲の土地も痩やせていて、利用価値は殆ほとんど無い場所だ。好き好んであんな処に住む物好きは居ない。あるいはあの山脈の向こう側に何か在るのかもしれないが――彼の知る限り、命懸けでその『向こう側』を目指す様な物好きも居ない。彼等の集落には、かつて『向こう側』を目指して出ていったっきり戻って来なかった者の話が――半ば伝説と化していて実際に在った話なのかどうかも分からないが――若者の思慮分別の浅さを戒める説話として残っていた。

　遊牧民である彼やその仲間達にとって、この草原地帯の終わりが――あの山の連なりが、世界の終わりを示す境界線でもあった。

　しかし……

「……何か……在るのか……？」

　街も村も無く『代行者』が出たのでもないとすれば、何なに故ゆえにあの『救世主様の乗り物』を吊つるした飛行船は、あんな処を目指しているのだろうか……？

　無論――考えても彼に答えの出せる事ではない。

　だから彼は、再び息子や老犬達と共に羊を促しながら帰路についた。

　帰れば集落全体で女子供達が夕食の用意をしている頃ころだ。今観た『救世主様の乗り物』の話を肴さかなに、集落の者達と杯を重ねよう――そんな他愛も無い事を考えながら。



　　　

〈イコノクラスト〉。

　秘密結社〈レネゲイド〉の造り上げた超巨大擬神機。

　死したる神の遺い骸がい――〈聖遺物〉をその内に収められ、限定的かつ擬似的にとはいえ神と同じ力を行使出来る最終兵器である。

　完全稼働時におけるその威力は、この世界ソロンの如い何かなる兵器よりも、如何なる現象よりも強大であり……奇き蹟せきの力を纏まとったその鉄腕は、津波を押し退のけ、山をも叩たたき潰つぶす。決して人の身では倒せる事の無い筈はずの『代行者パニツシヤー』すらも倒すその力は、まさしく神為る力であった。

　だが人は所しよ詮せん、神そのものではない。

　人の造り上げたものが神に等しい筈も無い。

　前述の通り……その力は限定的かつ擬似的なものに過ぎない。

　言ってみれば〈イコノクラスト〉は神の肉体を無理矢理に蘇そ生せいさせた代物だ。

　その鋼鉄の筐きよう体たいは、いわば補強具ギブスの様なものだが――元が人型であった以上〈聖遺物〉を使う上で最も効率が良いのはやはり『人型』なのである――人間達の技術では必要な機能を詰め込んだ上で、それを小型化するのにも限度があった。

　結果として〈イコノクラスト〉は人間の何十倍という巨大な代物となり果てたのだ。

　しかも恐ろしく耐久性が低く、また不安定な代物になってしまった。

　整備には膨大な時間と、巨大な施設と、そして何よりも大量の資材と人員を必要とし、一度の出撃でも大変な負担を〈レネゲイド〉に強いる。また起動するにも膨大な手順と人的労力マンパワーを必要とし、戦闘中も姫ひめ巫み女こ達の支援制御を必要とする。

　同時に操縦者――御者は〈イコノクラスト〉の奇蹟術回路に各種感覚器官の神経を接続される為、膨大な情報の奔流に神経を晒さらされる事になる。

　無論、各種緩和用、あるいは保護用の術式が幾つも間に介され、御者に致命的な苦痛を与えない様にと調整されてはいるものの……絶対安全とは言い難い。そもそも〈イコノクラスト〉はたった一体の試作機体である以上、充分な実戦記録や資料データがある筈も無い。毎回が人体実験の様なもので、何が起こるかは開発者達にも把握し切れていないのが現状だ。

　つまり。

　どれだけ莫ばく大だいな戦闘能力を誇ろうとも〈イコノクラスト〉単体では戦闘する事も難しく、また不安定な機構は搭乗者――御者にも並みならぬ負担を強いる代物という事だ。

　故に――

「…………」

〈イコノクラスト〉の御者――即ち『救世主』として異世界から召喚された少年・香か芝しば省しよう吾ごは低い呻うめき声を漏らした。

　そろそろ〈イコノクラスト〉と繋つながったままである事が、苦痛となりつつある。

　彼は現在……奇き蹟せき術式によって、その各種感覚神経を〈イコノクラスト〉の感知用奇蹟術機関に接続されている。その結果としてもたらされる拡張された各種感覚は、確かに戦闘の役に立つし全能感を与えてもくれる。

　だがそれはごく短い間だけだ。

　元々人間の脳では処理しきれないだけの感知領域を持つ各種感知器を、神経に接続されているのである。これが負担にならない筈はずが無い。まして今は外部支援制御者――つまりは五人の姫ひめ巫み女こ達が居ない。奇蹟術通信で遠距離でも制御や干渉は可能な筈だが、何らかの方法で妨害されているのか、姫巫女達の支援は感じられない。

　その結果として、省吾は長時間、本来ならば見えないものを観みて、聞こえないものを聴いて、感じない筈の諸々の情報を強制的に入力される状態になっている。

　眼を逸そらす事も出来ず。耳を塞ふさぐ事も出来ず。

　常に目まぐるしく動く映像と、耳を聾ろうさんばかりの音響を強制的に見聞きさせられている様なものだ。省吾の神経は疲弊しきって痛みすら訴える様になっていた。

　出来ればすぐにでも接続を切りたい。

　だが――今は次の瞬間に何が起こるかも分からない状態だ。自分にとっての最大戦力である〈イコノクラスト〉を一瞬でも手放す訳にはいかない。



　……くく……くくくく…………



　密やかな笑い声が脳裏に響く。

　何ど処こから伝わってくる訳でもない。ただ克明にそれは聞こえてくる。

　かつては自分の正気をすらも疑った省吾であるが――今はそれが、この〈イコノクラスト〉の内部に封入されている『神』の人格であるのだと気付いている。

　この世界ソロンを創造したと言われる『神』。

　死した後ですら――その遺い骸がいどころか髪の毛一本、皮膚の一ひと欠片かけらですら奇蹟術という形でソロンの万物に影響を及ぼす事が出来る存在だ。そんな怪物に常識なぞどれだけ通用するか……死した後ですら、生きている人間に語りかけてくる程度の事は、やっても驚くには値しないのかもしれない。

　だが――



　……随分と……思い切った事をしたな……？

　……心細いだろう？　怖いだろう？　なあ？　……



「うるさい。黙れ」

　歯を食いしばりながら省吾は言った。

　分かっていた。姫ひめ巫み女こ達の――メリニ達の庇ひ護ご下を離れれば、こうした不都合が起こるであろう事は予測の内だ。

　はっきりと明言した事は未まだ無いが――この声の主は、省吾の肉体を乗っ取って復活を果たそうとしているのだと思われる。事ある毎に省吾の意識の中に入り込もうとしてくるし、実際に半ば乗っ取られた様な状態だった事も何度か在る。

　だが……逆に言えば、この声の主は省吾の肉体を乗っ取れない限り、大した事は出来ないという事でもある。まして肉体の乗っ取りも簡単には済まない様だ。それが出来るならこの声の主はとっくにやっているだろうからである。

　ならば――

（俺おれがはっきり意識を持っていれば……こいつの囁ささやきはただの譫うわ言ごとだ……）

　省吾はそう考えている。

　だがそうと分かってはいても……頭の中を他人が覗のぞいていて、囁きかけてくる事の不快感は尋常ではない。麻薬中毒患者の典型的な妄想の一つに『頭の中にラジオを埋め込まれた』などという妄想が在るが――そのラジオが四六時中誰だれかの囁き声を流し続けるそうだ――恐らくそれに近い感覚だろう。

　救いは、あくまでこの声の囁きが〈イコノクラスト〉に乗っている時に限定されている事だった。

　しかし現在――何者かに〈イコノクラスト〉は運搬用の飛行船ごと強奪され、何ど処こともしれぬ処ところに移送中である。いつまでも乗ったままという訳にはいくまいが、状況がはっきりするまで〈イコノクラスト〉との接続を切る訳にはいくまい。

　ちなみに。

　元々〈レネゲイド〉にとって『救世主』は――省吾は〈イコノクラスト〉を制御する為の部品に過ぎない。奇き蹟せき術機関には基本的にそれを行使する為の意志を持つ『主体』が必要だが……極言してしまえば、省吾とはその『主体部品』であり『意欲を供給する為の部品』でしかない。

　故にこそ、その『部品』の自由意志を尊重する為の装備はこの〈イコノクラスト〉には皆無と言って良かった。省吾達の世界の感覚では、戦闘機や戦車の操縦席には備わっていて当然の幾つかの装備や仕掛けが全く無いのだ。

（……『救世主様』なんて持ち上げるんなら、もうちょっと現場の環境にも気を配ってくれよな……）

　痛切にそう思う省吾である。

　何しろ〈イコノクラスト〉に乗っている間の省吾は、まるで電気椅い子すに縛り付けられた死刑囚の様な状態である。幾重にも拘束帯で固定されて殆ほとんど身動きが取れないのだ。

　無論これは激しい動きをする〈イコノクラスト〉の内部で省吾の肉体を守る為の処置ではあるのだが――省吾自身の印象としては、安全ベルトによる身体の保護というより、単に部品を固定しているだけの様に思える。お陰で〈イコノクラスト〉に乗る度に、全身のあちこちが強こわ張ばり、軽い筋肉痛を起こすのだ。

　だが……

　メリニと肌を重ね、彼女と本当の意味で心が通い合った後、彼女は省吾の身を純粋に案じて、幾つかの簡単な細工を〈イコノクラスト〉に施してくれている。

　一つは拘束帯。

　本来これは省吾自身では外せない仕様になっていた。だが、今は右腕の拘束帯だけは御者席の肘ひじ掛かけ部分についている金具一つを操作すれば全て外れる様に細工してある。そして右腕さえ自由になれば後は他ほかの拘束帯を外すのも簡単だった。

　一つは省吾の座る御者席の下に置かれた小物入れ。

　此こ処こには万一の場合に、省吾が一人でも自らの身を守れる様にと、ペルテアが手配してくれた小型の回転弾倉式拳けん銃じゆうとその弾薬四十八発、そして短剣、救急用の止血剤や包帯、鎮痛剤その他の入った小箱が収められている。

　そして最後に。

　御者席の裏側に取り付けられた擬ぎ神しん杖じよう。

　通常――〈イコノクラスト〉は膨大な奇き蹟せき術の手順を踏んで起動する。

　無論それは何人もの奇蹟師や奇蹟術機関を使ってようやく可能なもので、たとえ擬神杖が在っても省吾一人では〈イコノクラスト〉の起動と停止は出来ない。

　だが一いつ旦たん起動した状態の〈イコノクラスト〉を便宜的に『休止状態』あるいは『仮死状態』に置き――その後、復帰させる事は可能だ。そして御者席の裏に取り付けられた擬神杖はその為のものだった。

　奇蹟術に関しては未まだ基礎の基礎程度しか分からない省吾だが――コンピュータでいえば『サスペンド・モード』に置いておいて、その後、復帰させる様なものなのだろうと考えていた。

　元々この休止機能は〈イコノクラスト〉に設計上備わっていたものである。だが〈イコノクラスト〉の休止状態への移行や、活動状態への復帰は、省吾に操作させる必要は無いと考えていた〈レネゲイド〉は、その為の操作装置を――即ちこの擬神杖を取り付けていなかったのである。

　それはさておき――

「……ん？」

　どれ位の時間が経ったのかは正直分からない。

　だが――その間ずっと耳鳴りの様に続いていた轟ごう音おんが、その調子を僅わずかに変えた。聞き続けていたからこそ分かる程度の違和感ではあったが。

「何ど処こかに着いた……？」

　轟音の変化は、飛行船の体勢が変化する事によって生じたものだろう。

〈イコノクラスト〉の眼と繋つながっている省吾の視界には、緩やかに上へと流れる月と――そして夜空の星々が見える。

　恐らく飛行船は高度を下げ着陸態勢に入っているのだ。

　視線を下方に転じると――岩が剥むき出しの荒々しい山肌が広がっているのが見える。どうやら山を一つ越えた辺りで降下を開始したらしい。

　そして――



　……ゴッ！



　爪つま先さきに衝撃が走った。

　いや――違う。

　省吾の爪先ではなく〈イコノクラスト〉の爪先が山肌の凹凸に引っ掛かったのだ。

　反射的に身を縮めようとして――しかし間に合わない。省吾の予想以上に降下速度は早かったのか、躓つまずいた〈イコノクラスト〉は次の瞬間、岩肌の斜面へとその両膝ひざを打ち付けていた。

　連続的な衝撃が軽い痛みとなって伝わってくる。

　飛行時の勢いを殺しきれずに、がりがりとイコノクラストが膝立ちの状態で引きずられ――滑り落ちていくのだ。

「ぐ……く……」

　省吾は〈イコノクラスト〉を動かし何とか体勢を立て直す。このままではいつ倒れてもおかしくはない。

　格闘戦も想定されたこの機体だが、結局の処ところ、内部機構は精密な奇き蹟せき術機関の集合体である。想定外の衝撃は与えないに越した事は無い筈はずだ。

　悪戦苦闘の末――省吾は何とか〈イコノクラスト〉を片膝立ちの体勢で安定させる事に成功した。もっともそれは〈イコノクラスト〉を引きずっている飛行船の速度が落ちきった事にも理由が在るだろうが。

　やがて――

「…………」

　衝撃と轟ごう音おんが消える。

　どうやら停とまった様だ。

　此こ処こが『血族』を名乗る連中の目的地であるらしい。

　咄とつ嗟さに省吾は周囲を見渡そうとするが、〈イコノクラスト〉が斜面を引きずられてきたせいか、辺りには砂さ塵じんが大量に舞って視界を著しく狭めている。これが収まるには若干の時間が必要だろう。

　何にせよ――

「……ようやく……か」

　省吾は溜ため息いきをついた。

　ソロンの大地について、具体的にどの程度の広さがあるのかは分からないが、随分と遠くに連れてこられたかの様な印象が在る。

　省吾の知識としては、飛行船は決して速い飛行物体に分類はされないが――このソロンには存在しないが、ヘリコプターやジェット機といったものの速度を彼は知っている――それでも地上を行くよりもその移動速度が格段に速いのは間違いない。

「……さて」

　とりあえず『血族』は〈イコノクラスト〉を高空から投げ落としたり、火砲だの攻撃用奇き蹟せき術の的にしたりする積もりは無い様だった。では何を目的にしているのかと問われれば省吾にも未まだ見当もつかないのだが……とりあえず〈イコノクラスト〉を直接的に動かして対応しなければならない様な事態には陥っていない様だった。

「……くっ……」

　省吾は意識して自分の感覚を〈イコノクラスト〉のそれから引き剥はがす。

　情報圧とあの『声』の主からの視線を感じなくなって――省吾はほっと一息ついた。

　既に拘束帯は一部を除いて外してあった。

　先まず彼は御者席の背後に手を伸ばし、擬ぎ神しん杖じようを操作して〈イコノクラスト〉を一いつ旦たん、休止状態に落とし込む。

「これでいい……んだよな？」

　御者室に満ちていた〈聖光〉の明度が一気に下がったのを肉眼で確認しながら呟つぶやく省吾。

　何分初めての作業なので不安が拭ぬぐいきれない。かといって『大丈夫です』と保証してくれるメリニは此こ処こには居ない。

「…………」

　無理矢理不安感を押し殺し――続けて彼は小物入れから、銃器その他ほかを収めた腰帯ベルトを取り出し、服の上から巻いた。

　拳けん銃じゆうを抜いて五連弾倉を開き、弾を装そう填てんしていく。使い方はペルテアに教わっているから躊ちゆう躇ちよや困惑は無い。無論――それを人に向けて引き金を引くとなるとまた話は異なってくるのだが。

「どう出てくる……『血族』？」

　ふてぶてしく呟つぶやいてはみるが不安は消えない。

　相手は正体不明の襲撃者達だ。油断する訳にはいかない。

　だが。

（……これも……この世界の一面なんだ……俺おれの……見ておくべき……）

　省吾はこの世界を変えると決心した。

　だがそれはつまり自らの力で既存の状況を破壊するという事でもある。

『代行者パニツシヤー』の脅威に脅かされるこの世界の在り方が正しいとは思わない。

　だが〈エクノドラス真教会〉の様に、この世界の在り方を前提として成り立つ組織や体制が存在し、その上で生きている人々が居る。ならば迂う闊かつな変革はそういった人々から日常を、生活を、あるいは人生そのものを奪う可能性を孕はらむ事になる。

（……モーリィ……）

　省吾の脳裏を一人の少女の笑顔が過よぎる。

　血の流れない改変が可能だとは省吾も思わない。

　しかし……その流れ出る血は出来るだけ少なくしたい。少なく出来ないのならば流す事に納得をしたい。無知に任せて無茶をするのではなく――責任を持って判断したい。

　だから自分は知らねばならないと省吾は思う。

　与えられた情報だけで満足するのではなく、自らの眼で見て、耳で聞いて、この世界の現状を理解した上で、本物の『救世主』として判断を下さねばならない。

　だから省吾は敢えて抗あらがわずこの『血族』に拉ら致ちされたまま此こ処こまで来た。

　いつまでも〈レネゲイド〉の庇ひ護ご下で世界を観みていては、決定的な何かを見誤る可能性が強いからだ。

　そしてこの『血族』が恐らくは〈レネゲイド〉のそれとはまた異なる――恐らくは対極にすら位置する様な、価値観や正義感を持っていると思ったからだ。そうでなければ敵対などすまい。

　またどうもこの『血族』は『神』とも何らかの関連が在るらしい。

　ならば彼等の在あり様ようを知る事はきっと世界の理解の一助になる――省吾はそう考えていた。

　――不意に。

「…………」

　ドンドンドンドン――と何かを叩たたく音がする。

　びくりと身を竦すくませてから省吾は拳けん銃じゆうを握りしめた。

　そう大きな音ではない。そして遠くの音でもない。

　恐らくは数枚の装甲の向こう――丁度、閉じられた御者室の鉄扉越しに響いてくる感じだ。

　何者かが拳こぶしで鉄扉を叩たたいているのだろう。

「…………」

　瞬まばたきする省吾。

　当然と言えば当然だが、予想外でもあった。

〈イコノクラスト〉強奪の経緯からすれば、もっと――何というか、強引に装甲を引き剥はがし扉蓋ハッチを破って入ってくるものだと思っていたからだ。まさか御丁寧にもノックが在るとは思ってもみなかった。

　そして――

『おい――』

　駄目押しに声が届いた。

『――無事か？』

　男の声だ。

　奇妙に人懐っこい感じの――粗暴さと愛あい嬌きようを同居させたかの様な声音である。

　しかもこの声には聞き覚えが在る。それもつい最近だ。何ど処こで聴いたのか省吾には咄とつ嗟さに思い出せなかったが……

『聞こえてるか？』

　ここでようやく思い出した。

（この声……）

　生で――直接聴いたのは初めてだったので違和感が在ったのだ。

　巨大飛行船が強奪される際、通信回線から聞こえてきた声の一つである。無論、聞き覚えがあるからといって誰だれかは分からないのだが。

　ただ……

（こいつも『血族』なのか……？）

　実の所、省吾が通信回線越しに聴いた声は大きく分けて三種類在った。

　混乱し恐慌をきたした〈レネゲイド〉関係者の声。

　まるで殺さつ戮りくに酔うかの様な傲ごう慢まん極まりない『血族』の声。

　そしてこの声――何処か冷静で皮肉げな口調のこの人物の声。

　そう。明らかにこの人物は『血族』を名乗る者達と口調が違った。

『血族』と共に行動している以上その仲間である事は間違いなかろうが、何というか――興奮状態の『血族』達の声と異なり、ひどく冷めた眼で状況を見据えているかの様な態度が、その声からも透けて見えたのだ。

『おーい、聞こえてるんだろう？』

　更に呼びかける声がして――鋼鉄の扉が再び叩たたかれる。

　逡しゆん巡じゆんは束の間だった。

　此こ処こでこうして閉じこもっていても仕方が無い。

「聞こえています」

『そりゃ結構――』

　言って。

　そしていきなり相手は言葉を切り替えてきた。

『で、良ければこのクソ忌々しい扉を開けてご対面といきたい処ところなんだがね、救世主殿？　なに――同郷のよしみだ、悪い様にはせんよ』

「……!!」

　愕がく然ぜんとする省吾。

　日本語だ。

　このソロンに来て――花か梨りんと姫ひめ巫み女こ達、つまりは女性の口からしか聴く事の無かった日本語が、男の声で発せられている。

　思わず懐かしさに頬ほおが緩みそうになって……

（……いや）

　慌てて省吾は己の気持ちを引き締めた。

　相手が自分の知っている言葉を話す――それだけで人間はついその相手に対して警戒を解いてしまうものだ。異国の言葉に囲まれて心細い想いをしている時に、母国語というものは想像以上にその者の神経を癒いやし、緩ませる効果を持っている。

　海外旅行中の日本人が、しばしば詐欺の被害に遭うのは、大抵がこのパターンだという事を省吾は花梨から――今現在は人質として〈レネゲイド〉に囚われている従姉妹いとこから以前、聞いた覚えがあった。

　また、趣味のネット・ゲームをしていても同様の現象は省吾自身が体験済みだった。日本語で話し掛けてくる外国人に対しては、つい警戒心が緩むのだ。そしてそんな外国人ゲーマーの中には、相手の油断につけ込んでアイテムをかすめ取る悪質な相手が少数ながらも存在していたのは事実だった。

（とにかく――出よう）

　省吾は思った。

（しかし〈イコノクラスト〉を奪われる訳にはいかない……）

　この『血族』を名乗る連中が何を思って〈イコノクラスト〉強奪などという暴挙に出たのかは分からない。しかし強引な手段で襲撃してきた以上、何らかの形で〈イコノクラスト〉を利用する積もりが在るのは間違いないのだ。

　最悪――分解でもされたら、省吾は彼に許された最強にして唯一の『切り札』を失う事になる。これだけは避けねばならない事だった。

　だが……

（連中だって〈イコノクラスト〉の内部構造は知らない筈はずだし、そう簡単には調べられない筈だ――だったら）

　ハッタリの一つも利かせれば相手の動きを牽けん制せい出来るかもしれない。

『どうした？　そのままそこにずっとこもってる積もりか？』

　からかう様な口調で鉄扉の向こうの声が言ってくる。

　一瞬、省吾は頭の中でその『ハッタリ』の内容を整理して――いい加減な事を言えば矛盾点を指摘されてすぐにばれる――深呼吸してから、言った。

「ちょっと待ってください。迂う闊かつに扉を開けられないんです」

『ほう？　俺おれ達が開けた途端にあんたに攻撃をするとでも？』

「違います。安全装置の問題です」

　言葉を選びながら省吾は言った。

「機密保持の為に、〈レネゲイド〉の制御下を離れた〈イコノクラスト〉は、迂闊な操作をすると自爆する様に設定されてるんですよ。扉を一つ開けるにしても、自爆装置を作動させないようにする為の手順を幾つか踏まないと、俺も貴方も、一緒に爆死です」

『へえ――何い時つの間に』

　面白がっている様な声が聞こえる。

『そんな機構が追加されたのやら。まあ有り得ない事じゃないが――』

「…………」

　……『何時の間に』？　『追加』？

　つまりそれは『元々そんなものは無かった』と相手が知っている事になる。

　日本語を喋しやべる事といい、〈イコノクラスト〉についての知識といい、この声の主は一体何者なのか？

　想像はつくが――警戒心も募る。

（……っていつまでも此こ処こで迷ってても仕方ないよな）

　朧おぼろな聖光の漂う主制御室で彼は立ち上がる。次いで手を伸ばし眼前の扉の脇わきに在る取っ手コックを握った。

　捻ひねり――そして押す。

　実は省吾自身がこの扉を開くのは初めてだ。いつもは姫ひめ巫み女こや〈レネゲイド〉の作業員達が開いてくれていた。

　予想以上に――重く硬い。

　ゴコッ……という重々しい音と共に、鉄扉がわずかに外側へと浮き上がる。

　夜の冷たい空気が御者室の中に流れ込んでくる。

　更に力を込めて押すと――それは拍子抜けする程にあっさりと外側に開いた。

「うわっ……」

　省吾は勢い余ってつんのめる。

　その襟首を――

「おっと」

　掴つかんでくれたのは、鉄扉の傍らから差し出された逞たくましい腕だった。

「やっとこさ、直じかに会えたな」

　先ほどまで鋼鉄の扉越しにくぐもって聞こえていた声。

　それが耳元から聞こえる。

「…………」

　体勢を立て直し省吾は声の主を振り返った。

　思っていたよりも――若い。

　年齢は恐らく二十代半ばといった処ところか。少なくとも三十には届いていまい。

　だが若いとはいっても未熟さや青臭さは微み塵じんも無い。その容姿には若者特有の精せい悍かんな印象が強いが……老兵じみたふてぶてしさや風格までもが感じられる。攻撃的に逆立てた髪の毛も、中途半端にそり残された無ぶ精しよう髭ひげも、全体的に野性味を演出するのに役立っていた。

　衣装は使い込んだ馬上装束。いかにも旅慣れた印象で、装飾を廃した実用的なその装いは、殺伐としたソロンの空気によく馴な染じんでいた。

「……貴方は？」

　警戒しつつ尋ねる省吾。

「まあまあ慌てなさんな」

　ともすれば嫌味にさえとられかねない様な――余裕のある口調だった。

　ざっくばらんな物言いには緊張感なぞ欠片かけらも無い。

「とりあえず此こ処こから降りてからでも自己紹介は遅くないだろ？」

　言って若者は脇わきにどく。

　そこでようやく――省吾は観みた。

　自分が連れてこられた場所の景観を。

「…………これは」

　呆ぼう然ぜんと省吾は〈イコノクラスト〉の上に立ち尽くした。

　頭上には月が出ている。

　既に時刻は深夜に近いのだろう。大小二つの月が――異世界特有の奇妙な光景を描き出す二つの天体が空の真ん中に陣取って青白い光を注いでいる。

　そして――眼下の大地。

　そこは花畑だった。

　視界を埋め尽くしてもなおその向こうにまで広がる、広大な花の群生。

　青白い月光の下で、色とりどりの花弁が大きく開き、起伏に乏しい大地を延々と覆っていた。赤。青。白。黄。緑。黒さえも在る。そしてそれらの間を埋める千変万化する色彩がまるで何ど処こか異国の精せい緻ちな壁織物タペストリーの様に、複雑な濃淡を描きながら広がっている。

　風が――吹く。

　花々が一斉に揺らめいた。

　大地に描かれた極彩色の模様に、万華鏡めいた幻想的な波が起こる。それは緩やかに広がりながら〈イコノクラスト〉の足下からうねり、そして視界の果てへと消えていった。

「……此こ処こ……は……」

　改めて観みれば――どうもこの辺りは盆地になっているらしい。

　四方を山脈に囲まれ、周囲からは隔絶された様な地形になっている様だ。

　恐らく元々は単なる岩場だった場所に、山脈の地形によって集められた雨水が流れ込み……同時にその雨水によって洗い流され、あるいは削り取られた諸々の物質がこの盆地に流れ込む事で、結果的に肥ひ沃よくな大地を成しているのだろう。

「…………」

　美しい光景だ。

　省吾はただただ絶句するしかない。荒れ果てていくばかりの印象しかなかったソロンの大地にもこんな場所が在るとは思ってもみなかったのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　夜であるが故にこそ……色とりどりの花々が風にそよぐ光景はひどく幻惑的で、現実離れした美しさが何ど処こまでも強調される。

　――楽園。

　そんな言葉が省吾の脳裏を過よぎる。

「此こ処こは一体……」

「連中は『園ガーデン』と呼んでるな」

　傍らの若者はそう告げてくる。

　――『園』。

　確かにそれは相応ふさわしい名前の様に思えた。

　ただ……

「――あれは」

　見下ろせば――〈イコノクラスト〉の足下に何やら蠢うごめくものがある。

　人間だ。

　人だかりが出来ているのだ。人数は――数十名といった処ところか。男なのか女なのか老人なのか若者なのか――細かい区別は分からない。誰だれもが見るからに厚手の外がい套とうを頭からすっぽりと被かぶっているからだ。顔が見えない。体型すら定かではない。ただ人間とだけ分かる人影が揺れている。

　何か……奇妙に禍まが々まがしいものを省吾は感じた。

　何がいけないという訳ではない。ただ――顔を隠し、身体を隠し、まるで幽霊の様に佇たたずむ彼等は『楽園』の住人にはあまり相応しくない様に思えた。

「あれは此処の住人さ。『血族』と名乗ってる――ま、世捨て人みたいな連中だよ」

「……あれが」

　省吾は呟つぶやく。

　通信回線で聴いた、あの傲ごう慢まんな哄こう笑しようと、眼下に幽霊の如ごとく佇む彼等の姿がどうにも一致しない。あるいはあの外套の下にはあの哄笑に相応しい傲ごう岸がん不ふ遜そんな表情が隠されているのかもしれないが……

「さてと」

　若者が言ってくる。

　いつの間にか彼の足下には縄なわ梯子ばしごが垂らされていた。端は〈イコノクラスト〉の整備用金具に結び付けられている。

「降りるとするか」

　言って縄梯子を示す若者。

　省吾はそれに従いかけ――そして。

「足下に気を付けてな。落ちたら『痛い』じゃ済まんぞ――救世主殿」

「…………」

　最後の一言に反応して、省吾は動きを止めた。

　先ほどから気になっていたのだ――『救世主殿』と呼ばれる事が。

「……ショウゴです」

　振り返る無ぶ精しよう髭ひげの若者に彼はきっぱりと伝えた。

「……ん？」

「俺おれは――香芝省吾です」

「……」

「救世主なんかじゃ……」

　多少の躊ちゆう躇ちよは在った。

　だが省吾は小さく顎あごを引いて続ける。『救世主』という言葉に酔っていては何も見えなくなる。見えなくなって致命的な何かを見逃してしまう。これは省吾にとっては一つのケジメだった。

「俺は救世主じゃありません。俺はカシバ・ショウゴという一人の人間です」

「ふふん？」

　若者が――にやりと笑う。

「自己紹介は此こ処こから降りてからって言ったのにな。せっかちな奴だ」

「…………」

「まあ――ついでだ」

　若者は肩を竦すくめて言った。

「俺の名はレオン。レオン・ササハラ・スプリングフィールド。よろしくな――カシバ・ショウゴ殿」



　　　

　――『聖せい廟びよう』。

　其そ処こは膨大な年月を費やして掘られた秘密結社〈レネゲイド〉の本拠地である。

　巨大な縦穴――〈イコノクラスト〉の整備格納庫であると同時に、出撃時、〈イコノクラスト〉そのものを砲弾として撃ち出す為の巨大な砲身バレル――を中心としてその周囲の地下に、まるで蟻ありの巣の如ごとく通路が張り巡らされ、幾つもの部屋が造られている。

　五氏族族長専用議事室はそんな部屋の一つであった。

　縦穴のすぐ横に設置されたその部屋は〈レネゲイド〉の最高意志決定機関・五氏族会議の舞台として使われる。その為だけの部屋だ。故に巨大な円卓と五脚の椅い子す以外、目立った調度品は無い。だだっ広く無機質な部屋であった。

　奥の壁は可動式になっており――そこを開くと巨大な硝子ガラス張りの窓が現れる。

　そこから五氏族の族長達は縦穴内部、つまり超巨大擬神機〈イコノクラスト〉の整備格納庫を一望する事が出来るのだ。

　だが現在、其そ処こに黒い鉄巨神の姿は無い。

　不覚にも強奪されたのだ。

　元より〈イコノクラスト〉は〈レネゲイド〉の最高機密にして最後の切り札だ。

　当然ながら『聖せい廟びよう』内部であろうと出撃した現場であろうと、警備態勢に抜かりは無い。無かった筈はずだった。そもそもエクノドラス真教会が潰かい滅めつに近い状態に陥った現在、〈レネゲイド〉と事を構え、〈イコノクラスト〉を奪い去るだけの兵力を整えられる組織などこのソロンには存在しない筈だった。

　だが……

　現実に巨大擬神機は〈レネゲイド〉の手から奪われ、その行方は杳ようとして知れない。

『救世主』ショウゴ・カシバの行方を見失った際以上の大失態だ。

　この状況でもし『代行者パニツシヤー』が出現してしまえば〈レネゲイド〉に打つ手は無い。無論、単に『代行者』は〈レネゲイド〉とは何の関係も無い街や村を襲うだけかもしれないが、その結果として〈レネゲイド〉が築いてきたショウゴ・カシバの『救世主』としての評判が落ちては困る。ショウゴ・カシバを傀かい儡らいとし、全て『代行者』を倒した後のソロンにおいて〈レネゲイド〉が全てを支配するという目的に悪い影響が出てしまうからだ。

　一つや二つの風評は情報操作で押し潰つぶせる。

　だがこれが十も二十もとなると――押し潰すよりも拡散する速度の方が早い。

　故にこそ。

「――目的はただ一つ」

　議長たるバルドは言った。

「〈イコノクラスト〉の奪還」

　無論それは五氏族会議に出席する者の誰だれもが考えていた事ではある。

「〈イコノクラスト〉の機体本体、及び『救世主』。この二つに関しては――莫ばく大だいな建造費と、厄介な大規模奇き蹟せき術式に必要な人員と時間さえあれば――代替が利く」

　そうバルドは続けた。

　バルド・コードラン――秘密結社〈レネゲイド〉を形成する五氏族の筆頭格コードラン家の家長である。

　その厳いかめしい顔付きの奥では、猛もう禽きん類るいを思わせる双そう眸ぼうが炯けい々けいと光を放っていた。

　単に議席上の地位だけでなく、また容姿だけの意味でもなく、実質的にも彼がこの五氏族会議を取り仕切っている。独裁者と呼ぶには未まだ遠いが――この〈レネゲイド〉内部においてその地位に最も近いのが、この初老の人物であった。

「しかし『聖遺物』――これの代わりは存在しない」

　短い台詞せりふは……しかし低く重く響いた。

　超巨大擬神機〈イコノクラスト〉。

　ただそこに在るだけでも見る者を圧倒し、一度動けばその足が刻む一歩は山を陥没させ、その腕の一ひと薙なぎが海を割り、全身の奇き蹟せき術機関を使っての一撃は、文字通りに不可能の領域に在る筈はずの難事を可能の領域にまで引きずり降ろす。

　絶対無敵の威力を誇る鋼鉄の巨人――否、巨神。

　だが多くの者が〈イコノクラスト〉として認識しているそれは、突き詰めてしまえば巨大な『容器』に過ぎない。操縦者である『救世主』ですらもが究極的には代替可能な部品でしかない。

〈イコノクラスト〉を対『代行者パニツシヤー』兵器たらしめているのは、その内部に使われた五つの代替不能部品――即ち『聖遺物』である。

〈イコノクラスト〉の各部に『聖遺物』は格納され奇蹟術機関に接続されている。

　これが即ち〈イコノクラスト〉の本体なのだ。

　巨大な鋼鉄の筐きよう体たいは全てこの『死したる神』を限定的に蘇そ生せいさせて使役する為の、いわば補強具ギブスに過ぎない。

　つまり。

『聖遺物』無くして〈イコノクラスト〉は存在しない。

『聖遺物』無くして〈レネゲイド〉の悲願達成も無い。

　故にこそそれは最優先で押さえるべきものなのだ。

「皆も知っておろうが、奪還の為の捜索隊は既に展開済みだ」

〈イコノクラスト〉強奪の報が『聖せい廟びよう』に届いて、既に一日以上が経っている。

　そしてその報しらせが〈レネゲイド〉内に行き渡るよりも早く、バルドは独断で捜索部隊を放った。つまり五氏族会議を通さなかったのだ。今のところそれに関して反論を唱える者は居ない。『聖遺物』は〈レネゲイド〉にとって何物にも優る重要物件だ。遅れて文句を言われる事は在っても、それを捜すのに躊ちゆう躇ちよするいわれはない。

　勿もち論ろん、事が終わってほとぼりが冷めた時には、何らかの抗議が来るであろう事は想像に難くないが――

「…………」

　己の右手側に座るネロ――オトルチ家の若き家長の口元が左右に吊つり上がった。

　いや。吊り上がった様な気がしてバルドは視線をそちらに向ける。

　だが色白の美青年は、いつもと変わらぬ淡い微笑を浮かべてただ座っているだけだ。少なくともそこに嘲あざけりめいた色は無い。どうもバルドの見間違いであった様だ。

　とはいえ……

　相変わらずこの若長は何を考えているのか分かり辛づらい。

　この非常事態にも、オトルチ家の若長だけは慌てていない様に見える。

「…………」

　バルドの視線に気付いたネロが僅わずかに首を傾かしげる。

『どうしましたか？』と逆に問う様な視線だ。

　小さく首を振ってバルドは視線を戻した。問うて尻尾しつぽを出す様な相手なら、とっくにこの円卓から追われている事だろう。

「し……して……『血族』とやらの足取りは！」

　そんな細かなやり取りなどまるで気付かない様子で、円卓につく男の一人が身を乗り出して尋ねてくる。神経質な学者顔が、焦りを抑えきれず醜く崩れた表情を露あらわにしていた。

　マブロ家の長――タイロイド・マブロである。

「コードラン卿きよう！〈イコノクラスト〉、否、『聖遺物』の在あり処かについては――」

「残念だが……」

　タイロイドに、と言うよりも一同に向かって、バルドは首を振った。

　無論、全くの手掛かりが――目撃例が無い訳ではない。

　飛行船〈エデニート〉と〈イコノクラスト〉――大きさが大きさだけに、煙の様に消え失せるという事は不可能だ。実際に幾つか目撃証言は確保出来ている。だがそれらは所しよ詮せん、断片的で、大まかな方向を示すものでしかない。

　まして奇き蹟せき術でも使えば幻影を空中に映し出す事も出来る。

　襲撃者達が〈レネゲイド〉の追跡を怖おそれてそうした偽装工作をしている事も考えられる為――目撃証言も何ど処こまで信用出来るか分からないのだ。

「…………」

　重苦しい空気が波紋の様に広がり、議事室に沈黙が満ちる。

　今は捜索隊の報告を待つしかない。それは議論など必要ない程に明確な事実だった。

　だが――

「何たる……何たる何たる失態だっ！」

　わずかな沈黙にも耐えかねたか……今度は更にタイロイドの隣に座っていた男が立ち上がる。頭髪が少々寂しい丸顔の男だ。

　パルマス・ルースポリテ――〈レネゲイド〉を形作る五氏族の一つ、ルースポリテ家の家長である。

　問題が持ち上がった時、必ず真っ先に激げつ昂こうして声を上げるのがこの男だ。今回も例外ではなかった様だ。無論――その性格が短絡的に過ぎるのも原因の一つではあろうが、子供でもあるまいし、ただそれだけの理由でもあるまい。恐らくは失敗を犯した相手に精神的な圧力を加えて、後々の交渉を自分の有利に持っていく為の布石――とでも考えているのだろう。

　何とも幼稚だが、相手を選べばそれなりに効果は在る。

　とはいえ――

「落ち着きましょう、ルースポリテ卿きよう」

「これが落ち着いておられる状況か！」

　銀髪青年――ネロの穏やかな物言いに激げつ昂こうした声を上げるパルマス。

　手段として装っているだけの筈はずの激情に、自分自身がいつの間にか引きずられているのだ。滑こつ稽けいといえばこれ程に滑稽な事もあるまいが、パルマス自身は気付いていない。

　以前はそれ程でも無かったのだが……やはり最初の『代行者パニツシヤー』を倒した辺りからパルマスやタイロイドは情緒にやや安定を欠く言動が目立ってきた。やはり〈レネゲイド〉の悲願に手を掛ける事が出来た喜悦の裏側で、未知の――先達が経験した事の無い状況に置かれている事の不安が、彼等を感情的にさせているのかもしれない。

　結果としてタイロイドやパルマスは、陰で『オトルチの小僧』と蔑べつ視しさえしているにも拘かかわらず、ネロの話術と論理に乗せられてしまう事が多い。

　しかし……

（本当に何を考えているのか……オトルチの若長は）

　バルド自身、ネロを不気味に思う事は在る。

　五氏族の中では第四位に位置するオトルチ家。だが人間の『器』に家系の上位下位は関係ない。

　今までの流れから五氏族会議における彼の発言力は明らかに高まっている。大胆かつ理路整然とした発言内容には、最後の一線で付け入る隙すきが無い。そのくせ、自分から何か事を起こす様子は見えない。常にタイロイドやパルマスの言動を受けてそつの無い対応をしている。

　だが……これだけ頭の切れるネロが何の野望も抱いていないとはバルドには考えにくい。

　バルド達が知らぬ処ところで何かを企たくらんでいる気がしてならないのだ。無論、バルドとしてもオトルチ家には密偵を放って探らせてあるが、結束が固いのか、それとも情報管理が徹底しているのか、あまり成果は上がっていない。

「オトルチ卿よ」

　パルマスの額には血管が浮き出ていた。

「そなたも現場に居合わせたのだぞ。責任は皆無ではなかろうに？　私としては貴殿が落ち着いて居られるのが不思議でならんな。きちんと事態を把握しておいでかな？」

　嬲なぶる様な――絡み付く様にじっとりとした口調であり声音である。

　弛たるんだ頬ほおをひときわ震わせて得意げな眼差しを見せるパスマスは滑こつ稽けいですらあった。

「ごもっともです、ルースポリテ卿きよう」

　対してネロはいつもと変わらぬ柔らかい物言いを崩さない。

「勿もち論ろん、責任問題に関しては重々承知しております。叱しつ責せきなり懲罰なり、受ける覚悟は御座いますとも」

　そう言いつつも、ネロに怯おびえる様子や慌てる様子は無い。

　そして彼は全く表情も口調も変えずに言った。

「ところでルースポリテ卿。あの時、〈エデニート〉からの通信に興味深い名が聞かれたのですが――それについての御考察などお有りでしたら、是非お聞かせ頂きたいかと」

　パルマスの表情が凍り付く。

　元々脂性の顔に、見る見る大量の脂汗が吹き出ていた。

「レオン・ササハラ・スプリングフィールド」

　まるで歌う様にその名を告げるネロ。

「彼が絡んでいたという事は――つまり」

「オ――オトルチ卿ッ！」

　ネロの言葉を掻かき消そうとパルマスの唇から裏返った声が迸ほとばしる。

「い……今此こ処こで論ずるべき事、事は、『聖遺物』の在あり処かを突き止める事だ、そ、それと……それとそれを奪還する事で……あろう、あろうに、ち、違うかねっ!?」

「ええ。おっしゃる通りです」

「ならば――」

「ああ……どうもルースポリテ卿は勘違いをしておられるようですね」

　やはりその微笑も口調も変化しない。

　ただ淡々と柔らかい物腰のままだ。そこに、政敵を理によって追い詰め、その過失を糾弾する様な、強引な様子は無い。まるで世間話をしているかの様な穏やかさだった。

「勘違い？　どういう事か」

　すぐさまパルマスが食いついてくる。

　ネロは口を開きかけて――ちらとバルドの顔を窺うかがってきた。

　現在は五氏族会議の最中であるのだ。そして議長はバルドである。このまま発言を続けて良いかどうかを窺ってきたのであった。この場を取り仕切っているのが――そして〈レネゲイド〉において最も大きな権力を持つのがバルドである事を認めた上で、バルドにしか分からない様な形で特別の礼を尽くしているのである。

　無論これはネロがバルドを敬っているからではなかろう。

　単に恐ろしく細かい部分でさえ隙すきを見せないだけの事だ。

（抜け目ない奴だ）

　やはり小さく頷うなずいて見せてやるバルド。

　ネロは薄い笑みを浮かべて小さく会釈し――そして続けた。

「当然ですが、ルースポリテ卿きよう。御息女アンジェリットの裏切りについて今更貴方を糾弾しても意味が在りません。アンジェリットの裏切りは確かに大きな停滞を〈イコノクラスト〉計画にもたらしましたが、その後の貴方の、〈レネゲイド〉への御尽力は此こ処こに居る誰だれもが知る処ところです。貴方の贖しよく罪ざいはとうに済まされていると私は考えます」

「お……おお……」

　パルマスの表情に喜色が浮かぶ。

　いいようにネロにあしらわれている訳だが――やはりパルマスにその自覚はあるまい。

「私が問題にしているのは事実のみであり〈イコノクラスト〉奪還の為の方策について有用か否かでしかありません」

　此処でネロは一呼吸置き――

「レオン・ササハラ・スプリングフィールドが絡んでいたという事は、当然にアンジェリット・ルースポリテも今回の強奪計画に関わっていたと見て良いでしょう。この場合――問題の『血族』とやらに二人が同行してたとすれば、こちらの手の内は全てお見通しだったと考えられる」

「……それで？」

　タイロイドが苛いら立だたしげに促す。

「だから自分には責任が無いとでも？」

「いえ。ある意味でレオンとアンジェリットは我々にとって非常に危険な存在だったと言えます。それを殊更に探し出さず今まで放置していたのは何なに故ゆえの事でしょう？」

「……無論」

　タイロイドが言った。

「たった二人で出来る事などたかがしれている。確かにアンジェリット・ルースポリテは優秀な人材だったし、レオン・ササハラ・スプリングフィールドもなかなかにしたたかな男ではあった。だがそれでも――他ほかに寄る辺も無い、たった二人の人間が〈レネゲイド〉という『組織』に対抗する術すべなど無いと分かっていたからだ」

　そう。

　問題の二人が放置されていたのは、単に『何も出来ないだろう』と〈レネゲイド〉がたかを括くくっていたからだ。まさか〈エクノドラス真教会〉が彼等に手を貸すとも思えず、また〈レネゲイド〉の脅威になりそうな実効戦力を持った組織は他に存在しない。

　だからこそ逃げた二人を殊更に〈レネゲイド〉は追わなかったのだ。

　しかし……

「ですが――二人は『血族』なる謎なぞの集団と手を結び〈イコノクラスト〉の強奪をしてのけた。しかもあのインペラス家の護まもる〈エデニート〉を突破して」

「そう――そうだインペラス家！」

　パルマスはむしろ嬉き々きとして叫んで傍らの男を――先程から沈黙を守っている五氏族最後の家長を振り返った。

「何たる失態を犯されたか――インペラス卿きよう！」

「…………」

　ゼブロン・インペラス。

　五氏族の中で唯一、奇き蹟せき師ではなく『剣舞師』を祖に持つインペラス家の家長。

　歴代のインペラス家家長の例に漏れず、武道全般に秀でており、身長こそ高くはないが肩幅は広く胸板は厚く、そこに佇たたずんでいるだけでもある種の威圧感を与えるその姿は、しばしば『岩』に喩たとえられる。

　それはまた彼の寡黙さや実直さを示す言葉でもあった。

「武門が聞いて呆あきれる――武器も持たぬ相手に制圧されたと」

「〈剣の一族〉の名が泣いておりますな」

　パルマスにタイロイドまで加わりここぞとばかりにゼブロンを責め立てる。

　だが――

「…………」

　インペラス家の長は眉まゆ一つ動かす事無く糾弾の言葉を受け止めた。

　だがその落ち着き振りが気に入らなかったのだろう。タイロイドが声を荒げる。

「インペラス卿！　貴方は我等〈レネゲイド〉の――」

「落ち着かれよ――マブロ卿」

　静かな――しかし低く重いバルドの声が、椅い子すから腰を浮かして喚わめき散らすタイロイドの動きを押し止とどめた。タイロイドもやや怪け訝げんの表情を浮かべてバルドを見つめた。

「コードラン卿――？」

「先のオトルチ卿の言葉を借りれば」

　バルドは淡々と続けた。

「此こ処こでインペラス卿を責め立てたところで事態は好転せん」

「そ……それは」

　まだまだ言い足りぬといった表情で奥歯を噛かみ締めるタイロイド。バルドの鋭い視線を向けられて――彼は大きく息を吐いてからようやく腰を下ろした。

「それに……インペラス卿からの報告では、襲撃者達は擬ぎ神しん杖じようも無く奇蹟術を使っていたという。もしそれが事実ならば、いかにインペラス家傘下の猛も者さ達でもひとたまりもあるまい。そもそも飛行船の中といえば立ち回りには適さぬ場所だからな」

「その報告は私も聞きましたが――」

　タイロイドが顔をしかめながら言う。

「信じられません。擬ぎ神しん杖じようを小型化する事は理論的に可能ではありましょうが、機構上、現在の技術ではどうやっても隠し持てる様な大きさには出来ません」

　奇き蹟せき術研究に秀でたマブロ家の長が言う事だ。間違いはあるまい。

　だがそれでは――

「奇蹟術以外の何かを使ったという事は？」

「それはない」

　ネロの言葉に――沈黙を守っていたゼブロンが応じた。

「襲撃者の姿は私も見ている。攻撃の際に彼等がその身から発していた光はまさしく『聖光』だった。私は奇蹟師ではないが奇蹟術は何度も見ている。見間違う事はまず無い」

「馬ば鹿かな……」

　タイロイドは首を振る。

「ではインペラス卿きよう。卿はこうおっしゃるのか？　襲撃者達はその身のみを使って奇蹟術を発動させていたと？」

「……そういう事になる」

「有り得ない！　それこそ、そんな事が出来るとすれば――」

　そこでタイロイドは言葉を切った。

　まるでその先を言う事を怖おそれる様に――

「…………」

「…………」

　ネロもパルマスも沈黙する。

　擬神杖も無く己の身一つで奇蹟術を――奇蹟を扱う者。

　それはまるで『神』そのものではないか。

　だが……

「――あるいは」

　しばしの沈黙の後、ネロがふと思い付いたかの様に口を開く。

「単に我々が何か根本的な考え違いをしているのかもしれません」

「というと？」

「我々は奇蹟術という『聖体』を利用する技術については随分と歴史を重ね研究をしてきましたが、実の所、根本的な部分――どうして『神』はこの様な奇蹟を起こせたのか、については何ら研究が進んでいません」

「それは――」

　どうして物は上から下に落ちるのか。

　どうして火は水をかけると消えるのか。

　そんな……当たり前というより思考の大前提に在る事実を疑う様なものだ。『神は神故に奇き蹟せきを起こせる』――その大前提に立って奇蹟術は発展してきた。この根本に対する研究が皆無だった訳ではないが、この『代行者パニツシヤー』の影響で年々荒れ果てていくソロンにおいて、実利を生むかどうかも分からない学問が発達する筈はずも無く……机上の空論が幾つか出た程度で全く研究は進んでいないのが現状だ。

「我々が知らないだけで、擬ぎ神しん杖じよう無しで奇蹟術を扱う方法が在るのかもしれません」

「……しかし」

　タイロイドが言った。

「もしそうだとしても……」

　それが現状で何の慰めになるというのか。

「マブロ卿きようのおっしゃりたいことは分かります。ですがこうは考えられませんか？」

　ネロは一同を見回して言った。

「我々の知らない技術体系だとしたら……それはそこらの街中に在る筈はずがありません。ある種の隔絶された土地、周囲との交流を避ける様な何か物理的、制度的な条件がある場所でのみそういったものは育ち得る筈です」

「……つまり」

　バルドが後を継ぐ。

「捜索の範囲を普通の人里ではなく、辺境地区や深山幽谷といった、場所にも広げてみよという事か」

「はい。その通りです」

　ネロは頷うなずいた。

　確かに現時点では街や村――比較的人口密度の高い場所を中心として捜索を行っている。

　襲撃者達は〈イコノクラスト〉を奪った以上、それを何らかの形で利用するのが目的と考えられる。破壊が目的ならばその場でも出来た筈なのだ。

　だが〈イコノクラスト〉を分解するなり調査するなり整備して利用するなり――何をするにしてもそれなりの設備と人員が必要となる。だからこそそれらを確保しにくい辺境地区や、そもそも街や村とは呼べない程度の集落しか存在しない地域は、最初から捜索対象外となっていた。

　だが。

　もし『血族』が完全にソロンの一般社会と隔絶した存在だったとすれば……？

「分かった。捜索隊に伝えよう」

　バルドが頷うなずき――そして一同を見回す。

「異論は？」

「…………」

「…………」

「…………」

　タイロイド。パルマス。そしてゼブロン。

　いずれの族長も異を唱える様子は無い。

「結構――では各自我等が〈イコノクラスト〉奪還に尽力を」

　バルドの言葉に一同は黙って頷うなずいた。



　　　

　縄なわ梯子ばしごを下りて――落ち着いて話が出来る状態になれば、レオンと名乗った無ぶ精しよう髭ひげの若者に省吾は幾つか尋ねてみたい事が在った。

　先まず此こ処こは何ど処こなのか。

　そして『血族』とは一体何なのか。

　彼等は何を目的として〈イコノクラスト〉を強奪し、その御者である省吾自身に対してはどういう考えを持っているのか。居ても居なくても気にしないのか。あるいは敵意を抱いているのか。

　そして何よりも――レオン自身は一体何者なのか。

　だが地に降り立ったレオンと省吾を迎えに来た一人の女性を前にして……ずっと考えていたそれらよりも、先ず念頭に浮かんだ一つの疑問が在った。

（……セネカ……？）

　レオンの側そばに寄り添う女性。

　彼女はどうして姫ひめ巫み女この一人――セネカ・ルースポリテと似ているのか？

　他人の空似という考えはすぐに浮かんだが……あまりにもセネカと似ていてむしろ他人と考える方が不自然に思える。特にその目元――小さな鼻にちょこんとのせた眼鏡や、その奥の理知的な瞳ひとみなどは本当によく似ている。右手に擬ぎ神しん杖じようを携えているのも同じだ。年齢や髪の色に違いはあれど――セネカは枯葉色、眼前の女性は漆黒である――全体的な雰囲気は本当によく似ていた。

　血縁者――そう考えるのが自然だろう。

　年齢からすれば姉か。あるいは従姉といった処か。

（でも……何で……？）

　セネカの血縁者がどうしてこんな処にレオンと共に居るのか。

（……ってまさか）

　レオンの日本語。

　セネカの血縁者。

　それはつまり――

「スプリングフィールドさん――」

「レオンで結構だ、ショウゴ・カシバ」

　レオンが苦笑気味にそう言ってくる。

「では俺おれもショウゴで結構です」

「そりゃ簡単でいい」

　と肩を竦すくめるレオン。

「と――親しん睦ぼくが深まりそうな処ところで悪いんだがな」

　そう言うレオンと連れらしき女性を――何な故ぜか『血族』の者達が取り囲む。

　仲間の帰還を祝す様子ではない。『血族』の者達はやはり目深にフードを被かぶってその顔はおろか性別すら定かではないのだが――その動きを見ていれば少なくとも彼等がレオンの『お友達』でない事は明白だった。

　一体どういった関係なのか。

　省吾には未まだ見当もつかないが――

「俺達は此こ処こでは余よ所そ者ものだからな。用が済んだらそそくさと退場せにゃならん」

　俺達という以上はやはり連れの女性もやはり『血族』ではないのだろう。

「……はあ」

「まあ俺に聞きたいことも色々在るんだろうが……それは次の機会にな」

「――スプリングフィールド様」

『血族』の一人がフードの奥から陰気な口調で言った。

「我々の理解が及ぶ言葉で話されよと望むものなり」

　声には明らかに警戒の色が滲にじんでいる。

　恐らく『血族』とレオン達はある種の協力体制には在るのだろうが、決して仲間という訳ではないらしい。自分達に分からない言葉で会話するレオンが、何か余計な事を省吾に語って聞かせていないかと気にしているのだろう。

「――失礼」

　レオンは肩を竦めてからソロンの言葉に切り替えた。

「まあ……また会う事もあるだろう。それまで達者でな。行くぞ、アンジェ」

　片手を挙げて省吾から離れるレオン。

　同時にアンジェと呼ばれたセネカ似の女性が小さく頷うなずき、レオンの半歩後ろに立つ。すると――まるでそこが彼女の定位置だとでも言わんばかりに、ごくごく自然な図が出来上がった。恐らくは一緒に行動して長いのだろう。

　そして――

「デュメリリエ」

『血族』の一人がそう呼ぶと――別の『血族』が歩み出てレオン達の側そばに立つ。

「スプリングフィールド様達についてはぬしに任せたと言うなり」

「はい」

　フードの中で頷うなずく気配。

　やはり顔も見えないが、声からすれば若い女性なのだろう。

「じゃあな――ショウゴ」

　至極気楽な口調でレオンは言った。

「〈イコノクラスト〉を頼む」

「……？」

　怪け訝げんの表情を浮かべる省吾だが、レオンはそれ以上の言葉を口にはせず――アンジェと呼んだセネカ似の女性と、デュメリリエと呼ばれた『血族』の女性を従えて、そのまま歩み去っていった。

（〈イコノクラスト〉を……『頼む』？）

　まるで彼自身が〈イコノクラスト〉の正当な所有者であるかの様な物言いである。

　台詞せりふの意味を問い質したい処ところだったが、レオン達が去ると、彼等と入れ替わるかの様に『血族』の者達が省吾を取り囲んだ。

「シ……ヨウ、ゴ・カシ……」

『血族』の一人――省吾の正面に立った者が何やら口走っている。

　それが自分の名前を発音しようとしているのだという事に気付くまで、省吾は数秒を費やした。恐らく純粋なソロンの人間にとって『ショウゴ・カシバ』という名前は何ど処こか発音しにくい部分を含むのだろう。

「ショウ、ゴ、カ、シ、バ、です」

　改めてはっきりと相手にも聞こえる様に名乗る省吾。

　ふとそこで彼は思い出した。

　自分もソロンの言葉を習い始めた時はこんな感じだったのだろう。

（モーリィ……）

　アネクテレアの街で出会った少女。

　彼にこのソロンの言葉を――そして何よりも安寧を与えてくれた少女。

　世話好きで。明るくて。何処までも純粋で――純粋過ぎるが故に彼女は爆死した。〈エクノドラス真教会〉の敬けい虔けんな信者であった彼女は、〈エクノドラス真教会〉による『聖せい廟びよう』襲撃の際、〈イコノクラスト〉に向かって自爆攻撃を仕掛け――そしてまともな遺体すら残らなかった。

　省吾の胸に深く深く刻まれた傷の一つだ。

　彼女の笑顔が脳裏を過よぎり――省吾は息苦しさを覚えた。

「――ショウゴ・カシバ――様」

　ようやく正確に彼の名前を言える様になった『血族』の者が呼び掛けてくる。

「『長おさ』がお会いになるなり。こちらに共に来られる事を望むものなり」

　一方的でひどく淡々とした――感情を押し殺した物言いである。

　同時に省吾はその物言いが微妙にソロンの標準的な言葉遣いや発音からずれているのに気付いた。特に会話の抑揚が省吾の知るソロン語と異なるのだ。

　まるで――ある種の方言の様に。

「こちらを我は示すものなり」

　立ち尽くしていた省吾を促し『血族』の者達が歩き出す。

　彼等に囲まれたまま花畑の中を歩き――省吾は思った。

（この先に――待っている）

　踏み出した足の先に彼の『見る』べきものが待っている。

　よく見れば、辺りは全て花に覆われている訳ではない。細いが明らかに石を敷き詰めて『道』となした地面が延々と続いている。そして『血族』や省吾はその上を歩いているのである。

　まるで御お伽とぎ噺ばなしの中に居る様だった。

　その情景はひたすらに美しく――そして何ど処こか幻想的である。

『園ガーデン』――

　確かにそれは相応ふさわしい名前だろう。

　月光の下で萌もえ立つ花々の中を歩きながら省吾はそんな事を考えていた。



　　　

「――よろしいのですか？」

　歩きながらアンジェリットはレオンに問うた。

「〈イコノクラスト〉をあのままにしておいて」

　日本語で――だ。

　そもそも最初に日本語の完全な解析に成功したのは彼女である。このソロンにおいて彼女は日本語の最高権威とも言えた。これは本来、『救世主』との円滑な意思疎通の為のものであったが、今ではレオンと他ほかには知られたくない話をする場合――特に身近に監視者が居る場合に重宝していた。

「『血族』の者達は〈イコノクラスト〉を破壊しかねません」

「その積もりなら此こ処こに運び込む前にそうしてるだろ」

　レオンはちらりと傍らを歩くデュメリリエに視線を向けてから言った。

　素知らぬふりをしてはいるが、間違いなく聞き耳を立ててはいるだろう。だがさすがに日本語で行われる会話の中身までは分かるまい。

「しかし彼等は……」

「恐らく連中は『聖遺物』がどの程度完全な形で残っているのか知らない」

　レオンは言った。

「まずはその確認が最初だろう。その後は――さてな。何にしてもショウゴのハッタリはきちんと連中にも伝えておいたんだろう？」

「はい」

「ならばおいそれとは手を出さんだろう。連中、そんなに外界の技術には詳しくないしな。迂う闊かつに触れば自爆する――そんな風に言われて『嘘うそだ』と即座に断じる事は出来ない筈はずだ……連中はとにかく世間知らずだしな」

　言ってレオンは笑った。

「何にしても今は〈イコノクラスト〉はあの少年向けに調整されている。俺おれが今無理矢理に奪った処ところで、目的は達成出来ない。あの少年の協力が必要だ。そしてその為には彼にこの『園ガーデン』の現実をよく見て貰もらった方がいい」

「…………成る程」

　アンジェリットもやはり横目でデュメリリエに視線を飛ばして言う。

　フードの奥に顔が隠れているせいもあり、『血族』の娘がどんな表情を浮かべているのかは――何を考えているのかは、レオンにもアンジェリットにも分からない。ただ推測出来るだけの事だ。

「ま……もし動くとしても明日からだ。とりあえずは様子見だな」

「分かりました」

　アンジェリットは小さく頷うなずいて見せた。



　　　

　延々と石畳の小こ径みちを進み――やがて花だらけの風景にも飽きた頃ころ。

　省吾達の眼の前に特徴的な建築物が一つ見えてきた。

「――〈長おさ〉って人はあそこに？」

　先まず最初に省吾の脳裏に浮かんだのは『ダム』という単語だった。

　総石造りの建物である。

　切り立った斜面に貼はり付く様に――ほぼ垂直にそびえる岩肌から、まるで浮き彫りにされる様に建つ灰色の建築物。その様子が大型のダムにも見えるのである。しかも……どうやら建物の背面は斜面に繋つながっており、内部構造が岩肌の奥にも食い込んでいる様だった。

　大きさはかなりのものだ。

　周りに対比物が無いので判断しにくいが……高さだけでも十メートルはある。横幅に至っては百メートル以上在るだろう。全体の形としては横に広く左右対称。窓は少なく壁面にも特に装飾性は見られない。中央下部に大きく、縦に細長い半楕だ円えん状の穴が開けられている――恐らくは正面玄関だろう――のが特徴と言えば特徴だった。

　建物としての輪郭はそう複雑なものではない。

　ただ……形状は単純でも、見える範囲全てが石造りという重厚感が、何か特別の雰囲気を辺りに放散している。

　まるで――そう――何ど処こか異教の神殿であるかの様に。

　この正体不明の『血族』の〈長おさ〉が住むには相応ふさわしい場所に思えた。

　だが――

「…………？」

　何か違和感が在る。

　単に建築様式とか規模といった問題ではない。何が？　と問われると省吾にも咄とつ嗟さに答えられないのだが……何処か普通の建物とは異なる風情がそこには在った。

　その正体に省吾が気付く前に、先の問いの答えが届く。

「はい。〈長〉はあの『社やしろ』に居られるものなり」

　道はいつしか緩やかな坂になっていた。

　問題の建物――『血族』の者の言葉を借りれば『社』か――に至る道を歩きながら省吾は辺りを見回す。

『社』に近付けば近付く程に強まってくる違和感が在る。

　これは一体――

「…………あ」

　そしてようやく省吾は違和感の正体に気付いた。

　継ぎ目が……無い。

『社』と呼ばれるその石造りの建物は、およそ継ぎ目らしい継ぎ目が無いのだ。

　経年による細かい亀き裂れつの様なものはあちこちに見られるのだが、通常の建物なら――少なくとも省吾の常識の中に在る建物ならば当然に在る筈はずの、建築材の継ぎ目が全く見当たらない。

　石を組んで造ってあるのではない。

　岩肌の斜面から本当に浮き彫りにするかの様に……岩を削り出しあるいは穴を穿うがち抜いてこの建物は造られているのだ。

「……まさかこれって」

　このソロンの文明を見ている限り、こんな特殊な建築法を可能とする技術は一つしか無いだろう。

　奇き蹟せき術だ。

　恐らく奇蹟術でこの建物は岩山から削り出されたものなのだ。内部構造も同様にしてくり抜いたのだろう。確かにありとあらゆる物質の態様を自由自在に制御出来る奇蹟術ならば、一個の巨大岩の中から建物を削り出す事も可能な筈はずだ。

　しかし……

「…………」

　省吾は薄ら寒いものを感じた。

　このソロンにおいて奇蹟術は非常に貴重な技術だ。奇蹟術の粋を集めた〈イコノクラスト〉に乗っているとつい忘れがちにもなるが――一般人が気楽に使えるものではない。あの〈レネゲイド〉ですら、照明や、車や、各種機械の動力等――奇蹟術に頼らずに済む部分は奇蹟術を使ってはいなかった。

　なのにこんな無駄とも言える虚こ仮け威おどしの建築法を実行してしまう『血族』。

　彼等に理性を超えたある種の妄執じみたものを省吾は感じたのだ。

　それはある種――〈レネゲイド〉にも共通するものだ。

　しかも……

「…………」

　よく見れば『社やしろ』の近くの山肌にも、小穴が幾つも空いている。

　まるで蟻ありの巣を思わせる光景だが――問題はその穴の大きさが人間が一人通れる程の、縦横六十センチ程のもので、しかもやはり岩肌に穿うがたれている事だった。

（窓……？）

　そんな省吾の印象を裏打ちするかの様に、その小穴の向こうでは時折、何か、人影の様なものが動くのが見える。

　大人らしい人影も、子供らしい小さな人影も見えた。また上の方の窓からは小さく煙が漏れているのも見える。単純な煮炊きものの結果か、あるいは何らかの工業的装置の排煙かは分からないが、その窓の奥では何らかの営みが行われているのだろう。

　つまりあの岩山の――岩盤の奥にはそれなりの空間が確保されていて、そこで人が生活しているという事だ。『血族』の本拠らしき場所なのに『社』以外建築物が見当たらない事には、省吾も多少の疑問を覚えてはいたが、どうやらそれは彼等が地下――といって良いのかどうか微妙だが――生活を送っているからであるらしい。

（一体……何なんだこの『血族』って……）

　今更ながらに不気味な印象を感じてしまう。

　たとえ奇蹟術が使えても岩山の中に――文字通りに『中』に――生活空間を確保するなど正気の沙さ汰たではない。天然の洞どう窟くつを利用するのならばまだ納得がいくが、わざわざ岩山を抉えぐって生活空間を確保する位なら、いくら奇蹟術が使えるにしても、普通の家屋を建てる方が何倍も楽な筈はずだ。

　ならばこれはその建築法上の簡易性を上回る目的が在った故の結果――という事になる。

　例えば――そう。

『聖せい廟びよう』と同じく世間一般から身を隠す必要が在るとか。

（……見られてる）

　小穴の向こう側から自分に向けて突き刺さる視線を省吾は感じた。

　一つや二つではない。何十という視線が花園を行く省吾に集中している。省吾が視線を返すと、ふいとその小穴から立ち去ってしまうが……代わりに別の小穴からまた省吾に視線が注がれる。

　単に省吾が鈍感なだけかもしれないが、敵意の様なものは感じない。

　だが何か……濃密な感情がそこに込められているのは分かった。

「これから先は一人で行かれるべきを伝えるものなり」

　気がつけば『社やしろ』の入り口らしき処ところに省吾達は達していた。

　やはり石造りらしき扉は左右に開かれている。

　そしてその奥には、長い廊下が延びていた。果ての見えないその通路には、点々と燭しよく台だいが置かれ、それらの炎は辛うじて其そ処こが闇やみに満たされるのを食い止めていた。

「『長おさ』はこの奥に居らるる故に」



    

  
    
      



    

  
    
      「……分かりました」

　頷うなずいて省吾は歩き出す。

『血族』の者達は入り口に留まった。此こ処こから先は『長おさ』に招かれた者しか入れないという事なのだろうか。その場合、省吾は招かれた事になるらしいが――『血族』の『長』が一体省吾にどんな用件が在るというのだろうか。

「…………」

　ゆっくりと慎重に廊下を進む。

　外部同様――中は特に装飾らしい装飾も無く、岩肌が剥むき出しになっている。一人歩を進める省吾の足音が、こつんこつんと床に、壁に、そして天井に反射して、殊更に大きく響いていた。

　……少し意外だった。

『血族』の者達が省吾の武装解除をしなかったからだ。

　まさか銃や刃物を知らない筈はずも無かろうに、今から『長』に会おうとする省吾の持ち物を彼等は調べもしなかった。『長』にはまた屈強な護衛が付いているのかもしれないが、それにしてもあまりに不用心ではある。

　考えられるのは二つ。

　一つは……『長』と呼ばれているものの、その人物がさして重要人物でない場合。

　一つは……省吾が武装していようがいまいが脅威にならない場合。

「……奇き蹟せき術？」

　ふと呟つぶやいてみる。

　奇蹟術によく通じた者達なら、銃弾や刃物を怖おそれないという可能性は在る。それは銃弾をも刃物をも通さぬ防壁を造り上げ、あるいはそれらをまとめて吹き飛ばす攻撃を生むからだ。

　もっとも、そんな技術が存在する一方で武術やら武器やらが廃れないのは、必ずしも奇蹟術が戦闘向けではないからだ。どうしても擬ぎ神しん杖じようという大きな装置を必要とする上に、聖句詠唱という手順が遅滞タイムラグを生むからだ。

「…………」

　廊下の奥はそのまま広間に繋つながっていた。

　凛りんとした空気の張り詰める――広さにして百畳余りの空間。

　他ほかの場所と異なり、此処だけは細かな彫刻が施された柱が左右に一列ずつ建ち並び、石の床にも何やら紋様と文字が大量に描き込まれ……それらが燭しよく台だいの炎に照らされながら、まさしく神殿じみた荘厳な印象を醸し出している。

　だが……

（ゲームみたいだよな）

　何ど処こかそんな風に思ってしまう省吾。

『神殿の中に入って何ど処こかの偉い人と会って何かを言われる』――まさしくゲームの中のイベントそのものだろう。周りの風景も何処かそんな感じで……むしろ省吾の感覚からすれば現実感に乏しい。無論それは〈レネゲイド〉の内部施設も同様であったが、見慣れていない事や、妙に荘厳かつ空虚な――非人間じみた雰囲気の為か、此こ処こはむしろ現実味を欠落させる風景として省吾の眼には映った。

　そう。

　此処には現実味が……生活の匂においが無い。

　二列の支柱の間をゆっくりと足場を確かめる様にして省吾は進み、やがて部屋の最奥部が見えた処ところで立ち止まった。

　そこは他ほかの場所よりも一段高くなっていた。

　そして――

「…………貴方が『長おさ』ですか？」

　省吾はその壇上の中央に座る人物に声を掛けた。

　左右に篝かがり火びを置き、まるで玉座めいた大仰な造りの椅い子すに腰を下ろしたその人影に。

　やはり『血族』の者らしく、屋内だというのに頭部までをすっぽり覆う外がい套とうに身を包んでいる。老若男女の区別が全くつかない。ただ省吾は『長』という呼称から単純に老人を想像していたのだが――

「はい――いかにも我が長と認むるものなり」

　僅わずかな沈黙の後に返ってきた声は彼の予想を裏切っていた。

　若かった訳ではない。その声は確かに嗄かすれてはいた。

　ただし男のものではなかったのだ。

　まるで一本の弦を爪つま弾びくかの様な――か細い女性の声だったのだ。低くもなければ重くもない。むしろ穏やかで上品な響きを帯びたそれは老女のものだった。

「貴方のお名前を尋ねるものなり」

「ショウゴ――カシバ・ショウゴです」

　省吾は静かに答えた。

「ショウ……ゴ……殿」

〈長〉は確かめる様に呟つぶやき――やはり何ど処こかおっとりした口調で続けた。

「ようこそ我等が『園ガーデン』へと歓迎の意を表すものなり。我は『血族』の『長』――タエニアータと名を持つ者なり」

　やはり彼女の声音からは敵意は感じられない。

　ただ……

（……なんだ。この感じは……？）

　穏和な口調だ。それは間違いない。

　だが――暖かくはない。そこに好意は無い。

　独り言にも等しいただの『音』だ。省吾の事を憎んでもいなければ好いてもいない。あるいは、このタエニアータに限らず『血族』の者達にとって省吾はただ〈イコノクラスト〉にくっついてきた余剰部品程度の認識なのかもしれない。一個人というよりまるで物体に対するかの様な態度だった。

「幾つか貴方に御願いしたき義と――お伺いしたき義が当方に在りと伝えるものなり」

「…………」

　省吾の沈黙を肯定ととったか……淡々とタエニアータは続けた。

「まず御願いの一つ目なり。あの巨大な忌々しき像には、余人が迂う闊かつに触れば自爆する仕掛けが施してあると我は聞き及ぶものなり。先まずはこれの解除を切に望むものなり」

　言うまでもなく『巨大な忌々しき像』とは〈イコノクラスト〉の事だろう。

　この要求は予測された事だった。

　故に――

「……何な故ぜ？」

　と省吾も落ち着いて問う事が出来た。

　此こ処こから駆け引きが始まる。相手から望む情報を引き出す為には芝居の一つや二つは打たなければならないだろう。改めて省吾は早まる鼓動を鎮めるべく、深く長い息を吐いた。

　だが……

「お伺いしたき義は」

　タエニアータは省吾の問いを無視して言葉を続ける。

「貴殿もあの巨大な忌々しき像の御者として選ばれし者たる故、ほぼ、疑い無き事なれど――念を押すべく改めて尋ねるものなり。貴殿は異世界から召喚された人間であられるや否や？」

「――！」

　省吾は愕がく然ぜんとした表情を浮かべた。

　この老女は――省吾の素性を知っている？

「タエニアータさん」

　省吾は言った。

〈長おさ〉を名乗ったタエニアータの顔をすっぽりと覆うフードの奥――ちらちらと光を瞬まばたかせるだけで、色さえ確認出来ない彼女の瞳ひとみを、省吾は凝視する。

「俺おれにも御願いが在ります」

「…………」

　タエニアータは無言。

　やはりフードの下に凝こごる闇やみが彼女の表情を見せない。だが構わず省吾は続けた。

「『血族』とは一体何ですか？　何を目的として〈イコノクラスト〉を奪い、どうして俺おれの素性に興味を持つのですか？」

「…………」

「一つ言っておきます」

　省吾は腰に巻いた革帯にわざと目立つ仕草で手を掛ける。

　ハッタリは大おお袈げ裟さな方が効きやすいと踏んでの事だ。気付いて貰もらえねば意味が無い。

「〈イコノクラスト〉は――此こ処こからでもいつでも自爆させられますよ」

　省吾は声に力を込めて言った。

　無論――大おお嘘うそだ。

　だがメリニ達が奇き蹟せき術通信を介し遠隔操作で〈イコノクラスト〉の機能調整を行っていた事からすれば、決して不可能な行為ではなかろう。そしてそれが今の省吾に可能か不可能か……判断する材料はこの『血族』側にはあるまい。

「…………ショウゴ・カシバ殿」

　初めてタエニアータの口調に揺らぎが生まれる。

　どうやらようやく路ろ傍ぼうの石ではなく――己の意志を持つ人間として彼女に認めて貰えたのだろう。そこには自由にならない省吾への苛いら立だちがわずかだが滲にじんでいた。

「何なに故ゆえにその事を知りたいのかと我は不思議を感ずるものなり」

「自分を拉ら致ちした相手が何を考えているのか――不思議に思うのは当然でしょう」

　言葉を慎重に選びながら省吾は言った。

　未まだ『血族』が何を考えているのか分からない。迂う闊かつな答えは彼等を問答無用の敵にしてしまう可能性も在った。また……いくら省吾が〈イコノクラスト〉の御者だからといって『世界を変える為に』『世界を知る為に』と答えて相手が信じるかどうかも疑問だ。

「…………」

　しばし……タエニアータはフードの奥から省吾を見つめていたが。

「……了承するものなり」

　再び淡々とした口調に戻って彼女は言った。

「『血族』とは何か――」

　そして若干の沈黙が在った。

　あるいはタエニアータの中で何らかの整理が行われていたのかもしれない。

『お前は何だ？』と問われれば大抵の人間は戸惑うだろう。氏素性を答えれば良いのか、所属組織を答えれば良いのか、肩書きを答えれば良いのか、あるいは――生きる目標を答えれば良いのか。

「さて……何ど処こから話をしたものやら迷うものなり。貴殿は如い何か程ほどまでこの世の成り立ちを御存知なのか我は問うものなり」

「成り立ち？」

「貴殿は創世神話については御存知なるや否や？」

「……それは」

　知っている。

　ただし省吾の知る創世神話は二通り在った。

〈レネゲイド〉が語ったものと。

　モーリィが――つまりは〈エクノドラス真教会〉側の語ったものと。

　無論、世間的には〈エクノドラス真教会〉側の神話の方が正しいとされている事は、もう省吾も知っている。〈レネゲイド〉に連れ戻された後、メリニに問い質した際に彼女はその事を認めた。

　だが……神話は神話だ。

　真実を語っているとは限らない。歴史上の事実が神話として語られる際、為政者の脚色が在るのは当然――これもかつて花梨が言っていた事だ。〈レネゲイド〉が自分達の都合の良い様に組み立てた神話を省吾に伝えた様に、〈エクノドラス真教会〉のそれが〈エクノドラス真教会〉側の都合で改変されていたとしても驚くには値しない。

「〈エクノドラス真教会〉で一般に語られている神話程度なら」

「……おや」

　省吾の答えは少し意外であったらしい。

「彼かの罪人共の造り上げた都合良き御お伽とぎ噺ばなしではなく？」

「そちらも知ってはいます」

「成る程。納得なり」

　タエニアータがフードの中で頷うなずいた。

「やはり貴殿は異世界人だと我確信するものなり」

「…………」

　探りを入れている積もりが……逆に探られていたらしい。

　確かに、この世界で当たり前とされている神話について、今の省吾の様な答え方をしていれば『元々はその神話を知らずに育った』と告白している様なものだ。

「無論――正しいのは〈エクノドラス真教会〉側の神話なり。背信者共のそれは無知な異世界人を己等にとって都合良く操る為の作り話に過ぎぬものなり」

「…………」

　省吾は黙って頭を働かせる。

『罪人共』『都合の良い』『御お伽とぎ噺ばなし』『無知な異世界人』――

　今までのやり取りからしてこの『血族』が〈レネゲイド〉に敵意を抱いているのは間違いが無い。すると『血族』の立ち位置は〈エクノドラス真教会〉に近いのか――

「しかし」

　タエニアータがやや声を大きくして言った。

「神話は全てを語りしものではないと我は言うものなり。歴史もまたしかり」

「……というと？」

「神話や歴史に語られざる諸々の事あり――例えば」

　タエニアータは更に声を大きくして言った。

　まるで重要な台詞せりふを宣のたまう舞台役者の様に――やや芝居掛かった口調で。

「偉大なる『御おん神かみ』の側そばに……侍はべりし事を許されたる一人の娘の事など」

「…………？」

　記憶を探ってみるがその様な話は確かに聞いた覚えがない。

　メリニにも確認したが――

〈レネゲイド〉の始祖たる五人の罪人、当時は『神』の側近として仕えていた四人の奇き蹟せき師と、一人の剣舞師が、共謀して『神』を殺した。だが即死には至らず神は死に際に呪のろいの言葉を吐いて一つの奇蹟をこの世に生んだ。それが『神罰代行者パニツシヤー』――通称『代行者』と呼ばれている自存型高密度呪じゅ詛そである。

　後世に伝わっているのは精々この程度の事だ。

　少なくともそこに『神』の側に侍っていた娘の話は出てこない。

　とはいえ……

　どうも省吾の印象だと、このソロンの『神』というのはギリシャ神話やケルト神話の神に近く――かなり俗っぽいというか、キリスト教に代表される一神教の神に比べるとはっきりとした肉体を持ち、人間的な欲求をも備えていた様に見える。ならば普通の王族や貴族の様に、人間の娘だの何だのを身近に侍らせていても別に驚くには値しないだろう。

「そして」

　タエニアータが若干の間をおいてから言葉を続ける。

「その娘の胎はらに宿っていた『御神』の子の事も」

「……!?」

　さすがに省吾もこれには驚いた。

　このソロンの『神』に――子供が居た!?

　ならばその子孫は……

「…………まさか」

「『血族』とは即ち――高貴なる『御神』の血を引く者」

　歌う様にタエニアータは言った。

「我等は『御神』のお側に侍る事を唯一許されし者の――御ご寵ちよう愛あいを受けた者を始祖に持つ、『御神』の末まつ裔えいなり」

「……貴女達は……『神』の子孫だっていうんですか？」

「その通りなり」

　言いながら――タエニアータが右手を僅わずかに掲げてみせる。

　その外がい套とうの袖そでから伸びた右手の指先が緩やかに虚空を滑った。

　同時にフードの奥から独り言のめいた低い声が洩もれ聞こえる。省吾にその言葉自体を聞き取る事は出来なかったが、独特の韻律で紡がれるそれには聞き覚えが在った。

「……聖光……！」

　そう。

　その指先に灯ともり虚空に白い軌跡を残すのは省吾も見慣れた聖光だった。

　だが……

（擬ぎ神しん杖じようらしきものは見当たらない……）

　姫ひめ巫み女この一人――ハーチェッタの奇き蹟せき術講義の最初に聞いた事が、今いま頃ごろになって脳裏に蘇よみがえった。

　人が奇蹟術を行使する時、必要不可欠な物。

　それは擬神杖である。

　ソロンの世界のあらゆる物質には〈存在子イグジス〉と呼ばれる、省吾の世界で言うところの『遺伝子』の様なものが記述されている。そして〈存在子〉には『物質とはこう在るべし』という情報と共に『神の命令に従うべし』という情報も記述されている。奇蹟術とは、擬神杖に収められた神の身体の一部『聖体』を利用して神を偽り、物質の〈存在子〉を書き換える事によって超常現象を起こす行為である。

　そして奇蹟が発動される時、『聖体』は光を放つ。

　白く朧おぼろな光――『聖光』。

　つまり、擬神杖無くして聖光は有り得ないのだ。如い何かに手練れの奇蹟師であろうとも、擬神杖無くして奇蹟は起こせない筈はずなのだ。奇蹟術に関しては詳細極まりない研究を行っている筈の〈レネゲイド〉にさえ、あの超巨大擬神機を造り上げた秘密結社にさえ、素手で奇蹟術を扱う者は居ない。

　しかし現実として――枯れ枝めいたタエニアータの手は何も持っていない。

　にも拘かかわらず彼女の指先は、擬神杖を使わない限り作り出せない筈の光を灯ともしている。

（椅い子すに何か仕掛ける事は出来そうだけど……）

　擬神杖とは結局の処ところ、『聖体』と呼ばれる神の肉体の一部を真空被ひ曝ばくさせる事で、『聖体』から強制的に聖光を引き出す為のものでしかない。必ずしも杖つえの形をしている必要は無いのだ。専門家でない省吾には断言しづらいが――何らかの詐術ペテンを用いて、素手で奇蹟術を扱っている様に見せる事は可能だろう。

　ただ……

（……此こ処こで俺おれを騙だまして彼等に益が在るか……？）

　奇き蹟せきを――奇蹟術という意味ではなく文字通りの意味で――演出して見せるのはカルト宗教の常じよう套とう手段だと花梨に聞いた事が在る。普通の価値観の破壊の為に、奇蹟を見せる事は都合が良いそうだ。奇蹟を見せられた人間はそれまで自分が縋すがっていた常識を否定され、新たに寄り掛かる価値観を求める。その結果として新しい価値観――カルト宗教の教義に馴な染じみやすくなるのだ。

　だがそもそも省吾は異世界人である。

　元々、このソロンにおいて自分がかつて居た世界の常識だの何だのが当てにならない事はよく分かっているし、その事で今更、動揺したりはしない。そして省吾が異世界人である事をタエニアータは確信している。

　わざわざ詐術として擬ぎ神しん杖じよう無しの奇蹟術を披露する様な人間なら、人間心理にはそれなりに精通しているだろうし……そうなれば省吾に『奇蹟の演出』の効果が薄い事位は、気付いていてしかるべきではないか？

　では……これはやはり本物なのだろうか。

「御おん神かみの尊き血を受け継ぐが故に、我等は自らの肉体を以もちて奇蹟の術を操る事が出来るものなり」

　タエニアータは言った。

「故にこそ我等は『血族』を名乗るものなり。このソロンにおいて最も尊き血脈を受け継ぐ者と我等自らを認むるものなり」

「……成る程」

　とりあえず省吾は頷うなずいて見せた。

　仮にタエニアータの話が本当だとすると合点のいく事が在る。

　猛も者さ揃ぞろいのインペラス家とその関係者が警護を固める〈エデニート〉を、どうやって奪ったのかという疑問だ。

　だが『血族』が擬神杖も無く奇蹟術を使えるのならば、これは理解出来る。特に武器らしい武器も持たない相手ならば、いくら武術に通じた彼等でも油断するだろうし……何より狭い飛行船の中ならば充分に立ち回りも出来なかったのだろう。その点、素手で奇蹟術を扱える『血族』は何倍も有利だ。

　とはいえ……

「ではその高貴な血脈を受け継ぐ貴女達が、どうしてこんな山の中に隠れ住んで居るんですか？」

「…………」

　タエニアータは身じろぎするも――しかし無言。

　あるいは逆げき鱗りんに触れてしまったのか。

　省吾は身構えつつ指先で腰に吊つった拳けん銃じゆうの銃把に触れる。

　だが……

「『御おん神かみ』は……」

　何ど処こか慚ざん愧きの念を感じさせる口調でタエニアータは言った。

「後継者の居る事を御存知ないままにお亡くなりになれり。希望の存在を御存知なきまま、絶望され、ただ全ての人間を呪のろう『代行者パニツシヤー』を造られ野に放たれたものなり」

「……それで？」

「『御神』の血を引く我等が、俗界に顔を出せば如い何かなる仕打ちが待ちかまえているか、異郷の民たる貴殿にも想像はつくのではないかと問うものなり」

「…………」

　確かに想像はつく。

　例えば台風。例えば地震。たとえ自分達に危害を及ぼそうが、身内が殺されようが、これらを直接憎む人間は居ない。そもそも相手は人間ですらないからだ。憎悪の対象にはなりにくい。

　だがこれが例えば――同じ人間なら。

　そしてその加害者が他界していて――代わりに身内が生き残って居たら。

　十中八九、被害者とその身内の憎悪は加害者の身内に向かう。

　もし『血族』の存在が一般に知られれば、苛か烈れつと呼ぶのも生易しい様な差別が彼等を待っている事だろう。『代行者』に殺された人間はそれこそ数え切れない位居て――その身内は同じく数え切れない位に居るのだから。

　まして――

「更には我等――その体内に流るる血の存在を知られれば、俗界の凡夫共に狩られる事必定なり」

　タエニアータは言った。

　擬ぎ神しん杖じよう無しに奇き蹟せき術を使える――それはつまり神と同じ肉体を持っているという事だ。

　勿もち論ろん、神そのものではない以上、多少の『劣化』は在るだろう。

　だが多少質は悪くても、拡大生産が利く『聖体』の供給元が確保出来るという事だ。

（人権思想がまともに行き渡っていないこんな世界じゃ……それは当然、俺おれ達の世界とは比較にならない位の、人身売買……いや臓器売買を生む……！）

　むしろ『血族』は殺して解体して売る方が儲もうかる。

　奇蹟術を使って逃げたり逆らったりする可能性が無いし――奇蹟術用の部品としては爪つめでも髪でも構わない訳だから、殺して刻んでばら売りした方が金になるだろう。

　だが……

「じゃあ……貴女達は何を目的に〈イコノクラスト〉を奪ったんですか？」

　世間から隠れ住む『血族』の者が――下手をすると自らの存在を明るみに出す危険さえ冒して〈イコノクラスト〉を奪った事には何の意味があるのか。

「ただ隠れ住んでるのが貴女達の目的じゃない――違いますか？」

「…………ショウゴ・カシバ殿」

　タエニアータは溜ため息いきをついて言った。

「取引を望むなれば、貴殿も公正を期すべきと我は思うなり。我は既に貴殿の望みに一つ応え『血族』について語ったものなり。次は貴殿があの忌々しき巨人に施ほどこされし自爆装置の解除方法を我等に語るが筋と思うものなり」

「……俺おれの切り札はそう多くないんですよ」

　省吾はフードの下に凝る闇やみを見据えながら言った。

「まして俺は貴女達に拉ら致ちされた身です。そもそもその時点で、公正な取引なんて有り得ませんよ」

「…………」

　タエニアータが黙り込む。

　彼女はまるで省吾の言葉の意味を斟しん酌しやくするかの様に、しばらくフードの奥で小さく何度も頷うなずいていたが――

「では今日は此こ処こまでにせんと提案するものなり」

　と言った。

「ショウゴ・カシバ殿。貴方も長旅で疲れていると察するものなり。疲れは人間の言動を下品にするものなり。部屋と食事を用意させる故、まずはゆるりと疲れを取られる事を勧めるものなり。その上で改めて我は貴殿と話し合いの場を設ける事を約するなり」

「……分かりました」

　頷く省吾。

　実を言えばもう駆け引きは精神的にも体力的にも限界に来ていた。

　長時間の〈イコノクラスト〉への接続も在るが――単純に長々と揺られていた上、もう丸一日近く何も食べていないし、眠っても居ない。花梨でも側そばに居てくれればまた話は別だろうが、省吾一人でこの腹のさぐり合いを繰り返す気力は、正直言ってもう無い。

「御言葉に甘えます」

「……それと」

　ふと思い出したかの様にタエニアータが言った。

「部屋にはこの子を連れて行かれよと促すものなり」

「……え？」

「トリファ！」

　タエニアータが声を上げる。

「――はい。長おさ様」

　ゆらりと彼女の背後から人影が歩み出る。

　その時になってようやく省吾は、タエニアータの背後にも細く小さな通路が開いている事に気付いた。どうやらその新しい人影はその通路を通って更に奥からやってきたらしい。

　やはり『血族』の者なのだろう。

　タエニアータと同じくフードを目深に被かぶっている。

　だが外がい套とうの上からでも分かる小柄な背格好と、先程タエニアータに応じた声から、その中身が少女らしい事は察する事が出来た。

「この子はトリファスキアータという名を持つ者なり……トリファ。こちらに居られし殿御がカシバ・ショウゴ殿なり。御ご挨あい拶さつせいと命じるものなり」

「はい。長様」

　身じろぎしてから少女は手を伸ばし――ゆっくりと身に帯びている外がい套とうを脱いだ。

　灰色の衣装の下から現れたのはモノクロームの少女であった。

　流れる様に艶つややかな黒の長髪。雪の様に白く陶器めいて滑らかな頬ほお。ふくよかな唇。形の良い鼻。そして何より何ど処こか遙はるか彼方かなたを見つめているかの様な――夢を観みているかの様に潤んだ闇やみ色の双そう眸ぼう。均整の取れた輪郭の中にそれらが隙すき無く配置されている。

　身に帯びているのは白い紗しやで織られた衣装だった。

　手首。足首。首。そして髪。環状の装身具が幾つもついていて――更には飾り布や飾り紐ひもと思おぼしきものが幾重にも垂れ下がっている。姫ひめ巫み女こ達の衣装とはまた異なるが、全体的な仕立ては何かの儀式的衣装を想わせる。だがその一方で……肩や太ふと股ももといった一部は露あらわになっていて、奇妙に扇情的な印象が在った。

　美しい少女だった。

　単に容姿の優劣を問うならば……決して姫巫女達にも劣るまい。

　ただ……

「トリファスキアータと申しまする。どうか良き種をお授け下さいまするよう」

　その潤んだ瞳ひとみで、微妙に省吾自身とは、ずれた場所を見つめたままトリファスキアータは一礼した。

（この子……眼が？）

　焦点が合っていない瞳なのも当然だ。

　恐らくこの少女は盲目なのだ。

「連れていけって……そんな」

　それは身の回りの世話をさせる為ではないのだろうか。

　しかし眼が見えなくては……それどころの話ではない筈はずだ。確かに盲目でも家の中では問題なく振る舞える人物が居るという話は省吾も聞いた事が在るが、それはあくまで馴なれた――それも極めて空間的に限られた屋内だけの話だろう。少なくともこの〈園ガーデン〉に不案内な省吾の世話役を、この少女が出来るとは思えない。

「問題なしなり」

　省吾の内心を見透かすかの様にタエニアータが言ってくる。

「たとえ眼は見えずとも『血族』としての務めは果たせるものなり」

「はい。大丈夫でする。お務めは果たせまする」

　トリファスキアータが頷うなずく。

『血族』の少女は盲目とは思えない程の安定した足取りで省吾の近くまでやってくると、両手を伸ばして彼の身体に触れてくる。どうやら省吾の位置は声の方向や強弱で把握出来ても、彼がどういう姿勢でいるのかはやはり分からないらしい。

　ぺたぺたと何ど処こか拙つたない――幼いとも言える動きで自分を触る少女の手。

　だが省吾には何な故ぜかそれがひどく淫いん靡びな……愛あい撫ぶをするかの様な手つきにも思えた。

「ショウゴ・カシバ様――ショウゴ様でよろしいでするか？」

　省吾の感想とは裏腹にひどく無む垢くな――銀鈴を鳴らす様な可か憐れんな声がそう尋ねてくる。

「あ……うん」

「ショウゴ様……ショウゴ……様……」

　その言葉を胸の奥に呑のみ込もうとするかの様に――トリファスキアータは胸元に手を当てて彼の名前を繰り返す。その仕草はひどく可か憐れんで……小鳥の様に無む垢くだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「ではまた――明日にと約するものなり」

　言って『血族』の長は立ち上がると、座の背後に開いていた暗い暗い――細く小さな通路へと消えていく。

　もう謁見の時間は終わったとでも言いたげな、ある種の傲ごう慢まんさを感じる一方的な切り上げ方だった。そもそも『血族』以外の人間と会話する事に馴なれていないのだろう。

　今更その事に腹を立てる程、省吾も自意識過剰ではない。

　だが――

（……閉鎖社会……か）

　何がとは言えない。

　だが何かが微妙に歪ゆがんでいるというか……根本的な処ところで噛かみ合っていない様な気がする。無論これは奇妙に聞き慣れない、恐らくは古語的な表現と、独特の韻律がもたらす違和感も大きかろうが……

『血族』。神の正統後継者達。

　一体彼等の目的は何なのか――

「…………」

「ショウゴ様？」

　様子を窺うかがうかの様に小首を傾かしげるトリファスキアータ。

　省吾はただ無言で去りゆく『長おさ』の後ろ姿を見送っていた。



    

  
    
      
第二章　姫巫女沈黙





　稲妻が閃ひらめき――部屋の中が青白く染まった。

　無論それは一瞬の出来事ではある。瞬またたく間も無く部屋は再び薄うす闇やみに満たされる。そして更に一呼吸遅れて――雷鳴が轟とどろき、窓に填はめられた硝子ガラスが小さく震えた。だがそれもまた一瞬の出来事である。

　閃せん光こうと轟ごう音おんが過ぎ去れば、再び部屋は陰いん鬱うつな静けさが澱よどむ。

　ただ……窓を打つ雨の密やかな断続音ばかりがいつまでも消えずに響いていた。

　雨天である。

「……ショウゴ様……」

　メリニ・コードランの呟つぶやきは抑揚に欠け――ひどくくぐもっていた。

　頭まで毛布を被かぶり、大きな枕に顔を埋うずめているせいだ。まるで雷鳴に怯おびえる幼子の様に彼女は寝台の中で身を縮めている。

　いつも肌身離さず持ち歩いている擬ぎ神しん杖じようは床に放り出されたままだった。

「……ショウゴ様……」

　再度呟いてメリニは枕に残る匂においを吸い込む。

　――懐かしい匂いがした。

「……ショウゴ様……ショウゴ様……」

　枕だけではない。毛布にも愛いとしい人の残り香が在る様な気がした。あるいは部屋の床や壁や諸々の家具にも残っているのではないか……そんな気がした。

　此こ処こは省しよう吾ごの部屋だから。

　いや――正確には『かつて省吾にあてがわれていた部屋』だろう。更に言えばこの部屋は『省吾と姫ひめ巫み女こ達がかつて暮らしていた屋敷』である。つまり移転前の――『聖せい廟びよう』に程近いパルマス家所有の家屋であり、ソロンに召喚されてきた省吾と花か梨りんが、姫巫女達と初めて暮らした屋敷だ。

　第四代救世主にあてがわれた五人の姫巫女達――メリニ・コードラン、ハーチェッタ・マブロ、セネカ・ルースポリテ、アフィニエ・オトルチ、そしてペルテア・インペラスはこの屋敷にての謹慎処分を言い渡されている。

　理由は明白――救世主たるショウゴ・カシバを奪われた為だ。

　しかも第四代救世主が〈レネゲイド〉の管理下から離れるのは今回で二度目だ。

　状況を見れば不可抗力としか言い様が無い。だが一度何らかの失態が発生すれば、誰だれかが責任を被かぶらねばならないのが信賞必罰を旨とする組織の常だ。〈レネゲイド〉も例外ではない。

　そして第四代救世主の身柄の確保に関しての責任は最終的に姫ひめ巫み女こ達に在る。

　結果として、五人の姫巫女達は〈イコノクラスト〉及び第四代救世主が奪還されるまで――つまりは期限の指定無き謹慎処分を受ける事となった。移転後の屋敷ではなく先の屋敷にての謹慎を命じられたのはそこが『聖せい廟びよう』に近いからだろう。

　この屋敷ならば警備関係の人員配置を『聖廟』のそれと共に一元化出来る。

　逆に言えばそれだけ今の〈レネゲイド〉は人手不足なのだ――〈イコノクラスト〉の行方を掴つかむ為に。

　何にせよ――

「…………ショウゴ様……」

　今のメリニ達に出来る事は何も無い。

　ただ待つ事以外に出来る事は無い。このソロンでは祈りさえもが無意味だ。彼等が祈るべき神は遙はるか昔に彼等自身の手で殺してしまったのだから。

「……ショウゴ様……ショウゴ様……！」

　確かにショウゴはメリニに『待っていてくれ』と言った。

『すぐに帰るから、待っていてくれ』――と。

　故にメリニは待っている。

　ただひたすら彼の帰りを待っている。

　だがそれでも――不安は消えない。

　彼の言葉を疑う積もりは無い。微み塵じんも無い。

　だが省吾とて生身の人間だ。不死身でもなければ万能でもない。本人に帰る積もりが在っても状況がそれを許すとは限らない。

「……ショウゴ様……！」

　姫巫女となる為に施された教育や受けた訓練の中には、自分自身の精神状態を制御する方法も在った。不安を殺し冷静に為すべき事を実行する――そんな風に自分自身を操る方法をメリニは知っている筈はずだった。

　だがそれが出来ない。どうしても出来ない。

　こうして省吾が残していった匂においを嗅かいでいても落ち着かない。居ても立ってもいられなくなって無意味に辺りを走り回ってしまいそうだった。

　毛布を掻かき集め抱き締めてメリニは身を丸める。

「……ショウゴ様……」

　再び雷鳴が轟とどろき窓が震える。

　そして――

「あの……メリニ……食事……」

　おずおずとした声が扉越しに届く。

　同じく謹慎処分を受けている姫ひめ巫み女この一人――ハーチェッタの声である。

　だが鍵かぎはかかっていないというのに彼女は部屋の中まで入ってこようとしない。

「……食事の用意……出来てる……んだけど……」

「…………」

　メリニは無言。

　彼女はただ毛布を抱き締めたまま身動きすらしない。

「とりあえず……その……メリニの分……下の食堂に置いておくから……その……お腹なかが空いたら……ね……？」

　気遣わしげな声がそう言う。

　だがやはりメリニは応じない。応じる余裕が無い。そしてそれはハーチェッタもよく分かっているのだろう。

　やがて。

「…………」

　扉の向こうで足音がゆっくりと遠ざかり――そして延々と続く憂ゆう鬱うつな雨音の中に溶け消えていった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　　　

　食堂に戻るとハーチェッタは壁に擬ぎ神しん杖じようを立て掛けながら溜ため息いきをついた。

「今日もダメ。閉じこもったまま――メリニもペルテアも」

　彼女は椅い子すに座り……更に改めて溜め息をついた。

　姫ひめ巫み女この中で最も背が高く、研ぎ澄まされた様な切れ長の瞳ひとみをした彼女だが……肩を竦すくめるその仕草はひどく弱々しい。

　一見すると気の強そうな容姿のハーチェッタだが、実際には五人の姫巫女の中では一番気が弱い性格をしている。無論それは他ほかの姫巫女達と比べてというだけの事で――ソロンの女性全般からみれば彼女が特に精神的に脆もろいという訳ではないのだが。

「ところでアフィニエは？　部屋に居なかったけど」

「お風呂」

　椅子に座って素っ気無く返事をしたのは、セネカ・ルースポリテである。

「さっき足音がした」

　枯葉色の癖毛を二条に結び、鼻先に小さな眼鏡を引っ掛けているのが特徴の少女だ。

　文学少女然とした大人しそうな雰囲気を漂わせ、ハーチェッタとは対照的である。

　ただし……どちらが性格的にきついかと問われれば、双方を知る者は全員、躊ちゆう躇ちよ無くセネカの方を指差すだろう。気が強いのではない。ただ普段からその言動は恐ろしく冷静で、少女らしい感情の起伏を殆ほとんど見せない為、他者を突き放すかの様な――他者に踏み込む隙すきを見せない様な、硬質な雰囲気を帯びるのである。

「そう――仕方ないわね、私達だけで頂きましょうか。あの子、長いし」

「ええ」

　セネカの返事はどこまでも素っ気無い。

　しかし眼の前の食卓に並ぶ料理はどれもセネカの手作りであった。

　様々な野菜をとろとろになるまで煮込んだスープには、仄ほのかに香草の香りを忍ばせてある。彩り鮮やかなサラダに絡められているのは、小粒の豆を混ぜた上に酸味も利かせたドレッシング。淡泊そうな白身の魚は食べやすい一口大になっている。丁寧に下味を染み込ませてから薄く粉をまぶし、軽く火を通した一品だ。皿を彩る様に敷かれたソースからはドレッシング同様、酸味の利いた香りがし、ハーチェッタの食欲をそそった。

　見事な食卓である。

　省吾が不在なので『あの食材』だけは使用していないが。

（…………）

　ハーチェッタは努めてその事を意識の外に追い払った。さすがに省吾を救世主の役目に留め置く為には仕方の無い事だと分かっていても……気分が悪くなってくる。

「…………はい」

　大皿に盛られていた料理を一部掬すくい取ってセネカが差し出してくる。

　彼女のそつの無さはいつもの通りだ。

　目立った処ところは余り無い彼女だが――実を言えば姫ひめ巫み女こ達の中では最も細かな采さい配はいや事務処理能力に優れているのが彼女である。

　現在は『聖せい廟びよう』内の一室に拘束されている花か梨りんの世話も、屋敷で共に生活を送っている間は全てセネカがこなしていた。移転の際の荷物の整理などを黙々とこなしたのも彼女であったし、何かと皆が見落としがちな仕事をさりげなくこなすのは常にセネカであった。

　そんな彼女の特性は料理にもよく表れている。

　殊更に料理が得意という訳ではない様だが――それでも彼女は決して失敗しない。独創性は無いが、まるで料理の手本を示すかの様に、丁寧で隙すきの無いものを仕上げてくるのだ。

「うん、美お味いしい。さすがね、セネカ」

　ハーチェッタが微笑ほほえんでセネカの仕事を讃たたえる。

　実際に味も良く感想としては嘘うそ偽らざる正直なものではあった。

　だが……二人だけの食卓でハーチェッタの声は不自然な程に上擦って響いた。表情も微妙にぎこちないのがハーチェッタには自覚出来でいる。

　対してセネカはやはりいつも通りである。

　自分の作った料理を、まるで何かの作業労働であるかの様に黙々と、機械的に口へ運んで食べている。彼女はスープを一口飲んでから――

「ありがとう」

　と淡々とした口調で言った。

　その後――特に会話も無く食事は進んだ。

　五人の姫巫女は順位番号こそ便宜的に振られているものの――その総合的な権能についての上下は無い。そして同時に自分以外の四人に対する発言力に関しても差は無い。無い事になっている。

　だが姫巫女達も人間――どうしても相性というものがある。

　メリニとペルテアはやはり以前から友人の様な関係にある為に、他ほかの姫巫女に比べて互いに強い繋つながりを持っている。そして同様にハーチェッタも、セネカに対しては割と他の姫巫女よりも親近感を感じていたりもする。

　何な故ぜと問われるとハーチェッタにもよく分からないが。

　あるいはハーチェッタの奇き蹟せき術議論にまともにつきあえるのがセネカだけという理由からかもしれない。姫巫女達は基本的に全員、奇蹟術を身に付けてはいるものの、メリニ、アフィニエ、そしてペルテアは姫巫女の必ひつ須す技能として覚えているだけで、殊更に奇蹟術関連の知識が豊富という訳ではない。

（セネカは……心配じゃないのかしらね）

　ふとハーチェッタはそんな事を思う。

　比較的セネカに親近感を覚えているハーチェッタだが、別に二人がメリニとペルテアの様に親密という訳ではない。実の所ハーチェッタにも、この表情に乏しい姫ひめ巫み女こが何を考えているのか分からない事の方が多い。

「ね――セネカ？」

「……何？」

「ショウゴ様……大丈夫かな」

　そんな事を尋ねても詮せん無ないのは分かっている。

　だがメリニもペルテアも部屋に引きこもってしまい、自分達も事実上、『謹慎』という名目でこの屋敷に軟禁されている身の上だ。こんな状況下、席が半分も埋まらぬ広い食堂で黙々と食事をとるのは……何というか非常に気が滅め入いる。

「ショウゴ様の安否が気になるの？」

「そりゃね……」

　と言ってから。

　セネカの問いがただの言葉面だけのものでないとハーチェッタは気付いた。

　気付いて……赤面する。

「気にするわよ……姫巫女だものね」

　言いながらも我ながら言い訳じみているとハーチェッタは思う。

　セネカはやはり淡々と作業じみた手つきで食事を口に運んでから――言った。

「……正直言ってそんなに異性として魅力的だとは思わないけれど。メリニもペルテアも思った以上にショウゴ様にのめり込んでるわね」

　まるで計算結果を読み上げる様な口調である。

　セネカは眼鏡越しにハーチェッタを見つめて言った。

「姫巫女としての教育を忘れさせる程のものが彼個人に在ると？」

「……あ……いや……その……ね？」

　益ます々ます赤面するハーチェッタ。

　彼の何ど処こに魅力を感じているのかと問われれば実はハーチェッタにもよく分からない。

　ただ一度行方不明になってから、戻ってきた彼は明らかに何か違う。

　元々優しい少年ではあったが――優しいだけではなくなった。何か男として一本『芯しん』が通った様な印象が在る。そして恐らくハーチェッタが興味を引かれているのは――強いて言えばだが――彼のそんな部分なのであろう。

　もっとも。

　ハーチェッタは自分がメリニを押し退のけて省吾の寵ちよう愛あいを得られるとは思っていない。

　彼女の眼から見てもメリニは非の打ち所の無い器量好よしだ。まして救世主への入れ込み様は尋常でない。ならば省吾としてもメリニを可愛かわいがるのは当然の事であろう。

　その事はハーチェッタも納得してはいる。

　だが……それでも時折、メリニが省吾の部屋から自分の部屋に戻らない晩などは、妙な気持ちになったりする。

「…………男の人を」

　呟つぶやく様に言って……セネカはふと動きを止めた。

　まるで精密機械が何かの不都合で故障したかの様に。

　いつもの表情。いつもの口調。

　だが何か違う事に気付いたのはやはりハーチェッタだからかもしれない。他ほかの姫ひめ巫み女こでは恐らくセネカの変化に気が付かなかっただろう。ハーチェッタとしても何ど処こがどういつもと違うのか指摘しろと言われれば、困惑して首を振った事だろう。

　ただ……

「誰だれか一人の男の人を好きになるってそんなに気持ちが良い事なのかしら」

「――え？」

　それが質問であると気付くのにハーチェッタは一瞬ながら間を要した。

　ハーチェッタの戸惑いに気付いているのかいないのか……セネカは眼鏡のレンズの奥から色の無い視線をぼんやりと手元の皿に注いでいる。皿の中は既に空で――しかし匙スプーンが無意味に虚無を掻かき回している。

「自分の人生を……それまで生きてきた過程で、築き上げてきた様々な絆きずなを投げ捨ててでも――その人についていきたくなる位に、そんなに素晴らしい事なのかしら」

「……セネカ？」

　怪け訝げんそうに声を上げてから――ハーチェッタは気付いた。

　セネカが言っているのは省吾やメリニ、ペルテア、ハーチェッタの事ではない。

　彼女の実の姉であり、第二代救世主と共に〈レネゲイド〉から脱走したアンジェリット・ルースポリテの事だろう。

　ハーチェッタが伝え聞く処ところによると、アンジェリットは〈レネゲイド〉始まって以来の才さい媛えんと呼ばれた娘であったらしい。奇き蹟せき術の研究は勿もち論ろん、機械工学や数理学にも通じていたといい、彼女が残した業績は今も〈レネゲイド〉のあちこちに見る事が出来る。

　例えば〈イコノクラスト〉の奇蹟術機関の設計。

　例えば〈イコノクラスト〉運搬用飛行船の設計。

　例えば『救世主』達の住む異世界の言語の解析。

　それらの作業は必ずしも全てアンジェリットが一人でこなした訳ではないが、彼女が重要な役割を果たしたのは間違いがない。パルマスも自慢の娘として積極的に彼女に権限を与えあちこちに出入りさせていた様だ。

　そして……アンジェリットは第二代救世主レオン・ササハラ・スプリングフィールドの世話役を命じられる。これは当時まだ完全に解析の終わっていなかった異世界言語を完全に彼女に修得させるという意味合いも在った様だ。

　何にせよアンジェリットはレオンの側そばに居る事が多く……結果として二人は男と女の関係になっていった。だがこの時点でもパルマスをはじめ多くの〈レネゲイド〉関係者はその事実に対して危き惧ぐを抱いてはいなかった様だ。むしろレオンを確実に〈レネゲイド〉に協力させる為の手段として使えると歓迎していたらしい。

　だが……むしろ『誑たらし込まれた』のはアンジェリットの方であった。

　彼女は〈レネゲイド〉を――実の父や妹を含めて――裏切った。

　恐らくアンジェリットはレオンを危険な実験に供する事が出来なかったのだろう。事実レオンの後に〈イコノクラスト〉の御者として招かれた第三代救世主は、〈イコノクラスト〉との接続実験の最中に精神に異常をきたした。その後、安全性を確保した安定術式が開発されたが――逆に言えばそれは第三代救世主の犠牲があったからこそであり、もしアンジェリットと共に脱走していなければ、レオンが安定術式を開発する為の生いけ贄にえになっていただろう。

　何にしても――

（そうね。セネカから見れば……）

　アンジェリットは愛する男を取り――妹や父を捨てた事になる。

　そういえばアンジェリットとセネカは非常に仲の良い姉妹だったと聞いた事が在る。

　姉の裏切りを聞かされた時……セネカは先まず何を思っただろうか。

「え……ええと……あの……ね？　その……それは人それぞれっていうか……わ……私も別になんていうか〈レネゲイド〉を裏切るまでは……いや……えとそうじゃなくて」

　しどろもどろに言葉を取り繕うハーチェッタ。

　実を言えばハーチェッタ自身、自分が姫ひめ巫み女こに向いているとは思っていない。

　どうも自分は肝が据わっていないと言うか――少なくとも自分の感情を押し殺すだけの冷静さと気迫に欠ける。父のタイロイドはやはり奇き蹟せき術研究者としての側面が強い為、どうも奇蹟術関連の知識と技量を最も重視した上で、自分の娘という安心感もあってハーチェッタを選んだ様だが――ハーチェッタとしては父の人選は間違っていたのではないかと思う事がしょっちゅう在った。

「あの……まあその……ごめん」

　言って項うな垂だれるハーチェッタ。

　そして沈黙。

　セネカはセネカで何か言うでもなく――いつもの表情に乏しい眼でハーチェッタを見つめているばかりだ。

　食器と匙スプーンの当たる音ばかりが続く。

　やがて――

「ごめんなさい」

　ふと思い付いたかの様に――セネカは言った。

「……え？」

　唐突な台詞せりふにびくりと身を震わせるハーチェッタ。

　意外な言葉だ。というか……セネカが謝罪の言葉を口にするのをハーチェッタは初めて聞いた様に思う。

「貴女のショウゴ様に対する気持ちを否定する積もりは無いから。これは私の個人的な疑問。本当にただそれだけだから。気にしないで」

「あ……え……えっと……」

「今言った事も忘れてくれると助かる」

　視線はやはり手元の皿に注いだままでセネカはそう言った。

「う……うん。その。えっと……ごめん……」

　慌てたハーチェッタはついつい反射的に謝ってしまう。

　だが――

「…………何な故ぜ、貴女が謝るの？」

　眼鏡の奥で眼を瞬まばたかせてセネカが問う。

「え？　あ――いや。えっと。その。何となく」

「…………」

　セネカはしばしハーチェッタの顔を見つめていたが――

「そう」

　とだけ呟つぶやいて再び食事を口に運ぶ作業に戻った。



　　　

　天井から滴り落ちた水滴が鼻の頭で弾はじける。

「んー……」

　ぼんやりとした視線を空中に放散させながらアフィニエは呻うめく様な声を漏らした。

　風呂場の中である。浴槽に浸かって――身を横たえてこの小柄な姫ひめ巫み女こは考えを巡らせていた。

　アフィニエ・オトルチ――実兄ネロを若き家長に戴いただくオトルチ家の姫巫女だ。

　容よう貌ぼうは他ほかの姫ひめ巫み女こに比べるとかなり幼い。湯の中で揺らめくその肢体も決して豊満とは言えない。実年齢が幼いという訳ではなく――単にそういう容姿という事だ。

　ただし……

　だからこそアフィニエは男の欲望というものをよく心得てはいる。

　男が女に対して劣情を覚える場合には、単純な本能起因の性欲と共に征服欲が絡んでいる事が多い。女を抱くという行為の中で相手を組み敷き、支配したいと考える男が多いという事だ。強ごう姦かんなどはその典型だろう。

　だからこそ上う手まくそんな男の感覚を刺激してやればすぐに相手はケダモノになる。

　むしろその際には、幼い彼女の容姿は欠点ではなく利点となる事が多い。処女雪を踏みにじり足跡を付ける――そんな行為は征服の最たるものだろう。そしてアフィニエの幼さを色濃く残したその姿は、組み敷き易やすさと共に、未まだ誰だれの足跡もついていない純潔の雪原を想起させる。まるで――陵辱され踏み荒らされるのを待っているが如ごとくに。

『さあ。私を汚して』と言わんばかりに。

　後は何らかの形で背中を一押ししてやればいい。

　例えば娼しよう婦ふの如き媚こびを含む囁ささやきで。

　例えば乙女の様な甘えを含む目線で。

　それだけで大抵の男はなけなしの理性を放棄して堕おちる。誘惑とはよく言ったものである。誘い惑わせるだけでいい。後は勝手に向こうからのしかかってくる。

　だが……

（妙に身持ちが堅いっていうか……）

　アフィニエの脳裏に浮かぶのは無論――省吾の事である。

　彼が価値観の異なる世界から来た事は言うまでもなく理解している。だから最初は省吾が自分を抱かないのは、その価値観のせいだと考えていた。逆に言えばどんな価値観の世界に育とうとも男は男――こちらの世界の考え方に馴なれてしまえば、簡単に落とせるのだとアフィニエは考えていた。

　だがどうもそういう訳ではないらしい。

　無論、アフィニエが省吾を籠ろう絡らく出来なかったのにはペルテアの邪魔や、先に寵ちよう愛あいを受けたメリニの存在も大きく影響しているだろうが――それにした処ところで省吾にアフィニエを抱く気が在れば、他の姫巫女達は異を唱える事は出来ない筈はずだ。

（『優しさ』――ね）

　言葉にすると途端に胡う散さん臭くさい気がする。

　優しい男など居ないとアフィニエは考えている。優しさを装う男が居るだけなのだと思っている。そもそも優しさという概念自体が、人間同士が社会生活を営む上で発生した妥協の産物なのだと考えている。

　だから本質的な部分に至れば人間は皆……ケダモノなのだと。

（……なのにあの『救世主』様は……）

　なかなかケダモノになってくれない。

　メリニを抱いている以上――性欲が無い筈はずは無いのだが。

　何にしても落ち着かないのだ。

　省吾の存在はアフィニエの持つ男性観から微妙にずれる。『男とはそういうもの』と定義する事である種の安心を得ていたアフィニエにしてみれば……省吾は自分の考え方を根本から揺らがせかねない存在なのだ。勿もち論ろん、オトルチの姫ひめ巫み女ことしての責務も忘れてはいないが、今のアフィニエは個人的な欲求からも省吾の籠ろう絡らくを目指している。

　彼がのしかかってきてくれて――初めてアフィニエは安心出来る。

　だから……

「早く帰ってきてくださいましね」

　アフィニエは呟つぶやく。

「今度こそ堕おとしてさしあげますから――ショウゴ様。肌を磨いてお待ちしております」

　そうしてついた溜ため息いきに……アフィニエ自身が気付いてはいなかった。



　　　

　窓を打ち続ける雨に止やむ気配は無い。むしろ強まった印象すら在る。

　時折瞬またたく雷光が灯あかりを消した部屋の中の色彩を逆転させる。追随する遠雷の轟ごう音おんが澱よどんだ部屋の空気を揺さぶった。

　そんな中――

「…………」

　ペルテアは右手に提げた木製模擬剣の柄を強く握りしめた。

　瞳ひとみを閉じて呼吸を整え――

「――ッ！」

　呼気を迸ほとばしらせながら習い覚えた型を放つ。

　迸る様に繰り出される剣身が容赦なく虚空を抉えぐり抜き――空気が小さい悲鳴を上げる。　素人目にはそれはまさしく稲妻の様にも見えたろう。ただ早いだけではない。剣けん閃せんに込められた重さが誰だれの眼にも分かる形で『見える』のだ。それは即ち威力であり威嚇である――触れるもの在ればただでは済まさぬと荒れ狂う電光の如ごとくに。

　しかし……

「…………」

　剣先が揺れる。

　それはやがて力無く降ろされて床を打った。

　ペルテア・インペラス。

　五氏族の中で唯一『剣舞師』の血を引くインペラス家の姫ひめ巫み女こである。姫巫女達の中ではアフィニエに次ぐ小柄な身体の持ち主だ。

　小気味よく凛りん然ぜんとした立ち居振る舞いはさすがに武門の娘――といった印象である。

　だがそれは単なる印象だけの事ではない。

　ペルテアの身体運用能力は姫巫女中では群を抜いている。最も得意なのはインペラス家直系の例に漏れず剣術であるが――拳けん闘とう術、槍そう術、暗器術、といった格闘技系は言うに及ばず、射撃術や戦闘用奇き蹟せき術にも通じており、戦闘に関する限り彼女を上回る姫巫女は居ない。

　ついついその可愛かわいらしい姿に誤解させられるが――このインペラス家の姫巫女は〈レネゲイド〉内部でも屈指の武闘派なのである。

　だが……

「……ショウゴ様……」

　呟つぶやく今のペルテアの姿には覇気や精気が根ね刮こそぎ欠落していた。

　先の一いつ閃せんも、父親のゼブロンや剣術に精通した彼女の知り合いが見れば、何事かと眉まゆを顰ひそめたに違いない。それは確かに素人の技とは比べものにならぬ程、研ぎ澄まされてはいたが――普段の彼女から比べればあまりに散漫で稚拙な動きと言えた。

　集中力を欠いているのだ。

　身体は習い覚えた技をなぞる。だが技を技たらしめる為の気迫がそこには無い。

「…………」

　ペルテアは模擬剣を壁に立て掛けると寝台に歩み寄り――倒れ込む様にしてその身を横たえた。彼女の身体を受け止めた寝台は軋きしみを上げ、毛布の端がわずかに跳ねる。

　枕に顔を押し付けて溜ため息いきを一つ。

　こもった己の息の生暖かさにペルテアはむしろ吐き気を覚えた。

　自己嫌悪が際限なく膨れあがっていく。

（……私が……私がついていながら……）

　省吾を奪われた。

　姫巫女の役割は幾つか在るが――その最たるものは救世主の身柄の確保だ。単に救世主を籠ろう絡らくして〈レネゲイド〉に協力させるというだけの意味ではなく、その肉体と精神の安全を様々な角度から守るという事をも含む。

　にも拘かかわらず……『血族』を名乗る連中に〈イコノクラスト〉ごと省吾を奪われ、仲間達を殺され、自分は反撃も出来ずにただ逃げた。

　他ほかの誰だれが逃げても自分は逃げるべきではなかった。

　殺されてでも省吾の側そばに行って彼を守るべきだった。

　メリニから、省吾は視野を広げる為に望んで『血族』に連れ去られたらしい、と聞かされてはいた。だがそれならそれで、彼の道行きに自分だけでも――他の姫ひめ巫み女こは無理だとしてもせめて自分だけは供するべきだったと思う。

　奇き蹟せき術ではハーチェッタやセネカに劣る。

　女としての魅力ではメリニやアフィニエに劣る。

　そんな自覚が在るからこそ……ペルテアは自分の存在理由を戦闘能力に置いていた。自らの身に付けた武の技によって、省吾を何ど処こまでも守り通す事こそが、自分が姫巫女として彼の側に侍はべる意味だと言い聞かせていた。

　そうする事で自分の内に目覚め掛けた省吾への慕情やメリニへの嫉しつ妬とを何とか押さえ込んでいたのだ。

　だから……

（……ショウゴ様ッ……！）

　これで省吾の身に何か在ればペルテアは悔やんでも悔やみきれない。

　陰いん鬱うつな雨音は未まだ止やむ気配も見えない。

　薄うす闇やみの中、毛布の端を握りしめながら――剣の姫巫女は独り静かに嗚お咽えつした。



　　　

　眼を覚ますと粗末な寝台の上に横たわっている自分に気付いた。

　枕に載せられた首筋がちくちくと痛む。恐らくは藁わらを詰めてあるのだろう――シーツの下も何やらごわごわしていて妙な感触ではあった。

「…………」

　ぼんやりと岩肌剥むき出しの天井を見つめながら記憶を探る。

　自分はどうしてこんな場所に寝ているのか――

「ああ――」

　ふと納得いって瞬まばたきする。

　此こ処こは『血族』の住居――山肌に穿うがたれた穴の中だ。

　やはり『社やしろ』に行く前に省吾が考えた通り、『血族』はこの山肌に人工的な洞どう窟くつを造り出してその中に住んでいるのだ。無論、岩を掘るのは奇蹟術だが、言ってみれば全員が奇蹟術の使い手である『血族』にとってみれば、膨大な掘削作業もさして大変なものではないらしい。

　何にしても省吾はこの洞どう窟くつの中の一室を与えられたのである。

　洞窟住居は『社やしろ』とも繋つながっており――極言してしまえばそれは、一つの集落をその内に内包する、巨大な一棟の住居とも言える。

「……んん……」

　未まだ疲れが残っているのか――あるいは寝過ぎたのか。

　どうにも頭が働かない。

　ただ単純にものを考えるのにも、意識して思考を回してやらないと何一つ形にならず曖あい昧まいに溶けていってしまう。

「…………」

　そもそも自分はどれ位眠っていたのだろうか？

　省吾が案内された部屋は奥に位置する為――窓が無い。灯あかりと言えば室内で揺れている燭しよく台だいの炎のみで、今が昼か夜かも分からないのだ。

　時計は持っているものの、ソロンに転移してきたり、長距離を移動している内に、昼と夜の時間がずれきってしまい、あまり役に立たなくなっている。この為、省吾はもうあまり時計を見なくなってしまっていた。

　身を起こして部屋の中を見回す省吾。

　広さは六畳程度だろうか。

　特に何か珍しいものが在る訳でもない。粗末な寝台と椅い子すと――後は燭台が置いてある程度である。他ほかには家具らしい家具も無い。恐らくは単なる空部屋に最低限のものを運び込んだだけなのだろう。ただ眠るだけなら充分以上の広さがある筈はずなのだが、窓が無いせいかやたらと圧迫感を感じてしまう。

　そして――

「――ショウゴ様」

　省吾の傍らに寝そべりながらぼんやりと微笑ほほえむ少女が一人。

「…………あ」

　この少女は誰だれだろう？

　どうして横に居るのがメリニではないのだろう？

　…………などと一瞬の間に考えてから省吾はようやく昨日のやり取りを思い出した。

「トリファスキアータ……」

「トリファとお呼び下さる様、御願いしまする」

　少女は茫ぼう洋ようとした笑顔で言った。

　相変わらずその双そう眸ぼうは焦点を無限遠の彼方かなたに定めたままである。盲目であるのだからこれは仕方在るまいが――それだけではなく何かこの少女には全体的に曖昧な、起きていても寝ね惚ぼけているかの様な、意識の焦点すらぼやけている様な印象が在った。

　少なくとも省吾が今まで出会ってきた少女達とはかなり印象が違う。

「…………っておい!?」

　省吾は呻うめく様に言った。

　やはり寝起きで自分も相当惚ぼけていたらしい。自分が今どういう状況に置かれているのか今になってようやく理解したのだ。

　もっと直接的に言えば――

「なんで君が――俺おれと一緒に寝てるんだよ!?」

「……え？」

　きょとんとした表情でトリファスキアータが首を傾かしげる。

　さらさらと黒い髪が揺れて剥むき出しの白い肩に掛かった。

　そう。

　トリファスキアータは裸で省吾の横に寝ているのだ。毛布が掛かっているのでその身の全てを省吾の眼の前に晒さらしている訳ではないが――毛布の上に出ている曲線からすれば彼女が衣服を着けていないのは明らかだった。

（……昨日は……ええと……）

　記憶を遡さかのぼる省吾。

（疲れてたから、食事をした後はすぐに――）

　寝台の上に倒れ込む様にして寝てしまった。

　そもそも『社やしろ』からトリファスキアータと共に戻って来る事そのものが大変だった。タエニアータが『連れて行け』などと言うものだからてっきり、眼は見えなくても〈園ガーデン〉の地形位は把握しているのかと思いきや――全く彼女は分からないという。この洞どう窟くつ住居の中に関しても同様で、たまたま通り掛かった『血族』の者に事情を話してようやくこの部屋に連れてきて貰もらったのだ。

　はっきり言って彼女は何の役にも立っていない。

　食事もタエニアータから指示を受けたらしい別の『血族』が部屋まで運んできて、省吾達が食べ終わると何ど処こかに運び去っていった。

「何な故ぜ……とは？」

　トリファスキアータが身を起こす。

　するりと毛布が少女の身体から滑り落ちて――その裸体が露あらわになる。

　幼さを多分に残すその顔立ちとは裏腹に、よく発達した白い乳房がまるで省吾を誘う様に揺れる。その素肌には染み一つ無く、しかし省吾と一緒に眠っていたせいか、うっすらと汗をかいて湿った様子は……ひどく倒錯的というか扇情的だった。

「いやだから。君がどうして俺と寝てるんだよ。それも服脱いで」

　慌てて視線を逸そらしながら省吾は言った。

　メリニとは何度も肌を重ねてはいるが、逆に言えば他ほかの女性を省吾は知らない。いきなり裸体を見せ付けられると、さすがに動揺を抑えきれないのだ。

「……？」

　首を傾かしげるトリファスキアータ。

　どうやら本当に質問の意味が分からないらしい。言葉が通じていない様子は無いから、恐らく『裸で省吾と一緒に寝る』のは彼女にとって理由を問い質されても分からない位に当たり前の事なのだろう。

　しかし――

「なんなんだ一体……？」

　タエニアータは何を考えているのか。

　トリファスキアータをあてがって懐柔でもしようというのか。

　確かに性的な意味でのもてなしをするのが役目なのだとすれば、タエニアータがトリファスキアータを連れて行けと言った意味も分かる。

　だが……何というか同じ様に懐柔目的で省吾の側そばに配されている姫ひめ巫み女こ達とは明らかに雰囲気が違う。あまりにもトリファスキアータの言動は――良く言えば無む垢くで純真、悪く言えば『天然』である。ひたすらぼんやりしていてあまり積極的な雰囲気が無い。

　いや――省吾が寝ている間に服を脱いで同どう衾きんしているのだから、消極的という訳でもなかろうが……



    

  
    
      



    

  
    
      「ショウゴ様」

　トリファスキアータはぼんやりとした笑顔で言った。

「お疲れが取れましたならば――是非『社やしろ』にてお務めを」

「……は？」

「昨晩はお疲れの御様子でしたので……」

「……いや。何を言ってるんだよ、君は」

「お務めの話でする」

　至極当然といった口調でトリファスキアータが言う。

　どうにも話が噛かみ合わない。

　省吾は明後日あさつての方角に視線を固定しつつ――しかし服の下の彼の一部分は無節操にも全く収まる気配を見せない――若干の苛いら立だちを覚えながら言った。

「お務めって……だから何だよ？」

「ショウゴ様に」

　トリファスキアータは言った。

　無む垢くな――とてもとても無垢な笑顔で。

　至極当然といった口調で。

「私を孕はらませて頂く事でする」



　　　

　それは微睡まどろみにも似ていた。

　完全に意識が途切れている訳ではない。だが活動している訳でもない。

　ただただ受動的に外部から与えられる音や光を受け止めてはいるが、それを斟しん酌しやくする事は出来ない。まるで路ろ傍ぼうに転がる一片ひとひらの石の如ごとく、ただ全てを甘受するのみ。

　少女は透明な牢ろう獄ごくの中に居た。

　カリン・テシガワラ――勅て使し河が原わら花か梨りん。

　全てが瞬間のままに凍結された円筒の中で、彼女はただ虚空を見つめている。生きるという事を止められて――新陳代謝を奇き蹟せきの術によって極限にまで落とされた状態で、彼女はそこに在った。

　人質として。

　第四代救世主ショウゴ・カシバに無理を通す為の道具として。

　そして……

「奇妙な事なのですが」

　何ど処こかで誰だれかが喋しやべっている。

　それを聴く事は出来ても、今の花梨にそれが誰なのかを理解する事は出来ない。

　ただ雑音の様に耳に入れて聞き流すのみだ。

　だが――

「第四代救世主の体調その他の記録を見る限り、既に影響が出ていてもおかしくない筈はずなのです」

「というと？」

　何者かが問う。

　だがやはりそれが誰なのかは分からない。銀髪で色白の青年だという事は――その姿は視覚情報として彼女の眼に映り込みはするが、それを知識として認識し頭脳の中で理解する事が出来ない。

「そもそも……〈イコノクラスト〉に乗る救世主は、この世界の、ソロンの人間であってはならない。だからこそ我々は救世主を異世界から召喚した。しかし――」

　何者かがこちらを振り返るのが見える。

「これは単に異世界で生まれていれば良いという訳ではありません。『代行者パニツシヤー』の影響力は奇き蹟せき術と同じものだ。これは物質の構成単位にまで影響するものです。あくまで〈イコノクラスト〉の御者は異世界の物質で構成された人間でないといけません」

「その通りだ」

　鷹おう揚ように銀髪の誰かが頷うなずく。

「ですが――人間は食事をし排はい泄せつをする。その過程で自らを構成する物質を入れ替える。新陳代謝する。正確な数字は出ていませんが、およそ三ヶ月もすれば人間の肉体は殆ほとんどの構成物質を、新陳代謝で入れ替えてしまう事になる。そうなれば救世主も我等と変わらず『代行者』の影響を受け、近付くだけで死んでしまう」

「……それを遅らせる為に、わざわざ第二代救世主殿には、ああやって役立って貰もらっている訳だし、更に言えばこの少女も、人質という以上にその為にこうやって保存してある訳だが……」

「その通りです。しかし――第四代救世主はしばらく我々の管理下から離れていたでしょう？　その間、彼は普通の食事をしていた筈です」

「そうなるね――ああ。成る程」

　何か得心した様子で銀髪の人物が頷いて見せる。

「ならば我々の想定よりも遙はるかに構成物質の入れ替えは進んでいる筈です」

「……ふむ」

「どれだけの物質が入れ替わってしまえば、『代行者』の影響を受けるのかは分かりません。しかし既に半分以上が入れ替わっている筈なのですよ。まさか単一食材だけで延々食事を賄う訳にもいきませんし――我々が管理していない状態でしばらく暮らしていたのなら、尚なお更さらです」

「なのに影響が出ない――と？」

「はい。確かに既に『代行者パニツシヤー』と格闘戦をしている訳ではありませんが、何にせよ最前線で戦い続けている訳ですから……全く影響が出ないと言うのは不自然です」

「…………」

「普通の人間が『代行者』の奇き蹟せき影響圏に被ひ曝ばくして消滅するのは、変わらず確認されています。とすればあの第四代救世主にはそれを免れる何らかの理由が在る筈はずなのです」

「ふむ……」

「何にしても……この少女を消費してしまうのは意味が無いかもしれません。彼が『代行者』に接近出来る理由は他ほかに在る筈なのです。ならばこの少女はあくまで人質として確保しておいた方が良いのでは――と」

「確かにね。いくら人質とはいえ、いつまでも会わせないままでは不信感をもたれても仕方が無い……か」

「はい」

「分かった。考慮しよう」

　銀髪の何者かが頷うなずく。

　だがやはり花梨には何も分からない。何も考えられない。何も思えない。彼等が交わしている会話が自分の処遇についてのものだという事も理解出来ない。ましてこの男達が自分と――そして自分の従兄弟いとこであり大事な幼おさな馴な染じみでもある省吾に、何をしようとしていたのかを理解する事など出来る筈が無い。

　故に――

「だがこの事は未まだ他ほかには漏らさぬ様に。じきに他家の関係者も気付くだろうが――」

「分かっております」

　彼女はただ透明な円筒の中でひたすら存在するだけだった。



　　　

　絶句する省吾。

『私を孕はらませて頂く事でする』――確かにトリファスキアータはそう言った。

　それはつまりこの少女を抱けという事なのだろう。

　だが……

（どうして『孕ませる』なんだ？）

　無論……性行為の終局的な目的は繁殖である。性行為は生物学的に言えば遺伝子を交換し攪かく拌はんする為の過程であり儀式に過ぎない。

　だが人間の場合は性行為に快楽が伴うので、その過程そのものが目的たり得る。

　だからこそ……姫ひめ巫み女こ達の例を見れば分かる通り、言う事を聞かせたい相手に『女をあてがう』という発想が生まれてくる事になる。性的快楽とその結果として相手に情が移る事により、対象者を縛る『柔らかな鎖』として機能する事を期待される訳だ。

　しかし……

（それとも何か……そういう独特の言い回しなのか？）

　省吾はソロンの言葉が話せる様になったといっても、日常会話に不都合を感じない程度でしかない。隠語や持って回った言い回しの場合は、さすがについていけなかったり、誤解を生じる恐れは常に在った。

　しかし――

「孕はらませるって……その……どういう意味？」

「……？」

　辟へき易えきしながらも尋ねる省吾にトリファスキアータはやはり不思議そうに首を傾かしげた。

　彼女はしばしそのままぼんやりとした表情で何か考えていたが――やがてようやく台詞せりふがまとまったのか、期待に輝く淡い微笑を浮かべて言ってきた。

「ショウゴ様が私に子種を下さるという事でする」

「…………意味、分かってる？　具体的に何するか――」

「はいでする」

　トリファスキアータは頷うなずいた。

　その表情は更に嬉うれしそうで――まるでようやく自分に分かる話題が出てきて会話が噛かみ合ったと喜んでいるかの様に――『血族』の少女は自分の腰にまとわりついていた毛布を躊躇ためらいも無く取り払った。

「私の此こ処こに」

　言って何の羞しゆう恥ちも示さず少女の白い指先が股こ間かんを指し示す。

　それどころか、あどけない顔をしたままトリファスキアータは己の指先で、薄く毛の生え始めた女陰をわずかに開いてすら見せた。

「ショウゴ様の種を注いで頂く事でする」

「…………」

　無む垢くとも言うべき少女の――娼婦さながらの行為に、省吾はまた絶句するしかない。

　根本的に性道徳や価値観が違うのだろう。

　性道徳が時代や地域によって全く異なるものになりかねないという事は、省吾も知っている。例えば以前、花梨に聞いた話だが、日本ですら『同性愛』を異端や禁忌とみなす価値観が生まれたのは江戸時代中期以降――儒教道徳の隆盛以来だという。それ以前、特に室町から安土桃山に至る戦国時代は、男は、男も女も同じく抱けて性的に一人前とみなされていたのだという。

　貞操観念も婚姻形態も決して不変でも絶対でもない。

　何らかの必然によって容易たやすく変わってしまうものでしかない。

　それは分かるが――

「ショウゴ様？」

「君は――……」

　それでいいのか？　と尋ねようとして省吾は言葉を呑のみ込む。

　トリファスキアータとしては良いに決まっている。思えば最初の挨あい拶さつからして『良き種をお授け下さいまするよう』という台詞せりふが在ったのだ。省吾としては何かの聞き間違いかと思ってあまり気にしていなかったのだが……

「君は俺おれの子を産みたいの？」

　明後日あさつての方向を見ながら尋ねる省吾。

「……？」

　またトリファスキアータは小鳥の様に首を傾かしげる。

　意味が分からない――といった風情だ。

「誰だれか他ほかに……なんて言うか、この人の子を産みたいとか、そういう希望は無いの？」

「……希望……でするか？」

「そう。君自身の」

「…………」

　ぼんやり緩んだ表情に困惑の色を混ぜるトリファスキアータ。

　やはり話が噛かみ合っていない様だ。

　だが……

「あ――はいでする」

　少し表情を輝かせて――何かようやく合点がいったとでも言うかの様に――トリファスキアータは言った。

「私はショウゴ様の子を産みたいでする」

「いやそうじゃなくて。俺に一目惚ぼれしたって訳でもないだろ？」

「……？」

　やはりまた首を傾げてしまうトリファスキアータ。

　話が進まない事、夥おびただしい。この少女が愚ぐ鈍どんという事も在るのだろうが……やはり根本的な部分で幾つも価値観のズレがあるらしい。メリニ達にはそうした違和感をあまり感じなかったというか、彼女等については比較的理解しやすかった事を思えば――この奇妙な思考形態は『血族』の社会独特のものなのだろう。

「じゃあさ。その――お務めっていうのは、君達の間では、どういうものだと考えられているの？」

「…………」

　しばし沈黙するトリファスキアータ。どうやら頭の中で言葉をまとめているらしい。

「それは――」

　…………そして。

　つっかえつっかえ何度も言葉を選び直しながら『血族』の少女が語った『お務め』の全容は省吾を驚きよう愕がくさせるに充分のものだった。

　まず『お務め』とは『血族』の女性が妊娠する事を目的とした性行為である事。

　そしてそれは『血族』全員に課せられた神聖にして最重要の『儀式』であるという事。

　更には――その相手は自らの意志で決めるのではなく〈長おさ〉の指示に従うという事。

　またその『お務め』の内容については――

「……それで、殿方が女の腰を持ち上げて……」

「いやいい。細かく解説しなくていい」

　辟へき易えきしながら省吾は言った。

　どうやら『お務め』については、細かい手順が幾つかのパターンに決められていて――例えば何ど処こから愛あい撫ぶして、どの様な体位で性交に挑むのかまで――全てはそのパターンに沿って行われるらしい。そしてどのパターンを選ぶかはやはり〈長〉の指示なのだそうだ。

「ショウゴ様は異郷人だと聞いておりまする」

　トリファスキアータは言った。

「故に手順に関しては私がお導きさせて頂きまするから、ショウゴ様は、私の御願いいたしまする通りに『お務め』を」

「…………」

　省吾は……返す言葉も無い。

　話を聞いていて分かった。

『血族』は――この小さな閉鎖社会コミュニティ全体がこの『お務め』を中心に動いているのだ。生活も。習慣も。道徳も。思考も。何もかも全て。

　確かに人間に限らず生き物の存在理由の一つは繁殖だ。

　子をなし未来に血脈を繋つなげる――それは尊い事ではあるのだろう。

　しかし……

（……狂ってる……）

　そうとしか省吾には思えない。

（……家畜の品種改良みたいに……ッ！）

　会ったばかりの――それも自分で選んだわけでもない男と寝てその男の子供を身ごもる。

　その行為すらもが細かく指定されていて、そこには全く個々人の自由意志が介在しない。

　そして……その事にトリファスキアータは何の疑問も抱いていない。

　まるで呼吸をし、食事をし、排はい泄せつをする事の様に至極当たり前の事としてとらえている。

「ショウゴ様。お務めを――」

「できるかっ!!」

　思わず怒鳴る省吾。

　当然と言えば当然だが――驚いた様子でトリファスキアータは眼を瞬まばたかせた。

「俺おれと君は会ったばかりだろう。なのにどうして俺と君が――その――『お務め』をしないといけないんだ？」

　無駄と分かっていても省吾の口からはそんな正論が出る。

　省吾の生まれ育った世界の正論が。

　そして――

「お務め……はお務めでするし……お務め……あの……なさらないのでするか？」

　応じるトリファスキアータの口から出るのは彼女の世界の正論だ。

「…………」

　徒労感が省吾の上にのしかかってくる。

　何度会話しても同じだ。彼女はそれが異常な事だと認識出来ない。根本的に依よって立つ常識と価値観が違うのだ。

「あの……ショウゴ様？」

　さすがのトリファスキアータも省吾の様子がおかしい事に気付いたのだろう。おずおずとした口調で手を伸ばしてくる。恐らく――相手の表情を盗み見る事の出来ない彼女は、声を聴く以外には、相手に触れてその体温や呼吸を感じる事でしか、感情の変化を確信出来ないのだ。

「何か……お気に障る事でも私……言いましたでするか……？」

「…………」

　少女の細い指先が省吾の頬ほおに触れる。

　己の頬をゆるゆると這はい回るその繊細な白い指が――まるで省吾には正体不明の怪物の触手の様にも見えた。



　　　

　鈍い音と共に木箱が積まれていく。

　一つ。二つ。三つ。四つ。五つ。

　上積み上げられた木箱の上に縄を掛けて固定する。更にその上から藁わらを被かぶせる。擬装とも呼べない様な細工であるが――交易路でも無い場所を走っている蒸気式トラックの荷台など気にする者も居まい。また万が一に中身を見られたとしても――その『価値』が分かる者は殆ほとんど居まい。

　それと知っていなければ木箱の中身はごく有り触れたものにしか見えないからだ。

　そして実際……運搬役の男にとっても箱の中のそれが、どうして特別であるのかの理由は分からない。彼の雇い主がどうしてわざわざこんなものを欲しがるのか――男は知らない。知る必要も無い。

　彼はただ――運ぶだけだ。

　安全に。確実に。そして秘密に。

　それだけで百日は遊んで暮らせる金が手に入る。

「――処置は？」

「凍らせてある」

　問うと外がい套とうのフードを目深に被かぶったその女は囁ささやく様な声で言った。

　独特のずれた韻律もうお馴な染じみではあった。言葉を選んで標準的な喋しやべり方をしてはいるが――明らかに普段使い慣れていないかの様な、ぎこちなさが在る。

　だが彼にはどうでも良い事だった。

　既にこうした取引は十回を超えている。相変わらず不気味な連中ではあるが――顔が見えない上に声もくぐもっているせいで、そもそも最初の取引の相手と今こうして向かい合っている相手が、同一人物かどうかも分からない――馴なれてしまえば他ほかの人間と大差無い。

「結構。じゃあこれ」

　男が差し出した鞄かばんを女は黙って受け取る。

　差し出された手は――

「…………」

　指が六本在った。

　この事にも男はもう馴れた。指が五本だろうが六本だろうが関係無い。たとえフードの奥の顔に眼が三つ在ろうとも額から角が生えていようとも、意思の疎通が出来れば取引は出来る。それ以上の関係を男はこの女に対して必要としない。

「じゃあな――」

「さらば」

　言って男が蒸気式トラックの運転席に上ると当時に――女の外套姿は大きく揺らぎ、次の瞬間には幻の様に掻かき消えていた。

　透明になったのか。何ど処こかに飛んだのか。それとも存在自体が消滅したのか。

　男には分からない。

　やはりそれも男にとってはどうでも良い事であった。



　　　

「ショウゴ様……？」

　若干の不安を含んだ声が追い縋すがる。

　同時に省吾の服の袖そでを――その肘ひじの辺りを掴つかむ指先がやや強く彼を引っ張った。

「ショウゴ様？　あの……ショウゴ様？」

「…………」

　省吾は顔をしかめたまま綺き麗れいな円筒形に抉えぐり抜かれた洞どう窟くつの中を歩いていく。

　その後ろをついて歩くのは――というか彼の服を掴んだまま、引きずられる様にして一緒に歩いているのは、言うまでもなくトリファスキアータである。

　省吾は勿もち論ろん……トリファスキアータもきちんと今は服を着ている。

　トリファスキアータから『お務め』について聞いた後――省吾は憤然とあてがわれた部屋を出た。

　目指すは『社やしろ』である。

　正確にはこの岩山の下に奇き蹟せき術で掘られた蟻ありの巣の様な『血族』の住居の内――中心に位置し『社』と呼ばれている区画。

　無論……これは『社』に居るであろう『血族』の長タエニアータと改めて話をする為であり、当然ながら『社』で『お務め』をする為ではない。その事はトリファスキアータも理解しているのか、省吾の袖を掴んで歩きながら、ぼんやりとした表情に不安の色を滲にじませている。

「ショウゴ様……あの」

　茫ぼう洋ようとした表情に若干の怯おびえが混じる。

「何か……お気に障る事をしましたでするか……？」

「いいや。別に」

　省吾は言いながら更に洞窟を進んでいく。

「でも……何か怒って居られるみたいでする……」

「君にじゃない」

「はあ……」

「別に君は悪くない」

「あの……」

「とにかく此こ処こを出てもう一度、タエニアータさん――長おさに会うんだ」

　付き合ってられない。

　それは正直な省吾の感想だった。

　一体――この『血族』という連中は何を考えているのか。

　世俗から離れて隠れ住むのは分かる。恐らくはこの岩山の下を掘って造られた半地下住居も、内向きに閉鎖された社会も、彼等にとっては生き残る為の手段であったのだろう。

　だが……此こ処こまで個を捨てた管理社会にして何の意味があるのか。

　確かにこんな場所に住んでいれば食料にしろ他ほかの物資にしろ欠乏気味になるのは眼に見えている。奇き蹟せき術である程度はその不便を誤魔化せるにしても、閉鎖社会を維持する為ならばある程度の――産児制限を含む――管理体制は必要になってくるだろう。

　だが――こんな形で徹底させる必要が在るのか？

（こんなのはまるで――）

　省吾には、『血族』がまるで自分達で檻おりを造って入った家畜の様に見える。

「ええいくそっ……どうなってるんだ、この洞どう窟くつは！」

　苛いら立だたしげに歩いていく省吾。

　実を言えば昨日は『血族』の者に案内されていたので、この洞窟内部の構造を省吾はよく分かっていない。とりあえず部屋を出て適当な処ところで『血族』の誰だれかを捕まえ、案内させようと思ったのだが……生あい憎にくと全く『血族』の者の姿が見えない。

　もう十分以上は歩き回っている筈はずなのだが、一人の『血族』とも出会わないのだ。

　ただ――

「…………？」

　ふと……

「なんだ？」

　苦鳴の様なものが耳じ朶だをかすめた。

　洞窟の中という事で音が反響しているのだろう――何ど処こから来たのか、音の源とどの程度の距離があるのかは今一つ分からない。ただそれが耳鳴りや聞き間違いではない証拠に呻うめく様な声は途切れ途切れにではあるが確かに続けて聞こえてきた。

　それも耳を澄ませば一つや二つではない。

　少なくとも十人以上の人間が何らかの声を発している様だった。

（なんだ……これは？）

　洞窟。呻き声。

　ついつい省吾としては地下牢ろうの類たぐいを想像してしまう。

　だが――

「何だ――これは？」

「これとは何の事でするか？」

　トリファスキアータが尋ね返してくる。

　盲目である者はその分、聴覚が発達する――という話はよく聞くが、トリファスキアータにはこの声が聞こえていないのだろうか。

「何か――声の様なものが聞こえるだろ？」

「声？　ああ――」

　表情を明るくして『血族』の少女は頷うなずいた。

「はい。聞こえまする」

「何の声だよこれは？　奥で拷問でも――」

　言いかけて。

（……まさか）

　自分の想像に省吾は動揺する。

　呻うめき声――本当に？

　もしそれが呻き声ではないとしたら……

「これは」

　省吾の不気味な想像をトリファスキアータが嬉うれしそうに肯定した。

「お務めの声でする。兄様達と姉様達の」

「…………」

　表情を強こわ張ばらせる省吾。

　そんな彼の想像を裏打ちするかの様に、幾つもの声が近付いてくる。いや――音の方に省吾達が近付いているのだろう。何にしても次第にその声の輪郭は定まり、一つ一つの声が聞き分けられる様になってきた。

　何人もの男と女の――喘あえぎ声が。

　同時に……

「…………くっ……？」

　一瞬、くらりと視界が揺れる。

　省吾は石の壁に手をついて身を支えた。

「なんだ……？」

　何か頭がぐらぐらする。

　どうも心臓の鼓動も激しい。

　まるで以前、親と花梨に隠れて、友人連中と共に酒盛りした時の様な……

（……別にでも酒なんか…………何も食べても飲んでもいな……）

　そこで気付いた。

　空気だ。否――匂においだ。

　意識してみれば何か薄くではあるが奇妙な匂いが洞どう窟くつに漂っている。

　これは……

（……香…………麻薬……ッ!?）

　口元を押さえる省吾。

　麻薬というと――特に阿あ片へん等はそれを嗜たしなまない一般にとって『注射』のイメージがあるが、要するに血液中にその成分を吸収すれば良いだけなので、香炉等で焚たくだけでも効果が在る。まして大麻は元々煙草に使われるのが基本形だ。

　恐らく何ど処こかで麻薬成分を含んだ植物を焚いているのだろう。

　広範囲に拡散し、空気に混じった薄い麻薬を吸引したところで、即座に中毒症状を起こす訳ではないだろうが……なまじ省吾は初体験だけに薬の効果に耐性が無い。

　現にトリファスキアータは平気な顔をしているが……

「ショウゴ様？」

　怪け訝げんそうにトリファスキアータが尋ねてくる。

「お身体の調子がお悪いのでするか？」

「…………いや」

　腰帯に吊つっているポーチから非常用の包帯を取り出し、ポケットに残っていたティッシュを挟んで口元に巻く。これだけでも多少は違う筈はずだ。確か――元々ティッシュペーパーとは、毒ガス用の空気濾ろ過かフィルターを民生品に転用したものが始まりなのだと、花梨から聞いた覚えがある。

　匂においとは、つまるところは空中を漂う微細な粒子がその本体なので、目の細かいものを通して呼吸すれば、それだけでも体内への侵入をある程度阻止出来る筈だ。

「これじゃ変質者だな……」

　呟つぶやいてから省吾は再び歩き出す。

　声は――房事のものと思おぼしき男と女の喘あえぎ声は相変わらず続いていた。

「この聞こえてくる声って『お務め』の……？」

「はい。『お務め』の声でする」

　トリファスキアータは素直に頷うなずいてくる。

　そして――

「……!!」

　何処をどう歩いたのか――唐突に開ける省吾の視界。

　彼とトリファスキアータはテラスの様な張り出し部分に出ていた。ちょっとしたホールの様な場所を三メートル程上の場所から見下ろす状態だ。どうやらこの張り出しは照明の為のものなのか……大きな篝かがり火びが焚かれ、炎が悠然と揺れながら朱色の光を辺りに放散していた。

「…………想像……しなかった訳じゃないけど……」

　省吾は呻うめく様に呟く。

　彼の眼下には壮絶な光景が広がっていた。

　淫いん靡びではない。まさしく壮絶だ。

　円形の広場には外周に沿って寝台らしきものが十数基置かれている。らしきもの――と断言を憚はばかるのは、それらは通常の寝台に比べると倍以上、縦横それぞれ三メートル近い大きさを持っているからだ。

　そしてその上で絡み合うのは言うまでもなく裸体の男女だ。

　十数組の男女は省吾達の存在には気付いてすらいないのか――一番近い男女は距離にすれば四メートルも無い距離に他人が居るというのに――脇わき目めもふらずただひたすら行為に励んでいる。これだけの至近距離になると汗やその他ほかの分泌物が混じり合った淫いん靡びな匂においまでもが漂ってきて、省吾は先の麻薬の焚たき込みとは別の眩暈めまいを覚えた。

　演技でも何でもない。

　男の男根は女の女陰を貫き往復運動を繰り返している。性交している。セックスしている。辺り憚らぬ卑ひ猥わいな声を上げて――

　いや。それはまだいい。

　他人に殊更に見せるものでも無いとは思うが……その行為自体を省吾は否定しない。

　省吾とて何度も何度もメリニを抱いた。最初はともかく、二度目に彼女とした時はとても気持ちよかったし……嬉うれしかった。愛いとしい相手と肌を重ねる事はこんなにも甘美なのかと省吾は思った。

　だが……違う。

　これは違う。

　これは……………

「……ああ……あん……んんん……あ………」

「……おうっ……おう……ううう……う……」

　絡み合う白い四肢。

　肌の上を滑り落ちる汗。

　淫いん靡びな腰の動きは止とどまる事無く――

「……にいさま……にいさまぁ……ああ……んんん……」

「……んんん……んおおお……おおお…………ほお……」

　ただし……全員が同じ体勢である。

　同じ体位で。同じ動作で。同じ――

「…………なんだ……これ……」

　まるで工場の生産過程を見ているかの様に。

　それは――

「なんだよこれ……！」

　想像していたよりも更に――何倍も非人間的な光景だった。

「あいつ等は……何なんだよ……」

　殆ほとんど意味の無い呟つぶやき。

　だが律儀にもトリファスキアータは答えてきた。

「兄様達と姉様達でする」

「…………え？」

　その言葉の意味を改めて――本当に理解するのに数秒かかった。

　焚たかれた香で半ば朦もう朧ろうとする意識のせいもあろうが……

「まさか……血の繋つながった……兄妹？　全員が？」

「はいでする」

　至極当然といった口調でトリファスキアータは肯定する。

「元々我等『血族』は一つの大きな家族の様なものでするが、『お務め』は大抵が血の近い兄様達と姉様達の組合せで行われまする。父様と姉様や母様と兄様といった組合せでの『お務め』もありまするが――」

「…………」

　改めて寝台の上の男女を見る省吾。

　今までは『血族』の人間達は皆、フードを目深に被かぶっていた為にその顔の造りまでは見比べる事が出来なかった訳だが――

　絡み合う男女はよく似ていた。

　髪の色は同じ。瞳ひとみの色も同じ。顔立ちにも共通点が多い。

　そしてそれはトリファスキアータにも通じる面影であった。

　血縁者。

　それも――

（……近親相そう姦かん……!?）

　省吾の想像を裏打ちするかの様に、女達の嬌きよう声せいの中に混じる幾つかの単語。

「……おお……ちちうぇ……んああ……ちちうえぇぇ……」

「……にいさ……ま……ああ……もっと……にいさま……」

　父上。

　兄様。

「どうかなさいましたでするか？」

　と尋ねてくるトリファスキアータ。

　たとえ眼が見えないとはいえ、すぐ側そばで――本当に手を伸ばせば届きそうな距離で、男と女が身体を絡ませ、汗ばみながら、獣の様に性交しているのが、分からない訳では無かろう。なのに彼女は焦りもしなければ恥じらいもしない。

（……閉鎖された社会……）

　個体数が少なければ組合せはすぐ行き詰まるのが道理だ。

　ならば近親者との交配も有り得ない事ではないが――

　とはいえ……

「……ひょっとして」

　ふと思い付いた様子でトリファスキアータは言った。

「ショウゴ様は、『お務め』をなさるのは、初めてなのでするか？」

「あ……いや……」

　近親相そう姦かんはともかく――別に童貞ではない。

　だが……

「良かったでする」

　ぼんやりと朗ほがらかに少女は笑う。

「私は初めてなので、上う手まく『お務め』が果たせるかどうか少し不安だったでする」

　無む垢くに微笑する乙女の背後では――喘あえぎ声を上げながら絡み合う男女の姿が幾つも幾つも動いている。岩肌にそれらの声は反響し、溶け合い、まるで全体で怪物の唸うなり声の様に響き渡っている。

　異様な光景だった。

　しかも――

「めでたし」

　広場の中心に立つのは外がい套とうを纏まとった『血族』だ。

「めでたし。めでたし。孕はらめるもの――めでたし。孕ませるもの――めでたし。我等、御おん神かみの血を引くものなり。故に我等の血に御神はおわすものなり。血と血の交わりにて更に御神は降臨なされるものなり。めでたし。めでたし」

　しゃん。しゃん。しゃん。しゃん。

　鈴の様なものを鳴らしながら一人だけ衣装を着た『血族』は読経の様な声で宣のたまう。

「いざ孕め。いざ孕め。孕みて産め――我等が証。務めよ。務めよ。我等が血の全き形を取り戻すその日まで――我等は励み務めるものなり」

　しゃん。しゃん。しゃん。しゃん。

　省吾は気付いた。

　あの鈴の音に合わせて男達が腰を振り女達が喘ぐのを。

　それはいっそ――喜劇的ですらあった。

　鈴の音に合わせて動く男女。

　腰を押して。腰を引いて。

　何度も。何度も。

　それは最も早はや……交歓の行為などではない。省吾の脳裏に浮かんだイメージはむしろ太鼓の音に合わせて奴隷達が櫂かいを漕こぐガレー船だった。

「…………狂ってる……」

　呟つぶやく省吾。

　価値観は土地や時代によって変わる。

　それは分かっている。分かっているが――それでもそこには同じ人間であるからこその最低限、譲れない一線が在ってしかるべきではないか。

　それが此こ処こには無い。

　まるで人間ではないみたいだった。

　まるである種の機械か昆虫の様な……

「ショウゴ様？」

　ひたすらに無む垢くに。どこまでも純真に。

　そして不思議そうに――『血族』の少女は、蒼そう白はくになった省吾を眺めていた。



　　　

　砂さ塵じん舞う荒野の中を小さな人影が黙々と進んでいた。

　小柄な――少女の姿はひどく頼りなげに見える。身体にはただ粗末な――服とも呼べない様な布を巻き付けているだけで、足は裸足である。乾いた風が吹き抜ける度にその布の裾すそが翻り、思いの外、白い太ふと股ももやその付け根が露あらわになる。外がい套とう代わりのボロ布の下はどうやら一糸纏まとわぬ裸体の様だった。

　心有る者が彼女の姿を見れば思わず救援の手を差し伸べたに違いない。

　だが――

「…………」

　――それは大きな間違いだ。

　少女は立ち止まって荒野の彼方かなたを見据える。

　地平線近くに小さな凹凸の影が在った。自然のものではない。角張ったそれらは痩やせた大地にしがみつく様にして築かれた街の輪郭であった。

「……あれが適当と判ずる」

　少女は呟くと自らの足下に視線を落とす。

　至極当然の様に人型をしている――影に。

　そして……

「――我は執行者」

　少女は歌う。

「我は課刑者」

　同時に彼女の足下に刻まれていた影がゆっくりと変形を開始する。

　否――巨大化を開始する。

　黒い塗料をぶちまけるかの様に、無秩序に増殖する影が、ゆるゆると乾いた大地の上を広がっていく。それらはしかし……まるで見えない仕切が在るかの様に、一定の範囲に広がると今度は方向を揃そろえて輪郭を描き出し始める

「我は復ふく讐しゆう者」

　少女は天空を仰ぎ見ながら更に歌う。

　…………

　我等ガ創造主ノ憤リヲ形トナシ

　裏切リ者共ニ裁キノ鉄てつ槌ついヲ下サン

　故ニ森羅ヨ

　…………

　そして――

「故に万象よ――我が命に従うべし」

　かつてモーリィと呼ばれた少女の――少女であったモノの足下で悠然と巨大な影が起きあがった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　　　

　硬い足音を伴って省吾は石に囲まれた空間を歩いていた。

　やはり先程と同じ『社やしろ』の中である。

　ただしあの『お務め』の広場からは離れている為に、もう麻薬じみた香りも男女の喘あえぎも遙はるかに遠い。

　あの後――省吾はがむしゃらに洞どう窟くつ内を歩き回り、ようやく見覚えの在る通路に出る事が出来た。随分と時間を費やしはしたが、お陰であの香りの影響も抜けたのか、意識も足取りもしっかりしていて不安は無い。

　結局――案内をしてくれる『血族』は見つからなかった。トリファスキアータによれば『お務め』の時間には、『血族』の者は老人や幼児、病人等以外は揃そろって『お務め』に励むものであるらしい。

　一体この『血族』の者達は何を考えているのか。

　ただ性に励むだけならばまだしも――トリファスキアータの説明が事実であるのならば彼等は積極的に近親相そう姦かんを行っているらしい。

　それに……

「…………」

　歩きながら省吾は先程見た幾つもの情交現場を思い出す。

　異様な空気があそこには在った。

　あの場における交わりには、単なる情交と呼ぶにはあまりに異質な何かが絡んでいた様に思う。無論、近親相姦そのものが省吾の感覚からすれば異常なのだが――それよりも何よりもあれを『お務め』と呼び、何ら疑問を感じる様子の無いトリファスキアータや、自分達の行為が他者に見られる事、他者の制御の下で行われる事に対して、全く無む頓とん着ちやくな『血族』達の様子が……何か省吾には途方も無く奇怪に映ったのだ。

　理由も無くあの様な状況は生み出されまい。

　では一体この『血族』は、何を理由としてあの様な『儀式』を行っているのか。

　あの『儀式』の末に彼等が目指しているものは何なのか……？

「――来たなりか」

　穏やかな声が掛かる。

　昨日……『血族』の長たるタエニアータと面会した広間。

　やってきた省吾とトリファスキアータを、別れた際と変わらぬ様子で座しながらタエニアータは見つめていた。もっともそのフードはやはり目深に被かぶられたままでその顔立ちは見えず――省吾にはその奥から放たれる気配が感じられるだけだったが。

「疲れは取れたや否や？」

「……ええ」

　とりあえず頷うなずいておく省吾。

「取れましたよ。一応はね」

「それは何よりなり。そもあの鋼鉄の巨人――〈イコノクラスト〉に騎乗せし事は大変なる疲れを伴うのであるとスプリングフィールドより聞き及んでいるなり。疲労は対話を下品にするものなり。まとめられ得る話もまとまらざる結果となるなり」

「スプリングフィールド……彼から？」

　そこでようやく省吾は確信した。

　日本語。

〈レネゲイド〉関係者である女性を連れていた事。

　まるで〈イコノクラスト〉が自分のものであるかの様な物言い。

　そして〈イコノクラスト〉についての知識。

（……やっぱり……俺おれが一番最初に召喚された訳ではないって事か……）

　半ば予想はしていた。

　省吾よりも先に召喚された『救世主』候補者――それがレオンなのであろう。

　そんな彼がどうして〈レネゲイド〉から離れて活動しているのかは分からない。ましてこの『血族』と手を組んでいる理由など――さっぱり分からない。

　だが……

（俺も一度……いや、今回の事を含めたら二度か……〈レネゲイド〉から離れているか）

　そう考えると〈レネゲイド〉からの離脱そのものは不思議な事ではない。

　そもそも〈レネゲイド〉も決して信用に足る組織ではない。

　花梨の事が無ければ、省吾とてメリニやペルテアを連れて〈レネゲイド〉から逃げていたかもしれない。彼女等が生まれ育ち、家族も丸ごと属する組織を離れる事が出来るかどうかは省吾には分からなかったが。

　しかし……

「タエニアータさん」

　省吾は言った。

「一体、此こ処こは何なのですか。『血族』とは何を目的にしているのですか？」

「…………」

「『お務め』の現場を俺は見ました。何ですかあれは。何の為にあんな――」

「孕はらむ為なり」

　端的にタエニアータは言った。

「孕みて子を産む事なり」

「だから――」

　省吾の口調に苛いら立だちが滲にじむ。

　直感だが――省吾は気付いていた。

　タエニアータはトリファスキアータと違う。長おさという立場に立ち、『血族』の全てを統治する立場から俯ふ瞰かんしている。トリファスキアータの様に愚ぐ鈍どんと無知によって思考を停止させられていない。

　彼女は認識も理解もした上であの異様な『お務め』を運営させているのだ。

「わざわざ兄弟姉妹や親子で、子作りをする事の意味が分かりません！　ましてやあれを『お務め』といい『血族』の重要な儀式だという。一体――『血族』は何を考えているんですか？　何が目的で――」

「分からぬと？」

　タエニアータが遮さえぎる様に問うた。

「…………」

　台詞せりふを止める省吾。

　実を言えば分かっている。

　いや――少なくとも想像はつく。

『神』の血を引く『血族』

　辺境の閉鎖社会。

『お務め』

　近親相そう姦かん。

　…………つまりそれは。

「貴女達は――正気じゃない」

　呻うめく様に省吾は言った。

　つまりそれは――近親交配の繰り返しによる『原種』への回帰。

　枝先から辿たどり辿って根に辿り着く事を志向する事。

　それぞれの個体に分散した『神』の要素を、集めて、煮詰めて、濃縮して、その中から純粋なるものを――原型を取り出す為の、気の遠くなる様な作業。

「こんな事をしても『神』を復活させる事なんて出来ない！」

「それを決めるのは貴殿ではなく我でもないなり」

　タエニアータは静かにそう告げた。

「我等の悲願――それ即ち『御おん神かみ』の復活。否、それは我等『血族』の宿命と言っても良いなり」

　タエニアータは淡々と言葉を紡ぐ。

　そこにはやはり何の罪悪感も抵抗感も無い。むしろ滔とう々とうと言葉を連ねていくその口調には陶酔するかの様な響きすら在った。

「我等は尊き『御おん神かみ』の血脈を受け継ぐ者なり。ならば我等が為すべきは我等の血の中に残り散らばりし『御神』の御欠片かけらを拾い集め、源にして新たなる『御神』を此この世に生み出させて頂く事以外に無きなり！」

　タエニアータは立ち上がり両手を広げた。

「我等『血族』が新たな『御神』の親となり、此こ処こ〈園ガーデン〉が新たな『御神』の誕生の地となるなり！　これ当然の事なり！」

　神の純然な血を受け継ぐ一族。

　新たな神の誕生。

　だがそんな事が――

「できっこない!!」

　省吾は叫んでいた。

　彼の脳裏に洞どう窟くつ内の淫いん靡びな光景が過よぎった。

　近親相そう姦かん。

　それが多くの場合に禁忌とされるのは『血が濃くなる』事によって様々な弊害が生じるからだ。優生学的に言えば……常染色体劣性遺伝の疾患は他の血族との交配では発現しない可能性が高いが、同族婚では発現する頻度が高くなるという事だ。

　多くの場合に――歴史上多くの国家、多くの時代で近親婚が禁忌とされてきたのは、経験則的に人はこの事に気付くからだろう。

　だが……

　その一方で、血統を重んじるあまりにその禁忌を乗り越えてしまう者達も居る。

　高貴なる血筋をより損なわれない形で残そうと、敢えて兄妹婚や親子婚に走る者達は歴史を紐ひも解といてみても多数見出す事が出来る。

　その極致が――神話だ。

　日本神話のイザナギとイザナミ、エジプト神話のシュウとテフネト、イシスとオシリス、北欧神話のフレイとフレイヤ……神話においては近親婚は別に珍しくない。

　神は神と交わり神を生む。

　では半神半人は――……？

「貴女達は……貴女達は自分達の中に残った『神の血』を濃縮して、濾ろ過かして、本来の形に還元する為に……近親婚を繰り返しているっていうんですか!?　その為だけにこの小さな社会を維持し、生まれてくる子に教え込み、延々と――」

「そうなり」

　満足げにタエニアータは頷うなずいた。

「それが私達に課せられた使命なり。人里離れた場所にこの〈園〉を設け、他の汚らわしい人間達とは交わらず、ただひたすら己の中の血を精錬してきたなり……それが私達『血族』なり！」

　そう告げる彼女の声は誇らしげですらあった。

　しかし……

「……そんな……でもそんな事を繰り返していたら……」

　生まれてくる子供に何らかの障害が出る確率が飛躍的に高まる。

　優生学的に見て、単なる近親婚ですら危険だと言われているのだ。それを何十世代を重ねればどうなるか――遺伝学や優生学に詳しくない省吾ですら想像はつく。

「偉業を為すのに犠牲はつきものなり」

　そう告げるタエニアータの口調にはやはり何の動揺も無い。

　まるでそんな些さ末まつ事じには心動かされぬ――とでも言うかの様に。

「我等は新たなる神を生み出す礎としてこの身を捧ささげる所存なり――」

「…………」

　やはり狂っている。

　そんな事の為に。

　そんな……とても正気の沙さ汰たとは言えない目的の為に、実現するかどうかも分からない目的の為に、彼等はこの岩山の中に引きこもり、ひたすら何十年も何百年も近親相そう姦かんを繰り返してきたというのか。

　ただ――その為だけに！

　快楽を追求しているのではない。愛し合った末の行為でもない。単に男は女を犯して孕はらませ、次の世代を生ませ、更に生まれてきたその兄弟姉妹、あるいは親子同士をまた関係させる、その為の作業。そうやって生まれてくる『不適合な』者達を選別淘とう汰たし、更にその血を濃縮していく作業。

　野に交わらず。俗に交わらず。

　ただひたすらそれに特化した者達――『血族』。

「我も――同様なり」

　タエニアータは言った。

「〈長おさ〉に就きし者は――元々『御おん神かみ』の血を色濃く受け継ぐ『血族』の中にあって、なお一層、言ってしまえば最も色濃く受け継ぐ者。〈長〉の資格の在る者はそれだけで『御神』に近いという証。されど――」

　言いながら、タエニアータは無造作にフードを背中に落とした。

　ささやかな闇やみの奥に隠されていたものが露あらわになる。

　老いても尚なお、幾筋もの皺しわを刻まれても尚、美しいと言える整った老女の顔。

　そして――

「…………！」

　白濁しきった――決して光を捉とらえる事は無いであろう両眼。

　病を患った末の結果ではなく、恐らくは生まれた時より濁ったままの双そう眸ぼうを省吾は呆ぼう然ぜんと見つめた。恐らくタエニアータやトリファスキアータ以外にも同様の問題を抱えている者は居るだろう。別の肉体的あるいは精神的問題が出ている者も居るだろう。

　下手をすると『血族』の者の殆ほとんどが何らかの問題を抱えている筈はずだ。

　つまりこれが彼等が常にフードを被かぶっている理由であり――

「『御おん神かみ』の血を受け継ぐ者の、これは代償なり」

　熱に浮かされたかの様な声で老女は続ける。

「しかし我々が代償を支払い続ける事で――『御神』の母胎も誕生するなり」

「神の――母胎……神を、生む女……？」

「しかり」

　省吾の呟つぶやきに盲目の老女は頷うなずく。

「――トリファスキアータ、その子もまた『太母グレートマザー』候補者の一人。現存せし『血族』の中でも最も濃厚な『神』の血をその身に宿す、私の十番目の娘」

　誇らしげにタエニアータが告げる。

「神を生む胎はらなり！」

「…………」

　省吾はトリファスキアータを振り返る。

　会話の意味は彼女にも分かっているであろうに――少女はやはりいつもの変わらぬ緩い笑みを浮かべたままである。

　トリファスキアータ。

　狂気の目的に勤いそしむ一族の――精髄たる少女。

「眼は見えずとも孕はらむ事は出来るなり」

「…………」

　省吾は憎悪すら込めた眼でタエニアータを見つめた。

　彼女の言葉を信じるならば、このトリファスキアータはタエニアータの実の娘だ。自らの腹を痛めて生んだ子を『胎はら』と呼び『眼は見えなくとも孕む事は出来る』などと評する。それはつまり……この少女の事を実母が『子供を産む為の道具』程度にしか見ていないという事ではないか？

　やはり狂っている。

　しかも――

「はい。孕む事は出来ると思いまする。頑張りまする」

　本人までもがその事に疑問を抱いていない様子だった。

　その表情はやはり何か醒さめない夢を観みているかの様で――姫ひめ巫み女このセネカとは別の意味で表情が無い。喜怒哀楽が全て曖あい昧まいに溶け合ったまま定まっていないかの様な、ひどくぼんやりした顔が省吾からややずれた場所を向いている。

「…………」

　省吾は何か……世界そのものがよじれていくかの様な違和感を味わった。

　恐らく狂うとはこういう事なのだろう。噛かみ合わない。解わかり合えない。言葉を尽くしてもそもそも届かない。根本的な処ところで全く違う理論と価値観が組み立てられていて――同じものを見て同じものを聞いて同じ言葉を使っているのに、全くもって歩み寄れない。

　まるで炎に間近で炙あぶられている様な焦燥感がある。

　今此こ処こにこうして立っているだけでも気持ちが悪い。自分以外の全てが狂っているこの場からすぐにでも逃げ出したい気分だった。

　だが――

「……じゃあ」

　省吾は呻うめく様に言った。

「その『神を生む胎はら』を――どうして俺おれにあてがうんだ？」

　それが疑問ではあった。

　わざわざ造り出した『濃い血』の少女。

　ならば――倫理的な是非はともかく――同じ血族の男との間に子をもうけさせるのが筋だろう。此処で省吾にあてがってしまっては、何の意味も無い。

「スプリングフィールドよりも貴殿の方が近いからなり」

「『近い』？」

「肯定なり。より――『近い』。無論、貴殿の協力の上、より細かく調べねば確固たる事は言えぬなり。されど……」

「…………？」

　何を言っているのか分からない。

『近い』？

　何が近いというのか。何に近いというのか。

「実の所、スプリングフィールドが思いの外、『近く』はなかった故に、あまり期待はしていなかったなり。されど念の為にと貴殿の眠って居られる間に調べさせてみれば、貴殿は随分と『近い』様なり。なれば――」

　見えぬ筈はずの白濁した双そう眸ぼうが視線を省吾に注ぐ。

　タエニアータは――奇き蹟せき術か何かを併用して視覚を得ているのかもしれなかった。

「貴殿もこの〈園ガーデン〉に暮らす権利と義務が在るなり」

「何を――」

　省吾は何か異様なものが水面下で動いている様な気がして声を荒げた。

　頭の何ど処こかでは理解している。

　説明されなくてもタエニアータの言葉の意味が分かっている。

　しかし……

「何を言っているんですか、貴女は!?　近い？　近いって何です？」

「……おや？」

　タエニアータは僅わずかに笑いを含んだ声で言った。

　まるで――無知な幼子を嘲あざけるかの様に。

「御存知なきなりか？」

「だから何を!?」

「貴殿も広い意味においては『血族』であるという事なり」

「……!?」

　訳が分からない。

　この老女は一体何を言っているのか。

　昨日の老女の言葉が正しいのなら――『血族』とは死んだ『神』の子孫である。正しくはその『神』と『神』の側そばに侍はべっていた娘との間に出来た半神半人の末まつ裔えいである。

　対して省吾はそもそもこのソロンの人間ですらない。

　それがどうして『血族』と同じだというのか……？

　この異様な場所に暮らす権利？　義務？

「貴殿は『神』の血統なり。それ故に貴殿の中にも我々と極めて近しい『血』が流れているなり」

　神の血統。

　そんなものにどうして自分が関係しているというのか。

　省吾は正真正銘、向こうの世界の人間だ。このソロンとは関係が無い。無い筈はずだ。それとも何処かのフィクションの様に――ファンタジー系の漫画やアニメの様に、実はソロンの世界で生まれた赤ん坊が異世界に飛ばされて拾われ、育ったとでも言うのか。

　まさかそんな事が――

「何も御存知なき様子なり」

　タエニアータは言った。

「されど問題なしなり。知らずとも女を抱く事は出来るなり。貴殿の血とトリファスキアータの血を合わせれば、より『御おん神かみ』に近き『血』――生まれるかもしれぬなり」

「何を……馬ば鹿かな……！」

「拒む権利は貴殿には無いなり。貴殿も我等と同じく『御神』の血を引く者ならば、我等と共に完かん璧ぺきなる『御神』の再来にその身を捧ささげる義務が在るなり」

「訳わかんないよっ!!」

　耐えかねて省吾は叫んだ。

　一方――

「…………」

　トリファスキアータはむしろきょとんとした表情で母と省吾のやり取りを眺めている。

　まるで自由意志がない人形の様に。

　自らものを考える力が無いかの様に。

　その姿は確かに美しく――無む垢くですらある。

　だがやはり……いや美しければ美しいだけ省吾の眼には恐ろしく不気味にも映った。

「貴殿が如い何かに否定しようとも」

　タエニアータは片手を挙げる。

　その皺しわ深ぶかい指先が――トリファスキアータの母とは思えない程に老いたその手が、空中を泳ぎ省吾の胸元を指差す。同時に乾いた唇が紡ぎ出すのは――聖句だ。

「こうやって『共鳴』を促してやれば一いち目もく瞭りよう然ぜんなり」

「――!!」

　愕がく然ぜんとして省吾は後ずさった。

　彼の胸元に――やや左に寄った辺りに白い光が灯ともっている。

　心臓の上で脈動するかの様に聖光が息づいている。

　見間違いようが無い。

　確かにそれは聖光だった。

　そしてそれは確かに『聖体』や『聖遺物』からしか発せられない光である筈はずなのだ。神の肉体からしか発せられない筈なのだ。

　無論、タエニアータが何らかの詐術を使って、それが省吾の身体から発生している様に見えているだけかもしれないが――

「これはっ……」

「受け入れを勧めるなり」

　タエニアータは動揺する省吾へ畳み掛ける様に語調を強めた。

「貴殿は我等と同じ『神の血脈』――我等の同胞。我等と同じモノなり」

「ち――違うっ！」

「受け入れ、認め、そしてトリファスキアータを孕はらませるなり。それが貴方の義務なり」

「訳わかんない事を言うなッ!!」

　省吾は怒鳴った。

　だが……彼は同時に自分の足下が崩れるかの様な不安感を覚えていた。

　神とは何だ？

　その血脈とは何だ？

　どうして自分にそんなものが流れている？

　香か芝しば省しよう吾ごとして生きてきた十七年間は――偽られたものだったのか？

　そもそも……

「…………」

　眩暈めまいを覚えてその場に座り込んでしまう省吾。

　あるいはそれはタエニアータの言う『共鳴』の副作用か、もしくは彼女が何らかの奇き蹟せき術でも使った為かもしれない。

　そんな彼の上に覆い被かぶせる様にしてタエニアータの声が響く。

「トリファ。明日こそは『お務め』をするなり」

「はい。長おさ様。頑張って孕はらみまする」

　気遣わしげに省吾の側そばに寄り添いながら――しかしごくごく明るい声で少女は言った。



    

  
    
      
第三章　巨神帰還





　ネロ・オトルチは微笑した。

　薄暗い部屋の中央に立ちながら銀髪の青年は静かにその紅あかい眼で眼前の円筒を見上げている。まるで保存液に浸けられた標本の如ごとく――透明な円筒表面越しに見えるのは一人の少女の姿であった。

　勅て使し河が原わら花か梨りん。

　異世界から来た少女。

　救世主の従姉妹いとこであり、彼を最後の一線で従わせる為の人質。

　だが――

「……美しい」

　溜ため息いきをつく様な口調でネロは言った。

　花梨は今……一糸纏まとわぬ裸体であった。

　決して豊満ではない彼女の肢体。しかし発展途上の少女にのみ与えられる美しさを秘めており、澄んだ白肌は生まれたての赤子の様である。

　惜しげも無く裸体を晒さらすその表情は、僅わずかに驚いた瞬間を切り取られたかの様だ。

　屈辱にも羞しゆう恥ちにも怯おびえてはいない。瞬まばたきすら無い。

　彼女を拘束する奇き蹟せき術の成果である。

　勅使河原花梨は五氏族によって――実質的にはオトルチ家の長ネロによって――拉ら致ちされ、そのまま奇蹟術の力を以もつて拘束されている。否――正確を期するならそれは『停滞させられている』と表現すべきだろう。

　彼女を包み込む透明な円筒とそれに付随する装置群が、それを可能としている。

　この中に囚われた花梨の時間は事実上――停とまったままだ。時間そのものの進行を局所的に停止させる事はさすがに〈レネゲイド〉の奇蹟術でも不可能だが、実質的に生物を生かしたままその肉体の経時変化を――老化エイジングを止めてしまう事は可能である。

　無論、それですらも決して簡単な事ではなく、この装置は〈レネゲイド〉を形成する五家から選抜された四人の奇蹟師が交替制で常に稼働させている。

「何が違うのだろうね？　君と――この世界の女達と」

　溜ため息いきの様な口調でネロは花梨に話し掛ける。

　無論――『停滞』の呪のろいに囚われている彼女からの返事は無い。装置の傍らで奇蹟術の制御に勤いそしんでいる奇蹟師も応じる様子は無い。奇蹟師達は此こ処こではあくまで装置の一部でしかない。直接何かを命じられるのでない限り彼等は黙々と使命を果たすのみである。余計な詮せん索さくや提言が自らの立場を瞬間的に崩してしまう可能性が在る事を、彼等はよく知っていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「君の居た世界の女達は皆……君の様なのかな？　それとも……君が特別なのかな？」

　花梨にそう話し掛けるネロの姿はまるで人形と語らっているかの様な不気味さを帯びていた。

　やはり花梨も奇き蹟せき師も沈黙を守ったまま――部屋には装置の作動する硬質の機械音だけが延々と響いている。

　代わりに……

「――此こ処こに居たか」

　錆さびを含んだ低い声がネロの背中に投げ掛けられる。

　ネロは円筒の方を向いたまま――しかしその曲面に映る鏡像で、部屋の中に入ってきた人物の姿を確認する。

　バルド・コードランである。

「これは――珍しい。コードラン卿きよう」

　改めて振り返って一礼するネロ。

「君からすれば誰だれが来ようと珍しかろうに」

「と申されますと？」

「頻繁にこの部屋を訪れている様だな」

　バルドは猛もう禽きん類るいめいた鋭い眼差しをネロに向けて歩み寄る。

　このコードラン家の長の持つ威圧感は尋常ではない。ゼブロンの持つ直接的な、身体能力的ものではなく――堂々たる態度のその背後に透けて見える、知力から権力財力までの諸々の『力』が対する人間の頭上にのしかかってくるのである。

「大事な人質ですから」

「……ふむ。その事だが」

　バルドはネロと並んで花梨を見上げながら言った。

「こちらの奇蹟師から妙な報告が上がってきておる」

「と――申しますと？」

「救世主殿の食事の件だ」

　バルドは探る様な眼でネロを見つめる。

　だがネロはさして気にした様子も無く平然と首を傾かしげて見せた。

「何か問題でも？」

「そちらでも気付いていると思ったがな？」

　とバルド。

「しばらく行方不明になっていた間――救世主殿はこの世界の食物を食べていた。どの程度の新陳代謝が進んだのかは詳しい数字は出ていないが、その身体を構成する物質はそろそろこちらの世界のものの割合が無視出来ないものになっている筈はずだ」

「……おお。そういわれれば確かに」

　ネロは目を丸くしてみせる。

「だが……こちらの姫ひめ巫み女こからの報告を見ている限り、『代行者パニツシヤー』戦においてその影響が出ている様子は無い。確かに『代行者』と延々と直接格闘をしている訳ではないが、それにした処ところで『代行者』の奇き蹟せきの影響圏内に救世主殿が入ったのは一度や二度ではあるまい」

「でしょうね」

「これは一体どういう事か……異世界人は自らの肉体を構成する物質がソロンのそれと入れ替わっても奇蹟術の影響を受けないという事か？」

「それは……しかし奇蹟術の理論上有り得ない事ですね」

　微苦笑を浮かべてネロは言う。

　人間の個体がどうのこうのという問題ではない。奇蹟術とはあくまで物質に刻み込まれている〈存在子イグジス〉に起因する技術であり現象である。それは岩だろうが水だろうが人間だろうが変わりない。ソロンの人間が『代行者』に近付けないのは、自らの肉体を構成する物質そのものに影響を受けてしまうからだ。

　だが……

「可能性としては」

「ふむ？」

「何らかの要因から救世主殿は『代行者』の影響を遮断出来る特性が在る――という事」

「影響を……遮断？」

「はい。具体的にどのように――という処までは未まだ分かりませんが。あるいは〈イコノクラスト〉は大量の奇蹟術を並行して発動させていますから、奇蹟術の『場』が複数重なり合う事で『代行者』の奇蹟を遮断しているのかもしれません」

　奇蹟術は物質に対する支配権を獲得する技能である。

　故に同じ物質に対して複数の奇蹟術が発動するとその支配権についての争いが生じ――先に効果を発揮した奇蹟術の方が優先され、後から発動した奇蹟術に関しては無効化されてしまう場合が在る。

　これはよく知られた現象である。

　そもそも〈レネゲイド〉の始祖たる『五人の罪人』達がそうやって神の奇蹟の力を封じ込め、殺したのだから。

　しかし――

「偶然にその様な『場』が出来上がるとは考えにくいが。まして〈イコノクラスト〉の奇蹟術は基本的にあの筐きよう体たいを動かすものであって、救世主殿の肉体に影響を及ぼすのは感染奇蹟回路やごく一部であろう？　それも直接的に奇蹟術を掛けている訳ではない」

　そもそも奇き蹟せき術が直接的には異世界人の肉体に作用しないからこそ、わざわざ救世主を異世界から引き寄せて使っているのだ。〈イコノクラスト〉の感覚回路をその御者と繋つなぐ技術は奇蹟術の応用ではあるが――直接的に奇蹟術を異世界人の肉体に作用させている訳ではない。ある種の錯覚や神経電流の変化を用いた情報交換に過ぎない。

「ふむ……」

「無論――細かな技術的検証はマブロ家を交えるべきだが」

　とバルドは微苦笑を浮かべる。

「……ところで」

　ふと気付いたかの様にネロは言った。

　話題を変える為だ。

　正直言って――バルドが何ど処こまでこの問題について真相に迫っているのかはネロにも分からない。だが迂う闊かつな受け答えは、場合によっては大事な切り札を相手に渡してしまう事になるのは分かっていた。無論、ネロの切り札は一つではないし、今回の事については想定外だったのは事実だが――力関係は常に相対的である以上、相手の切り札の増加は結果としてネロの不利を進める事になる。

「――『代行者パニツシヤー』の方はどうなっていますか？」

「相変わらず動きを見せん」

　バルドは特に先の話題に拘泥する様子も見せず話題の転換に乗ってきた。

「トロパンカの街から三マイリス程の距離に陣取ったままだ」

『代行者』出現の報が〈レネゲイド〉に届いてから既に三日が経過していた。

　通常……『代行者』は出現と同時に人間への攻撃を開始するが……〈イコノクラスト〉の存在に対抗してか、最近は微妙にその行動を変えてきている。今回の様に出現したまま三日も動かないのは異例中の異例と言っても良かった。

　四体の『代行者』が出現しトロパンカの街を包囲したのだ。

　だが神の遺のこした『自存する呪じゅ詛そ』達はそれ以上の動きを見せず、ただ消えぬ蜃しん気き楼ろうの様に荒野に屹きつ立りつしたままだった。

　無論これは〈レネゲイド〉としては不幸中の幸いとも言える。

　唯一にして最強の対『代行者』兵器〈イコノクラスト〉が奪われたままになっている以上、〈レネゲイド〉側に打つ手は無い。精々が〈イコノクラスト〉とその御者であるショウゴ・カシバの捜索を続ける位のものだ。

　とはいえ……

　いつ動き出すか分からない『代行者』の存在は、トロパンカの街の人間は無論の事、〈レネゲイド〉の関係者達にも少なくない心理的圧迫を掛けていた。あるいはそれが目的なのではと考える者も居る。『代行者』が心理戦めいた戦術を採ってくる事が在るのは、過去の記録から明らかだからだ。

「まるで何かを待っているかの様に――動きを示さん」

「待つ様に……ですか。成る程」

　単に〈イコノクラスト〉を倒す――その事に特化した考え方からすれば、ここしばらくの『代行者パニツシヤー』の行動は不可解に過ぎる。あまりにも回りくどく……その機会が在るのに直接攻撃を仕掛けてこない。

『代行者』の狙ねらいとは何なのか。

　これに関して〈レネゲイド〉内では一つの仮説が有力視されている。

『代行者』は〈イコノクラスト〉を敢えて『英雄』に仕立て上げようとしているのではないか、という説である。だとすれば、『代行者』がほどほどに一般人を苦しめるだけに止とどめているのも――〈イコノクラスト〉に積極的な直接攻撃を仕掛けてこない事にも説明がつく。

　そも『代行者』の存在意義とは、神を裏切った人類を永遠に苦しめる事である。

　ただ人類を絶滅させるだけならば――むしろその方が簡単だ。〈イコノクラスト〉が完成するまで人類は、抗あらがう術すべを持たず、歯向かう術を持たず、ただひたすら誅ちゆう戮りくされるだけの存在だったのだから。全ての『代行者』で以もつて臨めば――人類絶滅まで十日もかかるまい。

　だからこそ『代行者』は人類を二度と這はい上がれぬ絶望の底へと突き落とす事はせず、その淵ふちに永遠にとどめておく。そうする事で人間に絶望しきれぬ苦しみを味わい続けさせるのだ。

　人類を全滅させては意味が無い。

　死んだ人間は絶望も希望も持たないからだ。

　逆に言えば――人類のより大きな絶望、より深い絶望を求める事は『代行者』の行動原理に矛盾しない。そして希望を人類に与える事は長期的に見ればより大きな絶望を生み出す事になる。

　希望は絶望の前奏曲だ。

『英雄』への期待が大きければ大きいほど――示された希望が明るければ明るい程に、それが挫くじかれた時の絶望と落胆は計り知れない。底知れぬ闇やみとなって人類を呑のみ込むだろう。

　故にこそ『代行者』は手を緩めている。

　明日の絶望の為に今日の希望を育てている。

　これは全く矛盾しない。全く以もつて――矛盾しない。

　いかにも『代行者』らしい至極合理的な思考と言えた。

〈イコノクラスト〉という名の希望を詰めた風船は着々と膨張中だ。時には『代行者』の手によって。時には〈レネゲイド〉の手によって。時には〈イコノクラスト〉に救われた人々の手によって。

『代行者パニツシヤー』は頃ころ合あいを見計らってこれに小さな針を突き刺すだけでいい。

　だがそれが分かっていても〈レネゲイド〉は後には引けない。

「今はまだ〈イコノクラスト〉を持ち上げてくれている頃ころらしい」

　珍しく皮肉に歪ゆがんだ口調で言うバルド。

　ネロはそれに微苦笑で応え――

「で――その〈イコノクラスト〉の捜索具合は如い何かに？」

　オトルチ家は無論の事、マブロ家、ルースポリテ家、インペラス家も割ける限りの人員を割いて捜索には当たっている。〈イコノクラスト〉の発見と奪還を最優先事項として〈レネゲイド〉全体が動いている。

　少なくともそういう事になっている。

　だが――

「朗報が在ればとっくに五氏族会議を招集しておるよ」

「それもそうですね」

　肩を竦すくめるネロ。

「ならば後は待つだけ――ですか」

「……何を？」

　バルドが眼を細めて――視線でネロの胸中を抉えぐり抜くかの様に尋ねてくる。

　ネロは努めて普段の表情を維持しながら言った。

「捜索隊から朗報が届くか――さもなくば、救世主殿が自ら帰還されるかを」

「……あのショウゴ・カシバが自らの力と意志で戻ってくると？」

　バルドはどうやらあの救世主役に据えられた少年をあまり買っていないらしい。

　確かに若いネロから見てもあまりに未熟――あまりに未完成な人格である。

　だが……未熟故にこそそれは成長の余地を残している。

　ネロはむしろあの少年に期待していた。

　彼の描いたシナリオに沿って派手に踊ってくれる――使い勝手の良い人形として。

「案外と一回り大きくなって帰ってこられるかもしれませんよ？」

「…………」

「彼は異世界人です。我々の予想もしなかった成長ぶりを見せるかもしれません」

　言ってネロは円筒の中の少女を見つめる。

　瞬まばたきを奪われた瞳ひとみは――何ど処こか遠くを見つめたまま固まっていた。



　　　

『お前は何か？』

　そう問われて即座に答えを出してみせる事の出来る者は少数だろう。

　特に様々な価値観と体制が入り乱れる現代社会に育った者にとって、その質問に対する解答は困難の極みと言える。誰だれも自分が何なのか知らない。知っていても多すぎて一つに絞り込めない。複雑に複雑に絡んだ縁と柵さくの糸が即答を阻む。

　そも『人の間』と書いて人間と読む。

　たった一人の個人は、同時に誰かの子であり、誰かの友であり、誰かの敵である。どれがその者の本質を顕あらわしているのかは誰にも分からない。きっと本人にも分からない。

　故に『お前は何か？』という問いに対して香か芝しば省しよう吾ごも明確な答えを持ち合わせてはいなかった。学生であり。息子であり。日本人であり。オタクであり。従兄弟いとこであり。友人であり。客であり。敵であり。そして無関係の他人であった。

　それはつまり『何でもある』という事であり同時に『何でもない』という事だ。

　香芝省吾という人間の定義は空欄だったのだ――多くの現代人と同じく。

　だからこそ明確な事実と共に押し付けられた定義はその空白に容易たやすく滑り込んだ。

『血族』。

　無論……省吾には十七年生きてきた記憶が在る。

　その中の何ど処こを捜しても『血族』に繋つながる出来事は無い。少なくとも省吾には思い出せない。しかしその一方で自分が生まれた時の記憶を持っている者は居ない。

　ならば――

「――ショウゴ様？」

　トリファスキアータは愚ぐ鈍どんとも言うべき健気けなげさで省吾に寄り添っている。

『社やしろ』を出た省吾は吐き気を抑えながら花畑の中を歩いていた。

「ショウゴ様。何をなさるおつもりでするか？」

「…………」

　省吾は無言である。

　先程から彼は一言もトリファスキアータに言葉を返していない。事実上の無視だ。ただ自分の服の袖そでを掴つかんでいる彼女の指先を振り払う事は出来なかったが。

　気持ち悪い。

　省吾は心底そう思う。

〈レネゲイド〉でも個人を個人と思わずまるで道具の様に扱う異常さは在ったが――この『血族』はそれ以上だ。〈レネゲイド〉は人間個人の人格を認めた上で道具として利用している――人質だの姫ひめ巫み女この配置だのはその典型だ――訳だが、この『血族』はそれすらも無い。まるで一つの生き物の様に『神を生み出す』事に特化していて、個人の人格は付属物でしかない。そして関係者の誰だれもがその事に何ら疑問を抱いていない。

　しかし……

「ショウゴ様？　何ど処こに向かっておられるのでするか？」

　諦あきらめる事無くトリファスキアータは尋ねてくる。

　省吾の服の袖そでを摘つまんだまま。

「…………」

　哀れとも思う気持ちも在る。

　一いつ旦たん気持ちが落ち着いてみれば……この少女に罪は無い事は明らかだ。

　恐らくあのタエニアータですらも『では悪いのは彼女か？』と問われると省吾は首肯出来ない。『血族』の者達はそういう考えしか許されない環境に生まれ育ってきたのだ。

　自分達の置かれている環境の異常性に気付こうが気付くまいが、数百年以上も続いてきた閉鎖社会の在り方を、個人の力で変革する事は極めて難しい。流血を経ずに穏便な手段でとなれば尚なお更さらの事だ。

　それならばむしろ自分の考え方を、属する社会の価値観に摺すり合わせる方が遙はるかに楽だろう。そしてそれを卑ひ怯きようや臆おく病びようと罵ののしれる立場に省吾は無い。

　狂っている。

　本当に省吾はそう思う。

　だが彼等を憎む事も蔑さげすむ事も彼には出来ない。

　こんな――未来に希望を持てない世界に生まれてくれば、むしろ『血族』の様な考え方は至極当然かもしれない。その意味では〈エクノドラス真教会〉も同じだ。誰もが必死に生きている――ただそれだけの事だ。希望の持てない世界の中でせめて心の平穏を望み、自分の存在に意味と理由を与えて死にたいと望む。ただそれだけの事だ。

　だが……

　省吾はその考え方に染まってはいけない。

　彼は世界を変えると決めたのだ。

　世界の在り方を理解するのはいい。憐あわれむのもいい。怖おそれるのもいい。嘲あざけるのもいい。

　だが自らの考え方を世界の在り方に合わせて歪ゆがめる事だけはしてはならない。

　今の世界の悲劇を認めてはならない。

　それはもう救世主ではない。

　ただの――傀かい儡らいだ。

「――ショウゴ様？」

「…………」

　とうとう無視しきれなくなって省吾は立ち止まり、肩越しにトリファスキアータを振り返った。既に二人は花畑を横断しきって、山肌の際に片膝ひざをつく〈イコノクラスト〉の近くにまで来ており――立ち止まらざるを得なかったという事も在るが。

　気配でそれと察するのだろう。少女は白く愛らしい貌かおを小鳥の様に無む垢くな仕草で傾かしげて、省吾の言葉を待つ。

「トリファ……」

「…………はい」

「俺おれは君に用は無い。君も別に俺について回る必要はないんだよ」

「え？　あの――でも『お務め』が――ショウゴ様も『血族』で……」

「俺は了承してない」

「…………？」

　やはり首を傾げるトリファスキアータ。

　彼女の愚ぐ鈍どんさの意味に気付くのに省吾は数秒を要した。

　つまり……『血族』の者達の間では長おさたるタエニアータの決定の前に、個人の了承だの何だのは何の意味も無いと考えられているのだろう。省吾が了承するしないは全く関係が無い。長がそう言ったのだからそれに従うのは当然、誰だれもが従うべき決定事項――それがトリファスキアータの思考なのだ。

「トリファ。俺は『血族』じゃない。長の決定に従う義務は無い。俺は君と結婚する気も無い。だから君は俺に付き従う必要は無いんだよ」

「…………」

　曖あい昧まいに溶けた表情の中に困惑の色が混じる。

　省吾の言う理屈がどうにも理解出来ないのだろう。

　ただ――

「でも長にそう言われましたのでする」

「だから……」

「私はショウゴ様の子を孕はらまなければいけないのでする」

「…………」

「どうしたら良いのでしょう……」

　途方に暮れた様に言うトリファスキアータ。

　やはりその表情は茫ぼう洋ようとしてはいるものの……消沈しているのは省吾にも分かる。

「私では……孕ませる気に……ならないという事でするか……？」

「…………」

　叫びだしたいのを辛うじて堪こらえる省吾。

　一体どうすればこの少女は納得してくれるのか。

　単純についてこられるのも迷惑といえば迷惑なのだが、清せい楚そ可か憐れんなその唇から真顔で『孕はらむ』だの『孕ませる』だのという単語を連呼されると非常に辛つらいものがある。

　まして……この少女が悪い訳ではないと分かっているから、怒鳴る事も出来ない。

　そんな事を考えていると――

「――抱いてやればいいじゃないか」

　何ど処こかからかう様な声が頭上から降ってきた。

　それも――日本語が。

「まさか姫ひめ巫み女こ五人に囲まれて未いまだに童貞って事も無いだろ？」

「……！」

〈イコノクラスト〉の偉容を見上げる省吾。

　黒い鉄巨神は昨日と変わらない姿勢でそこに在る。

　だが色とりどりの花に囲まれて片膝ひざをつく巨大擬神機は、ひどく場違いというか奇妙なものに見えてしまう。省吾はふと――打ち捨てられて野の晒ざらしになった戦車を想い描いた。

「レオン……スプリングフィールド……？」

　鋼鉄の擬神の首の付け根近く。

　御者が出入りする為の鉄扉が設けられたそこには三つの影が在った。

　レオン・ササハラ・スプリングフィールド。

　アンジェリットと呼ばれていた女性。

　そしてもう一人。

　灰色の外がい套とうを着てフードを目深に被かぶる『血族』の女性。確か『デュメリリエ』と呼ばれていた人物だ。

「よっ……」

　レオンは片手を挙げて挨あい拶さつしてくる。

「その様子じゃ『血族』の『お務め』はお気に召さなかったらしいな？」

「貴方は――」

　レオンの方を見上げながら呆ぼう然ぜんと呟つぶやく様に言い――そしてすぐに省吾は気付いて叫んだ。

「貴方は何をやってるんですか！」

〈イコノクラスト〉は省吾に許された唯一にして最強の戦力だ。

　誰だれかに奪われる訳にも、壊される訳にもいかない。

　故に――

「迂う闊かつに触れば自爆――」

「ハッタリだろ？」

　にやにや笑いながらレオンはあっさりそう断じた。

「アンジェリットは機械工学にも通じてる。そもそも〈イコノクラスト〉の設計の一部も彼女の手が入ってる。そんな仕掛けが在れば分からない筈はずはないんだよ」

「…………」

　省吾は黙り込むしかない。

　そう――それは考えてしかるべきだった。

　日本語を操るレオン。

　セネカと似た女性。

　それはつまり――〈レネゲイド〉の関係者であると考えるのが一番無理が無い。それもメリニ達の様な、姫ひめ巫み女こに近い立ち位置に居る人間だ。レオンが救世主ならば当然、その側そばに侍はべるアンジェリットは〈イコノクラスト〉について相応の知識を持っていると考えるべきだろう。

「安心しろよ」

　戦せん慄りつと慚ざん愧きの表情で固まる省吾に肩を竦すくめてレオンは言った。

「『血族』の連中には伝えてない。俺おれと『血族』の連中は協力体制にあるが、目的が同じ仲間――という訳でもないからな。俺としても『血族』に〈イコノクラスト〉を解体されると困るんだ」

「…………」

　省吾はレオンの言葉を吟味する。

　レオンはああ言っているものの――明らかに『血族』の内部事情に通じている。その彼が『分解されると困る』という以上、『血族』は〈イコノクラスト〉をこのままの形で使用する気は無いらしい。

　此こ処こでまた……一つの疑問が浮上する。

『血族』は何を目的として〈イコノクラスト〉を奪取したのか……？

「レオン・スプリングフィールド……貴方の目的は？」

「まず上がって来い」

　レオンは言った。

　ついでに〈イコノクラスト〉の首元から垂れ下がった縄なわ梯子ばしごを叩たたいてみせる。どうやら昨日それを伝って省吾が降りてから、そのままになっているらしかった。

「話は『中』でしよう。その方が周りの耳を気にしなくて済む。いくら日本語で会話していても、花畑の真ん中で密談――じゃ落ち着かないからな」

「……分かりました」

　言って省吾は縄梯子に手を掛ける。

　とはいえ少女を――それも盲目の子を連れて縄梯子を上れる程、省吾も器用ではない。僅わずかに躊ちゆう躇ちよした後、これも彼女を自分から引き剥はがす良い機会だと考えて省吾はトリファスキアータを振り返った。

「トリファ。君は此こ処こで――」

　言いかけて。

「――！」

　次の瞬間……彼の身体が浮かび上がった。

「これは――奇き蹟せき術？」

「はい」

　驚いて振り返る省吾の服の裾すそを摘つまみながらトリファスキアータが微笑ほほえむ。

　彼女の全身がぼんやりと輝いて見えるのは錯覚ではなかろう。彼女自体が放っているのだ――聖光を。その血に宿る『神』の力で。

　考えてみれば当然だ。

　トリファスキアータも『血族』である以上はその身を触媒に奇蹟術が使える。恐らくタエニアータが言っていた――『血族』たるかどうか省吾の身体を調べたのも彼女だろう。

「お役に立てましたでするか？」

「あ……ああ…………」

　天てん真しん爛らん漫まんとも言うべき笑みを浮かべて聞いてくる少女に、省吾は若干躊躇ためらいがちの返事をする。

　今の省吾とトリファスキアータの状態について最も簡単な表現は『空中浮遊』だろう。

　だが……ただ『浮かぶ』のとは随分と感じが違う。

　単純に浮遊するというのではなく足下がそのまま持ち上がっているかの様な感覚なのである。少なくとも足の裏は確固とした平面を踏みしめている感覚が残っているし、空中に吊つり下げられている様な不安感も無い。それでも十数メートルを支えも無く持ち上げられるのは若干肝が冷えたが。

「ふふん？」

〈イコノクラスト〉の上で待っていたレオンがからかう様な表情で省吾とトリファスキアータを見比べる。

「なかなか健気けなげで可愛かわいらしい子じゃないか？」

「…………」

　顔をしかめて省吾はレオンを睨にらみ付ける。

　レオンは開かれたままの鉄扉から退いて二人を〈イコノクラスト〉の御者室に招き入れながら何ど処こか斜に構えた笑みを見せた。

「そう怒るなって。いちいち真面目に怒っていたらきりが無いぞ。このソロンではな」

「……分かってます」

　言って省吾はトリファスキアータと共に御者室の中に入った。

「…………」

　黙ってレオンに付き従っていた娘二人――アンジェリットとデュメリリエが鉄扉を閉める。ごつんと鈍く重い音と共に内と外が峻しゆん別べつされた。

　元々御者室は〈イコノクラスト〉を操る救世主一人の為の部屋ではある。

　言ってみればそれは操縦室だ。ただ操縦室という言葉から連想されがちな狭苦しさは此こ処こには無い。何か技術的な必然なのか、単に整備の便宜を図る為なのか、とりあえず五人が床に座れる程度の広さはあった。

「さて――何から話したもんかな」

　レオンが苦笑めいた表情で言う。

　やはり日本語である。

　恐らくトリファスキアータに内容を聞かせる積もりは無いのだろう。アンジェリットの方が日本語を理解しているかどうかの確信は省吾には無かったが……もし彼女が省吾にとっての姫ひめ巫み女こ達に相当する存在ならば、日本語は理解していてもおかしくはない。ディメリリエについては本当に分からなかった。

「先まず貴方の正体です」

　省吾は無ぶ精しよう髭ひげの若者を真正面から見据えて言った。

「といっても大体の想像はついてます。俺おれの前に召喚された救世主――違いますか？」

「……御明察」



    

  
    
      



    

  
    
      　レオンは肩を竦すくめて見せた。

　何というか……仕草の一つ一つに余裕の様なものが感じられる。これが先にソロンに順応しているが故なのか、単にこの人物の性格なのかは分からないが。

「順番で言えば俺おれは二番目だ。君はどうやら四番目らしいが」

「……二番目？」

　では一番目と三番目はどうなったというのか。

　そんな省吾の懸念を察したかの様に――アンジェリットが言った。

「一番目の救世主は〈イコノクラスト〉の起動実験の際に死亡しています」

　彼女の台詞せりふも日本語である。

　やはりこの娘も姫ひめ巫み女こ達と同様に日本語が扱えるのだ。

「三番目の救世主は召喚されてすぐに〈イコノクラスト〉に乗り、その後、精神に異常をきたしてしまいました」

「…………」

　省吾の脳裏にあの囁ささやきかけてくる『声』が蘇よみがえる。

　今のところ省吾自身は正気を保ててはいるが……あんなものに四六時中囁かれていれば、心が壊れる事もあるのかもしれない。あるいは省吾の時は上う手まくいっているだけで、そもそも〈イコノクラスト〉に接続される事そのものがひどく危険な事なのかもしれない。

「そもそも一代目の死に様も凄すさまじかったらしいんだが……正直、普通に〈イコノクラスト〉に乗って起動実験に付き合っていれば、次に壊れてたのは俺だったろうな」

　言ってレオンは苦笑を浮かべる。

「たまたま〈イコノクラスト〉の危険性については俺はアンジェリットに説明を受けたから、人体実験に使われる前に逃げ出した訳だが……」

「……すると」

　省吾は恐怖とも焦燥ともつかない感覚に鼓動が早まるのを感じた。

　単に『たまたま個人差の問題で自分は問題が無かった』と楽観的に片付けて納得してしまう様な考え方は、今の省吾には出来ない。

　元々問題が在ったものが問題なくなっている以上――それを偶然の一言で片付けるのは脳天気に過ぎる。そこには何らかの問題解決の為の行為が行われた筈はずなのだ。

　そしてそれは必ずしも健全な努力とは限らない。

　つまり……

「俺が今〈イコノクラスト〉に問題無く乗れているのは――」

「はい。恐らく第三代目を用いた調整実験の成果です」

　事も無げにアンジェリットは言った。

「……そんな」

「まあこれについては今更どうこう言ってもしょうがない」

　レオンはあっさりそう言った。

　確かにそれは省吾のせいでもレオンのせいでもなかろう。

　とはいえ自分が明らかな犠牲の――いっそ生いけ贄にえと言っても良いだろう――上に築かれた技術で守られている事を思うとやはり気分は良くない。

「二十世紀の医学の発達が、ナチスの人体実験資料のお陰ってのは常識だぜ？　自分が事態に関与する前に終わっていた悲劇に対して、いちいち気に病んでも無駄なだけだ」

「それは……そうかもしれませんが」

「とにかく現在――香芝省吾、君は問題なく〈イコノクラスト〉を操れている。それが重要なんだよ」

　そう言ってレオンは省吾を指差してくる。

「貴方の目的は一体何なんですか？　『血族』とは違うってさっき言ってましたけど」

　ちらりと省吾はトリファスキアータやデュメリリエに視線を向けてみるが、『血族』の娘と少女は特に省吾達の会話に反応を示していない。トリファスキアータの場合は単に日本語が分からないだけだろうが――デュメリリエも同じなのだろうか。それとも分かった上でとぼけているのか。

「ぶっちゃけ――」

　頬ほおを人差し指で掻かきながらレオンは言った。

「俺おれの目的はこの〈イコノクラスト〉を使って送還儀式を行う事だ」

「そうかん……ぎしき？」

「『送る』に『還かえる』で送還さ。儀式はそのまんまだな。要するに俺達を召喚した奇き蹟せき術の反対をやるって事だな」

「……あ」

　そこで省吾は思い出した。

　自分がこの世界に初めて呼び込まれた時――解体された〈イコノクラスト〉とそれを用いた儀式用の魔法陣みたいなものが確かに『聖せい廟びよう』地下には施されていた。

　あの当時は状況も何も分からなかったので、周りの風景の細かい部分にはあまり注意を払っていなかったが――普段、『聖廟』でも厳重に厳重に保管されている〈イコノクラスト〉を無意味に持ち出してきたりはすまい。となれば恐らくあの場に〈イコノクラスト〉が置かれていたのは一つの必然という事になる。

　つまり――

「ソロンと異世界を繋つなぐのは理論上、恐ろしく高度な上に大量の『聖体』を必要とする超大規模奇蹟術式だ。〈レネゲイド〉といえども『聖遺物』無しでは不可能だったろう。だが逆に言えばこの世界で最も進化した半自動奇蹟術機関――即ち〈イコノクラスト〉の機能を上う手まく使えば、送還の奇き蹟せき術を発動させる事も充分に可能なんだよ」

「……そんな……事が？」

〈イコノクラスト〉を使えば元の世界に帰れる。

　そんな事は考えてもみなかった。これはあくまで対『代行者パニツシヤー』用の兵器だと省吾は把握していたからだ。

　だが改めて言われてみればこの世界で奇蹟術の源たる『聖体』を最も大量に持っている上に最先端の奇蹟術機関はこの〈イコノクラスト〉である。当然――他に類を見ない程の大規模かつ複雑で高度な奇蹟術を操れるのはこの〈イコノクラスト〉をおいて他ほかに無い。

「少なくとも理論上は何度も検証しています」

　アンジェリットが淡々とした口調で証した。

「つまりな」

　身を乗り出しながらレオンは言う。

「逃げてしまおうって訳だ――このソロンから」

「に……逃げる!?」

「そうさ」

　大きくレオンは頷うなずいてみせる。

「けれどそんな事をしたら――」

　多くの人間が死ぬ。

　省吾が何度も何度も見てきた様に――大量の人間が『代行者』によって苦しめられながら死んでいく。そしてそれを止められるのは〈イコノクラスト〉とそれを駆る異世界人の救世主だけだ。

「沢山の人を見殺し――」

「別に今に始まった事ではないだろ？」

　平然とレオンはそんな事を言ってきた。

「え……？」

　虚をつかれたかの様に瞬まばたきする省吾。

　そこへ畳み掛ける様にレオンは言葉を繋つないだ。

「はっきり言ってしまえば俺おれや君にはこの世界――ソロンの為に命懸けで闘う義理なんてのは何も無い。無理矢理連れてこられて『救世主』の役目を背負わされただけだ」

「それは……その通りですけど」

　だからこそ〈レネゲイド〉は姫ひめ巫み女こ達を省吾の周りに配置し、下に置かぬ扱いをしたりしていた訳だし、更には花梨を人質に取ったりもしたのだ。

　だが……

「だが伊だ達てや酔狂で『救世主』なんてのをやり通す事が出来るか？　見ず知らずの連中の為に君は命懸けで闘う事に――何の疑問も持たないのか？」

「…………」

「俺おれとしてはこのアンジェリットさえ連れて行けるのなら、元の世界に逃げるのに何の躊躇ためらいも無いぞ。俺にしてみればこの世界がどうなろうと知った事じゃない」

「ちょ――ちょっと待ってください、そんな」

「ひどい事――か？」

　省吾の台詞せりふの先を読む様にレオンが言った。

「じゃあ聞くが。君は、日本に居た時、何をしていた？」

「え……？」

　唐突な問いに省吾は戸惑う。

　だがレオンは構わず更に言葉を繋つないでいく――

「普通の生活を送っていたんじゃないか？　親に養われて学校に通って。普通に飯喰くって、ゲームで遊んだりして」

「それは――そうですけど」

「だが君がそんな生活を送っている時、同じ地球の何ど処こかじゃ戦争が起こっていて、飢き饉きんが起こっていて、犯罪が起こっていて、何十何万って人間が秒単位で死んでたよな？」

「…………」

　それは――その通りだ。

　その程度の事は省吾だって知っている。人類が生まれて以来、いつも地球上の何処かでは戦争が起こっていて、何人もの人間が死んで居る事を。自分が学校の帰りに友人達とハンバーガーショップでセットメニューを気楽に食い散らかしているその瞬間にも、地球の何処かでは飢えの果てに死んでいく者達が居る事を。

「それについて君は何かしたか？」

「それは――」

「ああ。勘違いしないでくれ」

　苦笑を浮かべてレオンは片手を挙げる。

「俺は君を責める積もりは無い。全くもってそんな気は無いしそんな資格も無い。ただ分かって欲しいのは、俺が何の考えもなく『逃げる』と言っている訳じゃないって事だよ」

　言ってレオンは溜ため息いきをついて見せた。

「俺達は神様じゃない」

　何処か皮肉な口調で彼は続ける。

「自分に関係の無い物事にまで責任は取れない。出来る事は限られている。自分の身の回りの事をするので精一杯だ。少なくとも――『世界を救う』なんて大それた野望は俺には無いし、そんな積もりも無い。俺はただ――」

　レオンは頭上を――それは御者室の天井が在るだけだが――仰ぎ見て言った。

「こんな世界で『代行者パニツシヤー』なんて訳の分からない代物に殺されたくないだけだ」

「それは……」

　気持ちとしては分かる。

　確かに何の関係も無い――それまでは存在する事さえ知らなかった異世界にいきなり連れてこられて、訳の分からない、下手をすれば精神が崩壊する様な危険な兵器に乗せられて、闘う義理なんて何ど処こにも無い。

　逃げ出したいと思うのは当然だし――還かえる手段が在るというのならそれを手に入れようとするのは当然の事だろう。

　しかし……

「とにかく――〈イコノクラスト〉を充分に使いこなす事が出来れば、俺おれや君は元の世界に帰る事が出来る。必要なら自分の近しい人間も連れて行く事も可能だろう」

「…………あ」

　脳裏を過よぎるのはメリニ……そして姫ひめ巫み女こ達だ。

　確かに今の省吾にとって、どうしても見捨てる事が出来ないソロンの人間と言えば今のところ、彼女等だけである。一時期生活を共にした〈エクノドラス真教会〉の人々についても脳裏を過ったが――〈エクノドラス真教会〉の者達の『聖戦』と、モーリィの死を間近に見た省吾は、彼等が生きているとは思っていなかった。

「だが既に〈イコノクラスト〉は香芝省吾、君向けに調整されていて俺には扱えない。きちんとしたバックアップも無しに、下手に扱おうとすればそれこそ第三代目の二の舞だ。だから俺としては君に協力を頼みたいわけだよ」

「俺に……一緒に逃げろって言うんですか？」

「まあそうなるな」

　レオンは肩を竦すくめた。

「無論、君が帰りたいと別に思わないのなら、君はこっちに残って、俺達だけを送り出してくれたっていい。だが恐らく機会は一度きり――まさか〈レネゲイド〉も二度も三度も送還奇き蹟せき術式を使うのを黙認してはくれないだろうし、その様な隙すきも見せないだろう。そもそも『聖遺物』を高い率で活性化させるのは非常な危険を伴うとされているからな」

「…………」

　省吾は唇を噛かんだ。

　還りたい。それは間違いが無い。あの平和な日本に戻りたい。今ではかつての自分がどれだけ幸せな世界に身を浸していたのか――痛切に実感出来る。

　しかし……

「というわけで、君に協力を頼みたい。送還奇蹟術式はアンジェリットが組み立ててある。君は彼女の組み立てた術式に従って〈イコノクラスト〉を操ればいい。俺おれ達はこの狂った世界から逃げ出す事が」

「それは――」

　レオンの台詞せりふに覆い被かぶせる様にして省吾は言った。

「出来ません。俺は、人質を取られています」

「人質？」

「はい。俺の――従姉妹いとこです」

「……従姉妹がどうして……？　……ああ。いや――成る程な」

　レオンは頷うなずいた。

「『血』に引かれたか――一緒にこちらに引きずり込まれた訳か」

「……『血』？」

　引っ掛かる単語を耳にして問い質す省吾。

「『血』って――そういえば」

「うん？」

「『血族』の人達が――俺が『神』の血を引いていると」

「ああ」

　レオンは苦笑を浮かべてちらりとトリファスキアータを見た。

　日本語を知らない『血族』の少女はきょとんとした表情で省吾の側そばに座ったままである。

「最初に気付いたのはアンジェリットなんだがな。確かに俺達は『神』の血を引いてる。俺も――君もだ」

「……ど……どういう意味なんです？」

「そもそも」

　レオンは人差し指を立てて言った。

「どうして『救世主』は日本人ばかりだと思う？」

「……え？」

　救世主は全員が日本人。

　初耳だ。

　だが確かにレオンも――確か『ササハラ』という日本人の姓を持っていた様に思う。

　という事は死んだという第一代も、壊れたという第三代も、日本人だったという事か。

　いや……よく考えればこれも当然の事だ。

　毎回召喚された人間の国籍が違うなら、姫ひめ巫み女こ達がわざわざ日本語を覚えている筈はずがない。それが必然なのか偶然なのかはさておき――今まで召喚された『救世主』はいずれも日本人だったという話は確かに筋が通っている。

　だが……

「召喚術式は、神の『血』に共鳴する人間をこちらの世界に引きずり込むものだからさ」

「え？　……え？」

「そもそも奇き蹟せき術はあくまでこちらの世界の物質を操る技能です」

　レオンに代わってアンジェリットが説明役を買って出る。

「貴方達の世界の物質に干渉する事は本来、出来ません。貴方達の世界の人間を『引きずり込む』事は出来ないのです。何らかの因果の糸――何らかの繋つながりがこちらの世界に無いと、貴方達の世界の人間をこちらに呼び込む事は出来ないのです」

「そうだな……例えば」

　レオンが首を傾かしげて言った。

「こういう風に思ってくれ。この場合の奇蹟術は、言ってみれば『架け橋』だ。確かに河のこちら側から橋を架けていって、向こう岸のすぐ側そばまで届かせる事は出来る。だがそれだけなんだよ。向こう岸を歩いている人間を無理矢理呼び込む事は出来ない。何な故ぜなら、河の向こう岸は、奇蹟術の干渉出来る物質ではないからだ。此こ処こまでは分かるか？」

「…………なんとなく」

「だから此処で『血縁』――まさしく『血』の『縁』だな――これを使う。『聖遺物』によるある種の共鳴現象によって向こう岸を歩いている人間を、橋まで呼び寄せる訳だ。掴つかんで引き寄せる事は出来なくても、声を掛けてこちらに歩いて来させる事は出来る。無論これは比ひ喩ゆだから実際に声掛けて呼ぶ訳じゃないが」

「じゃあ……」

「――そろそろ気付いたか？」

　レオンはにやりと笑って見せた。

「そうさ。そもそもこの世界に最初にやってきてこの世界を――世界すら無かった此処に、世界という秩序を打ち立てたのは、恐らく俺おれ達の世界の人間だよ」

「……!!」

「此処から先は記録と推測でしかありませんが――」

　アンジェリットが自分の額に人差し指を当てて言った。

「何らかの偶然――事故によりこちらに飛ばされてきた『神』は、『世界の基』とも言うべき素材物質に充ち満ちていた虚無の中で、意志を働かせ、世界を創ったのだと考えられます」

「光あれ――ってなもんだな」

　何かを捧ささげ持つかの様に両手を掲げてレオンが口を挟んでくる。

「その際、ありとあらゆる素材物質には『神』の命令を聞く様にとの記述――〈存在子イグジス〉が埋め込まれる事になった訳ですが、この〈存在子〉の反応条件は、神の『血』……そちらの世界で言う処ところの『遺伝情報』ではないかと思われます」

「遺伝情報……遺伝子？　ＤＮＡ？」

「多分な」

　とレオン。

「奇き蹟せき術を使うのに『神の身体の一部』が必要なのはそういう事さ。とにかく何でもいいから遺伝情報の入った細胞が必要って事だな」

「…………」

　省吾は絶句していた。

　何というか――てっきりファンタジーだと思い込んで始めたゲームが途中からいきなりＳＦになってしまったかの様な……奇妙な驚きと違和感が在る。まさかこのソロンで『遺伝情報』などという言葉を聞く事になるとは思ってもみなかった。

　だが……

「そして、そちらの世界での血縁者――子供か、あるいは兄弟姉妹か……極めて近い『血』を持つ者、『神』に比較的近似の遺伝情報を持つ子孫が、貴方やレオン様、そして同じくこちらに召喚された貴方の従姉妹いとこであると考えられます」

「花梨が……一緒に召喚されたのは、偶然じゃなかった……？」

「だろうな。もっともこの理屈は〈レネゲイド〉の人間ですら知らないだろう。たまたま俺おれとアンジェリットが奇蹟術式の実験をしていて気付いた事だからな。俺にしたところで、ちょっと前までは擬ぎ神しん杖じよう使って奇蹟術扱ってたよ。間抜けな話だが。

　何にせよ――『神』の遺伝情報の流れをくむ子孫が全て『血族』というのであれば、広義では俺も君も『血族』の定義に当てはまる。俺や君は、そこのお嬢さんと先祖を同じくする遠い遠い親戚って訳だ」

「…………」

　省吾は――やはり眼を瞬まばたかせて不思議そうに、日本語の会話を聴いているトリファスキアータを振り返る。

「ショウゴ様？　どうかなさったのですか？」

「あ……いや……」

　無論、従姉妹だのはとこだの……そんな次元の話ではないのは分かっているが、それでもこの少女と自分にある種の血縁関係が在るのだと言われれば、奇妙な気分になる。今まで会った事の無い親戚をいきなり誰だれかの葬式で紹介された様な――そんな感じだ。

「他ほかにご質問は？」

　少しおどけた様な口調で言ってレオンが肩を竦すくめてみせる。

　省吾は少し考え――そして問う。

　未まだ分からない事が一つ残っていた。

「『血族』って――何の為に『聖遺物』を欲しがってるんですか？」

　そもそも何なに故ゆえに『血族』は今回の強奪を企たくらんだのか。

　彼等の目的は『神』を再び生み直す事だという。

　ならば〈イコノクラスト〉などどうでもいい筈はずだ――既に死んだ『神』の遺体なぞ。

「ああ……それは」

　微妙に表情を歪ゆがませてレオンは言った。

　それが嫌悪感なのだと気付いて省吾は訝いぶかしむ。

　この飄ひよう々ひようと身も蓋ふたもない事を言う第二代『救世主』が忌む事柄とは――一体何か。

「『聖体』や『聖遺物』は腐らないだろう？」

「え？　あ――そうなんですか？」

　省吾の問いにアンジェリットが頷うなずく。

　そういえば考えた事も無かったが……『遺体』だというのなら腐っても当然である。省吾としては単純に防腐処置でも施されているのかと思っていたが――

「これはこの世界の現象が――もっと細かく言えば細菌や微生物による各種発酵現象その他が、『神』の肉体に干渉出来ないからです。意志を持って攻撃すれば別ですが、知性の無い微生物では、『神』を構成する物質に何ら影響を及ぼせません。これは奇き蹟せき術の原理の一部……つまり『神』は一方的にこの世界の物質に干渉する存在だという事です」

「は……はあ……」

　成る程――確かに腐って無くなってしまう様なものは『聖遺物』と呼べまい。それはそれそのものが一つの奇蹟として存在しているのだ。

　だが……

「まあとにかく、だ」

　難解な言い回しに困惑する省吾に、レオンが取りなす様に言う。

「『神』の肉体は死後もそのまま、生前とほぼ同じ状態で残っている。ならば――此こ処こもそのままの状態で残ってる筈だよな？」

　言って――レオンは自分の股こ間かんを指差した。

「え……？」

　何度目かになる間の抜けた声を漏らして。

　そして――

「え？　でも――いや、そんな、まさか」

「少なくとも『血族』が居る以上、『神』の、精子が在ればソロンの女は『神の子』を身ごもる事が出来る――少なくともその可能性が在るよな？」

「ちょ……ちょっと待ってください、まさか、彼等は死体から――」

「取り出す積もりなんだろうな、『神』の精液を」

　さすがに彼でもおぞましいと感じるのだろう――レオンは表情を忌まわしげに歪めながら言った。

『神』の死体を解剖し。

『神』の精液を採取し。

　そして――

「…………」

　省吾はトリファスキアータの無む垢くな表情が漂う可愛かわいらしい顔を見つめる。

　彼女の姉妹達――『神』の母胎たる事を目指す『太母グレートマザー』候補者達。

　たまたまトリファスキアータは省吾の元に配された。

　だが他の候補者の中には……

「ただ……彼等も『品種改良』が上う手まく行くとは限らない事は知っている。というかさすがにもう気付いている。近親交配を何世代も故意に続けてれば、何らかの問題が出てきて当然だ。『血族』には肉体的にも精神的にも壊れている奴が生まれる確率が高い。次の世代の『品種改良』に使えそうな者達は残されるが、そうでない連中は処分される」

　さらりと恐ろしい事をレオンは言った。

「処分って…………！」

「具体的にどうしているのかは知らないがな。まあぶっちゃけ――『血族』も行き詰まっていた様だな。充分に血は濃くなっているのに『神』が生まれない。近親交配を繰り返した結果として新生児に何らかの問題が生じる確率は異常に高い。成長しても途中で気が触れたりする奴も多い。だが延々と繰り返してきた悲願だけに今更辞める訳にもいかない」

「…………」

「そんな時に『神の血』を引く救世主様が、『神』の遺体を再利用した兵器で大暴れしてるんだ――そりゃ何とか手に入れて状況打開の方法にしたいと思うよな。まして腐らない『種』付きとなりゃあ……」

　おぞましい話である。

「……ひょっとしてそこの、貴方と一緒に居る『血族』の人は」

　省吾は先程から身じろぎ一つしない『血族』の女――ディメリリエを見て言った。

「貴方にあてがわれた……『太母』候補者ですか……？」

「今じゃ俺おれの監視役になってるがね」

　言ってレオンは肩を竦すくめる。

「元々俺はそんなに『神の血』は濃くないらしいな」

　そういえばタエニアータがそんな事を言っていた様に思う。

　レオンは『近くない』。省吾は『近い』。

　あれはつまり『神』の原型にどれだけ近い遺伝子を持っているかという事を指し示していたのだろう。

「まあ時間の流れが俺おれ達の世界とソロンで同じだとしたら――その『神』になった御先祖は相当昔の人間だろうし。遺伝子なんざ拡散しきってるだろう。俺と君も互いに顔見知りの親戚って訳じゃないしな」

「そうですね」

「ただ……『神の血』を引いている奴は沢山居ても、それぞれ『濃さ』が違うんだろう。たまたま俺達がその中でも先祖に近い遺伝情報を持っていて、その中でも俺と君を比べれば君の方がより『濃い』って事なんだろうな。連中の判別法はどうも呪まじないじみていて胡う散さん臭くさいんだが、奇き蹟せき術を応用しているから全く根拠が無い訳でもないんだろう」

「…………」

「ところで『社やしろ』は見たよな？」

「え？　あ……はい？」

「『お務め』の場は見たみたいだが――その様子だと『選び』の間は見てないか？」

「『選び』――の間？」

「そう名付けられた部屋では、各種奇蹟術式を使って『血族』から集められた子供達が『選別』を受けている。どれだけその身に備わった遺伝子が『太母グレートマザー』や……その相手の『太父グレートファーザー』に相応ふさわしいか――ってな」

「…………」

「一定年齢未満の子供達は、あの『社』の奥に集められて、そこでどれだけ『血族』の役に立つのか――どれだけ次の世代の繁殖に使えるかが選別される」

「…………」

「極めて優秀、と判断された子供は、それこそ生殖可能な年齢になった途端に子作りを始める。誰だれと誰を組み合わせるかはまあ、長おさやその周りの連中の采さい配はいだが、何せ優生学も遺伝学もろくに知らない、荒っぽくていい加減な経験則だけで『品種改良』やってる連中だ――どの組合せがどんな成果を生み出すのか、実ははっきりした理論は無いんだよな」

「無茶苦茶だ……」

　やはり何か確信が在ってあの『お務め』をしていたのではないらしい。

　現に『神』が存在した痕跡が在り――同時に〈落とし子〉などという化け物が徘徊するこの世界では、ダーウィンやメンデルに相当する人間が出てくる素地が成立し得なかったのだろう。

「そう、無茶苦茶だ。で――これで上う手まく行かなかった『血族』は処分されちまう。性行為が出来ない、あるいは妊娠出来ない、そういった、『血族』の目的に寄与出来ない連中だな。後は生まれてすぐ、重大な障害が見つけられればそういった連中も処分されるみたいだ」

「…………」

「そもそも『太母グレートマザー』なんて大層な物言いをしているが、実際には生まれてくる『血族』の三割以上が候補者としての遺伝形質を備えているそうだからな。結局、なんだかんだと理屈をつけて選別をかけないとどうしようもないんだろう」

「まるで家畜の品種改良――」

「だから品種改良以外の何物でもないんだよ、連中にとっては」

　溜ため息いき混じりに言うレオン。

「その子も――君も。子宮と種馬でしかない」

「……そんな言い方……！」

　食って掛かろうとして――しかし省吾は自らを抑えた。

　恐らくレオンは間違っていないだろう。

　この〈園ガーデン〉においては省吾の持つ倫理観など何の意味も無い。この『血族』達は少なくとも数百年間この狂気の品種改良と選別淘とう汰たを繰り返してきたのだ。その時間的な重みは省吾の言葉でどうこうなる様なものではあるまい。

「その子をどう扱おうが君の勝手だが……中途半端な道徳心だの倫理観だのは的外れだぞ。その子が普通に恋をしてその相手と結ばれるなんて可能性は万に一つも無い。生まれた時から『血族』という体制システムに組み込まれてるんだ。他ほかに生き方なんて知らないし、出来ないだろう。むしろその子の此こ処こでの幸せを思うなら抱いてやれ」

「そんなッ……」

　無論――省吾も男だ。

　トリファスキアータの様な美しい少女に性欲を感じない筈はずも無い。

　だが省吾は愛情を伴わない性交セックスがどれだけ虚むなしく味気ないものかを――そして逆にそれを伴う行為がどれだけ気持ちが良くて、心を満たしてくれるものかを知っている。特に前者は思い知らされている。

　だから……

「俺おれは――そんな」

　呻うめく様に言って俯うつむく省吾を、やや呆あきれた様子で眺めるレオン。

　その時――

「やれやれ。君はモラリスト――…………ん？」

　唐突に省吾達の視界を何かが過よぎった。

　ふわりと――まるでタンポポの綿毛の様な、小さく白いものが何ど処こからともなく御者室に舞い込んでくる。

　ただしそれはただ白いだけではなく……淡く発光すらしていた。

　デュメリリエが手を伸ばしてそれを掴つかむ。

　彼女はそのまま握りしめた手を自分の側頭部に近付けると、開いた掌てのひらを耳に――フード越しに耳の辺りへと押し当てた。

「……何か連絡か？」

　とレオンが尋ねる処ところを見ると、どうやら通信用の奇き蹟せき術らしい。

「……レオン様」

　デュメリリエがレオンを見て――そしてフードが揺れる。

　どうやら省吾の方を一いち瞥べつしたらしい。

「よろしいですか？」

　とは省吾の前で言って良いのかという確認だろう。

　レオンは頷うなずいて言った。

「構わない」

「分かりました。『代行者パニツシヤー』が――」

　デュメリリエは言った。

「トロパンカの街に四体の『代行者』が出現したと」



　　　

　トロパンカの街は大混乱に陥っていた。

　無理も無い話である。

　通常――『代行者』は一体ずつしか出現しない。歴史上『代行者』達は交互に現れては人々を蹂じゆう躙りんし、また消えていった。数百年の積み重ねの中でそれは事実となり常識となって人々の意識の中に根を降ろしていた。

　無論……〈イコノクラスト〉の初陣以降、『代行者』が複数出現する事が在るのは確認されている。だがこれはあくまで〈レネゲイド〉や一部の広域的情報網を持っている組織に限定され、そうした情報を聞かされた者達も、その事実にあまり現実味を感じられないでいたのだった。

　だが……今。

　現実にトロパンカの街は四体の『代行者』に包囲されている。

　東西南北――几帳面な程にきっちりと四つの方角に定位した自立する四つの巨大な影。近付くでも遠ざかるでもなく、ましてや消えるでもなく、『破滅の使者』は黙然とその巨大な――しかし全く厚みを持たない――平面を晒さらしていた。

「……殺される……俺おれ達殺されるんだ……！」

「逃げろ――逃げないと」

「何ど処こに……逃げられるっていうのよ……!?」

「……救世主は未まだか？　救世主は……！」

「そんなもん居る筈はずねえだろ？　デマに決まってるだろ！　黙れよ！　うるせえよ！」

「俺おれは――聞いたぞ、巨大な黒い巨人が――」

「うるせえ!!」

　…………

　そも四方を囲まれていては街から脱出する事もままならない。『代行者パニツシヤー』の影響圏内に入ってしまえば人間は瞬時に〈存在子イグジス〉に干渉を受けて粉末状にまで分解されてしまう。

　無論、四体それぞれの影響圏の範囲外を縫う様にして移動すれば、死を避ける事も可能かもしれない。

　だが――『代行者』の影響範囲は目で見て分かるものではない。それが変形あるいは拡大しないという保証も無い。一般人に正確な影響範囲半径の数字が分かっている訳でもない。現実問題として逃げる為の『安全な経路』が全くもって分からないのだ。

　無論、それでも恐慌状態の者が無理矢理に脱出を試みる事は在ったが、いずれもが影響圏の見切りを誤り、文字通りに灰かい燼じんに帰した。そしてこれがまた街の住人達の恐慌を拡大させる結果となっていた。

　荒野に屹きつ立りつする『代行者』達は何もしていない。

　ただそこに存在しているだけだ。

　だがそれなのに勝手に人間達は自滅していく。恐怖と絶望に囚われ、自暴自棄となり、人間同士で生命を、貞操を、財産を、食料を、諸々のものを奪い合い、勝手に疲弊してつぶし合いをしている。

　街のあちこちからは火災の黒煙が立ち上り、女子供の悲鳴が響き渡り、地面や建物の壁には血がべっとりと付着していた。

　そんな中――

「…………意外に効果的だ」

　ボロ布を纏まとった少女が、街の裏路地を歩いている。

　歩きながら喋しやべっている。

　だが傍らには誰だれが居るでもない。まるで独り言の様に言葉を淡々と紡ぎ出しながら、少女は超然と――街の騒乱状態などまるで我関せぬといった様子で歩いている。

「複数による包囲も今後は定期起動の際に検討するのはどうか」

　呟つぶやく少女の背後でゆらりと人影が揺れる。

　振り返る少女の襟元――とも言えない衣装だが――を節くれだった手が掴つかんだのは次の瞬間だった。

「はあっ……はあっ……はあっ……ど……どうせ」

　太い腕が少女を無理矢理地面に押し倒し、身に着けているボロ布を剥はぎにかかる。

「どうせ死ぬんだ……！」

　襲い掛かってきたのは街の住人らしい中年男だった。

　既に半ば以上正気を失っているのか――眼は血走り、口の端からは泡を噴き、呼吸も荒く、しかし狂気に冒された者特有の、有り得ない程の膂りよ力りよくで少女の身に帯びる唯一の衣装を引き裂いていく。

「どうせ死ぬんだぁっ!!　死ぬしかねぇんだ！」

　薄汚れた布からは想像もつかない様な、白く染み一つ無い裸体が露あらわになる。

　ボロ布の下は全裸――そんな異様な格好に、疑問を抱く余裕はもうその男には無い。

　一方で……

「……確かに問題の『黒い巨人』との相乗効果だという可能性も考慮すべきか」

　明らかに正気を失った男に組み敷かれ、衣服を奪われながらも、少女の表情は変わらない。それどころか独り言をぶつぶつと呟つぶやき続けている。

「……肯定する。肯定する。ならば『黒い巨人』排除後も、『黒い巨人』に相当する存在をこちら側で造り上げて演出する方法を提案する…………肯定する。否定する。否定する。肯定する。無論その場合における複数の……」

「大人しくしろ……大人しくしてたら、死ぬ前に気持ちいい事……」

　全く会話は噛かみ合わないまま――そもそも噛かみ合わせる気も双方共に無い様ではあったが――行為だけが進んでいく。荒々しい、愛あい撫ぶとも呼べぬ手の動きが白い肌を押さえ、引き、歪ゆがめていく。少女の抵抗が皆無に等しいと分かると、男はもどかしげに自分の腰のものを脱ぎ捨てて、本格的な陵辱にかかった。

　だが――

「……肯定する。肯定する。否定する。現時点では『黒い巨人』の排除を最優先課題と設定すべきである。未まだ『黒い巨人』の能力上限値は不明であり行動予定の中に組み込むのは危険性が高すぎると判断する。肯定する。肯定する。肯定する」

　そこに居ない誰だれかと何かの会議でもしているかの様に少女は淡々と呟きを続けている。

　男が呻うめき声の様なものを上げながら腰を突き上げてきても、その表情は全く歪まない。まるで男の存在そのものを認識していないかの様だった。

「肯定する。――よって現状維持のまま待機する」

　そう言って。

「…………」

　少女は初めてその瞳ひとみの焦点を自分の上で腰を振っている男に合わせた。

「う……うう……うおっ……」

　獣じみた喘あえぎ声を漏らす中年男。

　その顔面に――少女の白い繊せん手しゆが絡み付いた。

「……う……？」

　一瞬、快楽に歪ゆがんだ表情の中に怪け訝げんの色が混じる。

　だが……

「…………う……うぎげっ!?」

　それは次の瞬間、鮮やかな紅あかに染まった。

　少女の指が男の眼がん窩かに突き込まれたからである。伸びていた爪つめは易やす々やすと脆ぜい弱じやくな眼球に突き刺さり、貫き、その奥の視神経にまで達した。達して更にそれらをまとめて掻かき回して破壊を広げていく。

「ぎがげ……があが……がああああがががが」

　がくんがくんと少女を貫いたまま男が痙けい攣れんする。

　咄とつ嗟さに逃げようと身体は反り返るが、しかしがっちりと男の顔面を掴つかんだ少女の手がそれを許さない。眼窩に突っ込まれた人差し指と中指が鈎かぎ爪づめ状に折り曲げられ、引っかけているのである。男は暴れれば暴れる程に、自分の頭の内部を傷付ける結果となる。

「……否定する。この探査体の機能には特に問題は無い」

　少女は言って軽々と男を払いのけ、身を起こす。

「しかし外装の一部を破損した。円滑な探査行動の為には新たな外装が必要だ」

　地面の上で潰つぶれた両眼から血を噴き出しのたうつ男を眺め――そして少女は男に近付いていく。

「調達は可能だ」

　誰だれに言うでもなくそう呟つぶやくと、少女の白い裸足がのたうつ男の首にかかる。

　頸けい骨こつの粉砕される音は――男の呻うめき声に比べればいっそ清すが々すがしいとも言えるものだった。

「探査を続ける。肯定する。肯定する」

　少女は無表情に男の衣装を――『外装』剥はぎ取り始める。

　あるいは……冷静な第三者がこの場に居れば、この奇怪な少女の正体に気付く事も在ったかもしれない。

　探査体。

　それは『代行者パニツシヤー』が放った端末であった。

　人類を苦しめる事を目的とする『代行者』はその『神罰』の絶対性を確保する為に、幾つかの能力を付与されている。人間が近付いてくればその存在を塵じん芥かいと化す奇き蹟せき圏もその一つである。

　だが此こ処こに一つ矛盾が生じる。

　より人類に対し過酷な状況を演出する為にはより人類を理解せねばならない。その価値観や感情変化をつぶさに観察し、より深い理解から、より効率的な――より残虐で残忍な神罰を考案せねばならない。

　だがその一方で『代行者』の出現は人類社会を恐慌に陥れてしまい、通常の観察は非常に難しい。更には至近距離での観察は先の奇き蹟せき圏の為に出来ない。『代行者パニツシヤー』が近付けば人間は片端から塵ちりになってしまう。人間社会の中に分け入って最も人間が怖おそれ忌む物事を理解するなどという事はとても無理だ。

　この問題を解決する為に『代行者』達は『探査体』と呼ばれる端末を造り出した。

　死んだ人間の中身を作り替え、情報収集の為の端末として人間社会の中に送り出すのだ。

　人間の間近で――しかも人間と同じ目線で、人間の恐怖と絶望を精査する。その為の肉人形がこの『探査体』なのである。

　同時にこの『探査体』は『黒い巨人』――つまり〈イコノクラスト〉に関連する情報収集の為にも放たれている。そもそも〈エクノドラス真教会〉に『聖せい廟びよう』の位置を漏ろう洩えいさせたのはこの『探査体』だ。

　ちなみにこの時使用されていた第十二番代行者の『探査体』は〈イコノクラスト〉によって使用不能な程に――それこそ粉こな微み塵じんになる程に破壊された。だが、『代行者』は代わりにその場に残っていた死体の中から一体を無作為に選び出して修復、使用している。

　かつてはモーリィと呼ばれていた少女の肉体を。

「…………」

　モーリィは――モーリィと呼ばれていた少女の姿をしたモノは、断末魔の痙けい攣れんに囚われた男をその場に残し、何事も無かったかの様に歩き出す。

　阿鼻叫喚の地獄と化した街の中を。

『代行者』が出現しトロパンカの街を囲んで――わずかに三日と半日。

　だが既にトロパンカの街の人口はその四割を減じていた。



　　　

「――行かないと……！」

　省吾は御者席に自らの身を収めて言った。

『代行者』の出現を予測しなかった訳ではない。だが今までの出現率からすれば次の出現までは未まだ最低でも数日在ると踏んでいたのだ。

　何にしても〈イコノクラスト〉が無ければ〈レネゲイド〉は打つ手が無い。

　御披露目の時に使った〈イコノクラスト２〉は『聖遺物』が無い以上、ただ動くだけの巨大人形に過ぎない。まして『聖遺物』が在ったとしても、御者たる省吾が居なければ『代行者』に近付く事が出来ない。

　自分が行かなければ秒単位で何十人何百人という死人が出来上がる。

　残留聖光を封じ込めて保存する鏡面回路と炸さく薬やく系動力を使えば、〈イコノクラスト〉を休止状態から復帰させ、『聖廟』近くにまで帰る事は可能な筈はずだった。

　だが……

「すいません、降りてください」

　省吾はレオン達に言った。

「貴方達の話は、また検討します！　けど今は俺おれが行かないと……」

「……ふむ」

　レオンはアンジェリットと顔を見合わせる。

　そして――

「――！」

　一瞬の出来事だった。

　レオンの手が掻かき消えたかと思うと――次の瞬間、彼の手は拳けん銃じゆうを握ってその銃口を省吾の鼻先に突き付けていた。

　細かい造りは違うが、省吾がペルテアから護身用にと渡されたものと同じ様な回転弾倉式の銃である。恐らく重量もそう変わらないし腰に吊つっているホルスターの造りも大差無い。

　だが……省吾には到底無理な早業である。

　ただの反射神経や腕力で可能な動きではない。何千回何万回とこの早抜きを繰り返してきた者の――それはもう『業わざ』だ。このレオンという人物がどれだけこのソロンという世界で荒事をくぐり抜けてきたのか、この一事を以もつてしても理解出来た様な気がした。

　闘ったら到底、勝てる相手ではない。

　だが……

「悪いがそういう訳にはいかん。苦労して、相手側とはいっても人死にまで出して、わざわざ君ごとこの〈イコノクラスト〉を奪ってきたんだ。『帰る』と言われて、はいそうですかと行かせる訳にはいかないんだよな」

「……人の、命が懸かっているんですよ？」

　鼻先に突き付けられた銃口を見つめながら省吾は呻うめく様に言う。

　銃がどういうものかは分かっている。ペルテアに射撃訓練は受けていたし――それがどれだけ取り扱いに注意を要するものか、くどい位に教えられていた。

　銃は剣と違って最後の一線で引き戻す事が出来ない。寸止めも出来ない。それどころかわずかな指の震えで必殺の威力を解き放ってしまう事すらある。

　そう。

　レオンはただ指先を動かすだけで省吾を殺せる。音速以上で飛来する弾丸は確実に彼の皮膚を突き破り、頭ず蓋がい骨こつを破砕して、その奥に在る脳を抉えぐり潰つぶすだろう。奇き蹟せき術に比べればむしろ地味な攻撃ですらあるが――それでも人を殺すには充分だ。

　その事を思えば――全身にのしかかる圧迫感は尋常ではない。

「確かに命が懸かってるな――君は会った事も話した事も無い、何ど処こかの誰だれかの命がな。で、ここでトロパンカの街の人間を見捨てるのと、アフリカの飢き饉きんで飢え死ぬ子供を見捨てるのとに、何か違いが在るか？」

「…………」

　言葉に詰まる省吾。

　レオンの言葉は省吾の中に残っている独善と欺ぎ瞞まんを鋭く抉えぐる。

『世界を変える』

　それは決して勢いで決めた訳ではない。

　だがそれでもこの世界を変えてみせるという決心は――それだけでは机上の空論、愚者の戯たわ言ごとに過ぎない。そうした、どうしようもない、身も蓋ふたもない現実をも含めて受け入れ、そしてその上で自らの行動を以もつて否定してみせるという事で初めて――それは意味を持つ。

　省吾はその覚悟を問われている様な気がした。

（……そうだ）

　この――ソロンという世界。

〈レネゲイド〉。

〈エクノドラス真教会〉。

　そして『血族』。

　様々な価値観が在り様々な人々が居る。

　恐らくこの世界にはもっともっと沢山の、省吾が未まだ観みぬ人々が居て、未だ知らぬ価値観が在る。それらの全てを受け入れて理解する事は恐らく出来ない。一人の人間に出来る事ではない。

　そもそも……それぞれの違い自体には罪は無い。それがどれだけ省吾の価値観からずれてしまっていたとしても……それを誤りとして糾弾する権利は省吾には無い。

　しかし。

（でもそれは――）

　彼等が自ら選び取ったものではない。

　遙はるか昔に死した『神』の生み出した呪じゅ詛そに脅かされながら、選択肢さえ極めて限られた状況で……彼等はそう生きる事を強制されてきた。自らの意志で生き方を選ぶ自由すら与えられてこなかった。

　それが省吾には我慢出来ない。

　何が正しくて何が間違っているか。

　それを断じる権利も能力も省吾には無い。

　しかしそれを人間自らが思い、考え、そして選び取る自由の無い世界は悲惨だと思う。自分達が抑圧されている事を理解すら出来ない人間は悲壮だと思う。自ら生きる為の智ち恵えと意志を備えていながら、それらを殺し、状況に押し流されて生き、そして無意味に死んでいく――そんな生き方を省吾は看過出来ない。

　あるいはそれは――『神』が実在したこの世界では仕方の無い事かもしれない。

　自らの上に在る超存在を認めてしまえば人間は運命論に陥るしかない。そしてその行き着く先は虚むなしい諦てい観かんでしかない。何を考え何を努力しても無駄なのなら……ただ状況に流されて生きている方が楽だから。

（――違う。そんな為に人間には知恵や意志が在る訳じゃない）

　運命は変えられる。

　未来は選び取れる。

　当たり前の事なのだ。

　だが死んでしまってはその事を学ぶ機会さえ奪われる。未来が途絶える。運命が途切れる。可能性が消える。

　だから……

「違いは無いですよ」

　食いしばった歯の間から押し出す様に省吾は言った。

「無いからこそ、俺おれは、もう見て見ぬふりをしたくないんですよ！　俺は、人が、眼の前で死ぬのを見たんだ！　理屈じゃないんだ、俺が、俺が踏み潰つぶした！　俺が、救えなかった！　人が死ぬって事が、どういう事か、俺は分かった！　生きてるって事がどれだけ素晴らしいか、どれだけ大事か、その事も分かった！」

　あの〈イコノクラスト〉が人を踏み潰す感触を。

　あのメリニと確かめ合った人肌の温ぬくもりを。

　あの――生と死の極みを。

　一瞬で未来という可能性が潰ついえる事の重さを。

　だから……

「だから――知らないからって、知り合いじゃないからって、そんな事だけで、俺は、見ないふりをする事なんて出来ないんだよ！　だって俺には、今すぐ、救えるだけの力が、託されているんだ！」

「で――自分の命を捨ててでも人助けがしたいと？」

　レオンが拳けん銃じゆうの撃鉄を親指で起こした。

　かちりと金属音を立てて回転式弾倉が回る。

　距離にしてわずか数ミリ。指の震えですら実現してしまう――死。

　それを間近に見据えながら省吾はレオンを睨にらみ付けた。

「…………」

「死ぬのが怖くはないと？」

「怖くない訳ない……怖くない訳ないだろ！」

　呻うめく様に言う省吾。

　怖い。今すぐに土下座してでも銃口を逸そらして欲しいと思う。

「だけど――」

　……指先が捜していたものに触れる。

　恐らくはアドレナリンの大量分泌のせいだろう――微妙に一瞬が間延びしたかの様に思える。主観時間では数秒にも引き延ばされた一瞬の中で省吾は左右の手を同時に動かした。

　左手で突き付けられた銃を払い。

　右手は探り当てた銃を抜き――

「――よせ」

　レオンが鋭く制止する。

　ただし彼が言ったのはどうやら省吾に対してではなく、己の背後で身構えているアンジェリットとディメリリエに対しての様だった。

　特にアンジェリットの手には――拳けん銃じゆうが握られていた。何ど処こに隠し持っていたのかは省吾にも分からないが、奇き蹟せき術よりも、即応性が高いという事で、こちらを咄とつ嗟さに選んだのだろう。

　ちなみにトリファスキアータはきょとんとした表情のままだ。

　緊迫した空気は分かるのか、落ち着きのない仕草で身じろぎしているが――それだけの事である。その表情には不安も恐怖も無い。

「怖いと思うからこそ見捨てておけない！　怖いから――どれだけ怖くて苦しくて辛つらいか分かっているから、俺おれは、今死のうとしている人達を、それがたとえ見ず知らずの人でも放っておけない！　全員を救えないのは分かってる！　時には俺が殺さないといけない人だって出てくるかもしれない！　でも――それでも、俺は、俺は、自分に出来る事を尽くさないで人が死んでいく事には、もう我慢がならないんだよ！　こんな、人間が人間として生きていけない世界なんて――我慢出来ないんだよ!!」

　叫びながら省吾は己の眼が潤むのを感じていた。

　レオンに突き付けた銃口が――震える。

「どうした？　香芝省吾。引き金は、引かないのか？」

　レオンが薄い笑みを浮かべながら挑発する様に言ってくる。

　省吾の銃の銃口は彼の額に向いている。距離にすれば一メートルも無い。いくら省吾が射撃は習い始めの素人同然でも、この距離で外す可能性は殆ほとんど無い。

　しかし……

「必要なら引きます」

　食いしばった歯の間から押し出す様にして省吾は言った。

「ですが出来れば引きたくありません。言ったでしょう。俺は人の命がどんなものか分かった。生きている事がどれだけ素晴らしくて、どれだけ尊いか知っている。誰だれであれ、俺は、死なせたくない――それだけです」

「綺き麗れい事ごとだな」

「悪いですか？」

「…………」

　しばしレオンは薄笑いを浮かべたまま省吾を見ていたが……

「一つ忠告しておくが」

「……なんです？」

「安全装置がかかったままだぞ」

「……え？」

　思わず視線を拳けん銃じゆうに向ける省吾。

　次の瞬間、レオンが伸ばした手が拳銃ごと省吾の手を掴つかんで、銃口を床へと押し下げた。

「……なんてな。俺達の世界でも同じだが、回転弾倉式拳銃に安全装置は無いよ」

　笑うレオン。

　省吾は冷たい戦せん慄りつが背中を這はうのを覚えた。

　一度銃を本気で向け合った以上、いつ殺されてもおかしくはない。いや――〈イコノクラスト〉の御者である以上、殺されないかもしれないが、手足の一本は折られるかもしれない。相手に必殺の武器を向けるとはそういう事だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが――

「……まあいい。無理に協力させても、危険だ」

　言って彼は肩を竦すくめた。

「今日は第四代救世主殿の御言葉を信じて引き上げよう」

「……え？」

「また後日検討してくれるんだろ？」

「え？　……あ。……は、はい」

　片眼を瞑つむって悪戯いたずらっぽく言ってくるレオンに慌てて省吾は頷うなずいた。

「行くぞ。アンジェリット。デュメ」

「……分かりました」

「はい」

　ちらりと敵意に満ちた眼で省吾を一いち瞥べつし――まあレオンに銃を向けたから当然ではある――アンジェリットはレオンと共に鉄扉を開けて御者室を出る。続けてデュメリリエがフードの中で小さく一礼してやはり二人の後に続いた。

　だが……

「だが香芝省吾」

　ふと立ち止まり、肩越しに振り返ってレオンは言う。

「同じ救世主として引きずり込まれた者のよしみで言っておく。もう一度よく考えろ。それはお前にとって本当に命懸けで選ぶべき事か？　安易な英雄思想に酔っているだけじゃないか？　一時の激情に流されるな。目指すべき本当の目的をよく考えろ。自分に出来る事と出来ない事をよく把握しろ。それらが出来た時に――俺おれはもう一度問いに来るぞ」

「…………」

　省吾は束の間言葉に詰まり――

「分かりました」

　とだけ言った。

　鉄扉が閉じられる。

　省吾は長々と溜ため息いきをついた。

　レオン・ササハラ・スプリングフィールド。第二代救世主。恐らく省吾とは見てきたものの数も、感じてきたものの数も、桁けた違ちがいなのだろう。その言葉には省吾の安易な発想に易やす々やすと亀き裂れつを入れるだけの重みが在る。

　しかし――それでも。

　モーリィ達との生活の記憶。

　メリニ達との生活の記憶。

　彼女等が絶望しない世界を造りたいと思った。彼女等が彼女等として自由に生きていける世界にしたいと思った。絶望に己を馴な染じませる為に、絶望する事の幸せを説く宗教など無い世界にしたかった。

　その気持ちだけは本物で――きっとこれから何を見ても変わらない。

　その気持ちだけはレオンの言葉にも揺るがない。

　だから今はぐずぐずしていられないのだ。

　早く〈イコノクラスト〉を休止状態から復帰させて――

「ショウゴ様……？」

「…………あ」

　間の抜けた声を漏らす省吾。

　彼の傍らでは盲目の少女がやや困惑の色をその貌かおに浮かべて首を傾かしげていた。

　レオンと銃を向け合っていた緊張感と――それに続く解放感の余りにトリファスキアータの存在をすっかり忘れていた。レオン達を追いだしたのは良いが……この少女の問題が残っていたのだ。

　彼女を乗せたまま戻る訳にはいかない。

　かといって追い出そうにも眼の見えないトリファスキアータを、無理矢理この〈イコノクラスト〉から追い出すのは危険だろう。いくら奇き蹟せき術が使えると言っても、足を滑らせて下に落ちれば、術が発動する前に致命的な部分を骨折しかねない。

　説得するにも――この少女が相手ではひどく時間を喰くいかねない。

　この一分一秒を争う時に……

「えっと――その」

「ショウゴ様？　どうなさいましたでするか？」

　脳裏にレオンの言葉が過よぎる。

『その子が普通に恋をしてその相手と結ばれるなんて可能性は万に一つも無い』

　確かにその通りだ。

　この〈園ガーデン〉に居る限り彼女は『血族』の論理に縛られる。そして縛られている事すら彼女は自覚出来ない。省吾が此こ処こで彼女に手を出さなくても――結局は相手が代わるだけで彼女の状態は何も変わらない。

「トリファ？」

「はい。ショウゴ様」

　無む垢くで曖あい昧まいな微笑をたたえたまま少女が応じる。

「俺おれの行く処ところについてくる？」

「はい」

　何の逡しゆん巡じゆんも躊ちゆう躇ちよも無く頷うなずくトリファスキアータ。

　その思考停止を省吾は健気けなげとは思えない。むしろそれは省吾にとって不気味ですらある。

　だが――同時に哀れだと思う。

　同じだ。

　モーリィの時と。メリニの時と。

　この少女が自分の幸せを自分で掴つかめる様な世界にしてやりたい。『血族』をその文字通りに血の呪じゅ縛ばくから解き放ってやりたい。

　だから……

「それが〈園ガーデン〉の外でも？」

「…………外？」

　首を傾かしげるトリファスキアータ。

〈園〉の外という概念そのものが無いのかもしれない。

「よく分かりませんけれど……『お務め』の御相手とは、出来るだけ一緒に居るべきだと長おさに教わりました」

「……そう」

　省吾は溜ため息いきをつく。

　ついて――

（ごめん、メリニ）

　別に浮気をした訳でもないのだが……とりあえず胸中でメリニに謝る省吾。

　そして――

「分かった。俺おれは今からこの〈園〉を出る。一緒についてきて」

「はい」

　何の疑問も抱かない透明な瞳ひとみが無邪気に省吾を映していた。



　　　

　轟ごう音おんと共に黒い巨体が震え始める。

　それまで休止――仮死の状態に在った鋼鉄の肉体が、奇き蹟せき術の刺激によって再び活動を開始する。全身に設置された予備の炸さく薬やくが奇蹟術回路の指令によって撃発――ばらばらと金色の空薬やつ莢きようがその巨体から雨の様に滴り落ちた。

「ソリッド・レイン――か」

　数歩下がって空薬莢の雨を避けながら……レオンが呟つぶやく。

「レオン様――」

　片手を額に翳かざして〈イコノクラスト〉を仰ぎ見ながら、傍らのアンジェリットがやや非難めいた口調で声を掛けてくる。

「折角の機会を……」

「ん？　まあ――しょうがないな。機会は未まだ在るだろうし、あの香芝省吾の協力は絶対不可欠だ。それに……」

「それに？」

　首を傾かしげるアンジェリットにレオンは振り返って苦笑した。

「目的と手段を取り違えちゃいけない」

「目的と手段――ですか？」

「俺おれは別に元の世界に帰りたい訳じゃないんだよ。帰るのはあくまで手段だ」

「…………それは初耳です」

　滅多に揺らぐ事の無いアンジェリットの顔に驚きの色が浮かぶ。

　レオンは手を伸ばして――何かと不器用な恋人の髪に触れた。

「俺は単に、お前と普通に暮らせる世界であればいいんだよ。死んだ神の影に怯おびえながら暮らす必要のない世界であれば――俺達がつまらないしがらみにも、因習にも縛られず、自分の意志で、生きていける世界なら、な」

「レオン様――」

「正直、香芝省吾が、全ての『代行者パニツシヤー』を倒す事が出来るのなら――」

　悠然と身を起こす巨大擬神機を見上げながらレオンは言った。

「別に俺はこの世界に居ても構わない」

「……あの少年に、『代行者』全てを倒せると？」

　アンジェリットは明らかに怪しむ口調である。

　確かに〈イコノクラスト〉は今まで『代行者』に勝利してきた。

　その圧倒的な戦闘能力は、単に『代行者』との戦闘の勝ち負けというだけならば――戦闘時における被災者の数を考慮しなければ――特に不安要素も無く、人間側の勝利をもたらしてきた。

　だが『代行者』も馬ば鹿かではない。

　対〈イコノクラスト〉戦術を練っているらしい様子も窺うかがえる。そして人間的な感情を持たない神の呪じゅ詛そを相手に、戦い抜いて勝ち続けるには――あの少年は、彼の持つ価値観は、人間的に過ぎる。

　純粋で――それ故に脆もろい。

　綺き麗れい事ごとだけで世界が救えるのなら誰だれも苦労はしない。

　だが……

「少なくともあいつはその積もりみたいだぜ？」

　薄い笑みを浮かべてレオンは言った。



　　　

〈イコノクラスト〉の駆動音に気付いたのだろう。

『社やしろ』や山肌の洞どう窟くつから『血族』達が巣穴から這はい出る蟻ありの様に姿を現す。

　一体今まで何ど処こに？　――と思う程の『血族』達がわらわらと岩穴の中から出ては花園の中の小こ径みちを通って〈イコノクラスト〉の元へとやってくる。

　彼等は程なくして鋼鉄の擬神の前に塊かたまりとなって佇たたずんだ。

　その数――およそ三百余り。

　そしてその『血族』の者達の中心にタエニアータが居た。

「…………」

　既に感覚同調を開始している省吾には彼女の顔がはっきりと見分けられた。

　光を捉とらえぬ筈はずのその濁った両眼は、しかし真まっ直すぐに〈イコノクラスト〉の巨大な鉄面に向けられている。

「――タエニアータさん」

　省吾はむしろ穏やかな口調で呼び掛ける。

「俺おれは――行きます」

　声は奇き蹟せき術で増幅されてタエニアータに届いている筈だ。

　その証拠に――わずかに老女の表情が揺れた。

「ショウゴ殿」

　タエニアータは言った。

「行ってはならぬなり。貴殿は此こ処こでトリファスキアータに子種を植え付け、我々と共に次の世代、その次の世代に生まれてくる『御おん神かみ』をお待ちするのが責務なり」

「違う」

　省吾ははっきりと言った。

「それは俺の義務じゃない。貴女達の義務ですらない」

「…………」

「貴女達は掟おきてに縛られているだけだ。何の権利も得ていない。何の決断もしていない。自分から何もしていない」

　先祖から受け継がれてきた狂気をただ次の世代に渡していくだけ。

　そこに苦悩は無く決断も無い。

　それは見方によってはとても幸せな事なのかもしれないが――

「俺の義務は闘う事です。この〈イコノクラスト〉を使って、『神』の、貴女達の崇あがめる『御神』の遺のこした、呪のろいと闘う事です。そう俺は決めた。誰だれに言われた訳でもなく、俺が、自分の意志で……！」

　省吾は叫ぶ様に言った。

　だが――

「愚かなり」

　タエニアータは憐あわれむ様に言った。

「我等と貴殿に然さしたる違い無しなり。我等が掟おきてに縛られているというのなら、貴殿は貴殿の事情に縛られているだけなり。自由意志などという幻想に酔っているだけなり。貴殿の自由意志など、何ど処こにも無いなり。ただそれらしい言葉を並べているだけなり」

「――違う」

「違わぬなり。そも貴殿はその巨人が何なのか本当に御存知や否や？　貴殿は何な故ぜ『救世主』などという言葉で崇あがめられておるのか、御存知や否や？　それは私利私欲に凝こり固まった罪人達の子孫が、ただ、自分達の為のみに、神の遺い骸がいを使って造り上げた、忌むべき兵器――誰を救う為のものでもないなり。それはただ、罪を覆い隠し塗り潰つぶすだけの、ただそれだけの代物なり」

「知ってますよ」

　省吾は言った。

「では何な故ぜ？」

　タエニアータの口調に糾弾の響きは無い。

　ただ――純粋な疑問がそこには在った。

　分からないのだろう。彼女等には全くもって実感出来ないのだろう。省吾の気持ちが。省吾が彼女等の気持ちを、理解は出来ても実感出来ないのと同じく――

「何故それと知ってそんな忌まわしい代物に乗って、闘おうと？」

　タエニアータの声が僅わずかに熱を帯びる。

「貴殿は部品として扱われているに過ぎぬなり。貴殿にはそもそもこの世界の事など関係が無いなり。異世界から呼び寄せられただけの余よ所そ者もの――そんな貴殿が何を以もつてこの争いに荷担するのか、我は理解に苦しむなり」

「タエニアータさん」

　やはり省吾は静かに語り掛ける。

　もう怒りはない。

　ただ――

「貴女の言う通りです。結局同じですよ。〈レネゲイド〉も、エクノドラス真教会も。多分、俺おれもね」

「…………」

「そうすべきだと思うから闘うんですよ。怖くても。忌まわしくても。逃げ出したくても。そうしないといけないと思うから闘うんですよ。他ほかに理由なんて要らない」

　そこで省吾は深呼吸して――言った。

「でもそれは、俺おれが、俺の見てきた事、聞いてきた事の上に決断した事だ。俺と貴女達との違いはただそれだけです」

「…………」

「俺は、俺の自己満足の為に闘うんです。俺はこんな世界は我慢出来ない。間違っていると思う。だから壊す。変える。ただ――それだけです！」

　感覚を同調し意識を奇き蹟せき回路と接続される。

　次第に自分の身体感覚と〈イコノクラスト〉のそれが重なり――それが更に研ぎ澄まされていくのが分かる。

　同時に――



　くくくく……

　待ってたぜ……？



　あの声が嘲ちよう笑しようを伴って脳裏に浮かんでくる。



　随分と御立派な事を言ってるじゃないか……

　ええ？　なあ……

　お前はお前の満足の為に闘う……？

　世界を変える……？

　くくくく……

　そんな戯たわ言ごとを……



「――黙ってろ」

　省吾は低く重い声を苛いら立だたしげに洩もらす。

　そして改めて己の中に入り込もうとするその意識に向けて言い放った。

「あんたのくだらない置き土産の後始末しようっていうんだ。うだうだ絡んでこないで静かにしてろ！」

　省吾は叫んで〈イコノクラスト〉を立ち上がらせる。

　姫ひめ巫み女こ達の支援制御を受けている時とはやはり勝手が違うのだ――ぎしぎしと全身が鋼鉄の軋きしみを上げている。恐らく力の配分が上う手まくいっていないのだろう。まるで巨獣が唸うなる様な、鋼鉄の歪ゆがみ擦れる耳障りな轟ごう音おんが辺りに響き渡り、着地の衝撃で半ば土にめり込んでいた膝ひざを、掌てのひらを、引き上げる。

　ばらばらと付着していた土がこぼれ落ち――

「……？」

　ふと違和感を覚えて省吾は〈イコノクラスト〉の巨体が抉えぐった跡を見つめる。

　茶色い土の中に幾つも幾つも幾つも――白いものが見えた。

　反射的によく見ようと視界の倍率を上げる。

　それが――失敗だった。

「これは……」

　省吾は絶句する。

　人骨。

　歪いびつな頭ず蓋がい骨こつ。不ふ揃ぞろいの大だい腿たい骨こつ。散乱する肋ろつ骨こつ。

　大量の骨が地面に――咲き乱れる大量の花の下に埋まっているのだ。

　一人分や二人分のものではない。〈イコノクラスト〉が抉った部分だけでも恐らく何十人という数の人骨が埋まっている様だった。

　ぽっかりと眼がん窩かに虚無をたたえた頭蓋骨が恨めしげに省吾の方を睨にらんでいるのが見える。

　小さな――頭蓋骨が。

　省吾は胸の奥から嘔おう吐と感がこみ上げてくるのを感じる。

　ここは花園などではない。墓場だ。

　それも……早々に『適性無し』として葬られた子供達の。

　美しい花の根が髑どく髏ろの眼窩に根を絡ませている様は――醜悪というよりも、ひどく寒々しい光景だった。

「それは母胎になれなかった子供達」

　タエニアータは歌う様に言った。

「この子達はこんなにも綺き麗れいな花を咲かせるなれど……神の母胎になる事はかなわなかったなり……」

　むしろ慈悲の響きさえ込めて語るその口調が――恐ろしい。

　そこに罪悪感は無い。

　ただただ彼女は憐あわれんでいた。

　自分達が『無用』として葬ってきた子供達を。

「行かせぬなり！」

　タエニアータの傍らに立つ『血族』の一人が叫んだ。

「『御おん神かみ』の種――みすみす手放しはせぬなり！」

「行かせぬなり！」

「『御神』の種！」

「我等が祖の種！」

「行かせぬなり！」

「我等の理想――」

「言葉にて説いても分からぬと申すなら――身体に教えるものなり！」

　口々に『血族』の者達が叫んで右手を掲げる。

　幾つもの掌てのひらに白い光が生まれる。

　聖光――奇き蹟せき術の根源。

「押さえ付けるなり！」

「我等血族に不可能無しなり！」

　声を合わせた聖句が読経の如ごとく低い韻律と共に流れ出る。

「ツイグゼ・タエルグ・エノウ・オウ・シィ・ルオ・エヴェルス――」

　ゆらりと光の群れが揺らめく。

　それらは瞬間的に伸張と拡大と歪わい曲きよくを繰り返し――ぞわぞわとまるで増殖するかの様に広がって一つの紋様を創り上げる。

「……なんだ!?」

　大規模奇蹟術。

『血族』の者達が一つの聖句の元に織り上げる奇蹟。その個人の力は確かに『神』の劣化版に過ぎないかもしれないが――数百もの『血族』達が一斉にその力を使えば、どれだけの奇蹟を顕現させる事が出来るか、省吾には想像もつかない。

　そして――

「我等が真なる血統の下にひれ伏せ――醜き紛い物ッ!!」

　誰だれが叫んだのかは分からない。

　だがその声と共に奇蹟が一つの形に顕現する。



　――轟ごうッ……！



　地鳴りの如ごとき音を発しながら――否、それは地鳴りそのものだ――花園がうねる。

　大量の花と、土と、それらを絡み付かせた白骨とが、重力の法則に逆らって大地から隆起する。それはまるで見えない鋳型に注ぎ込まれる溶鋼の如く、空中で自らを塑形し、一つの形態へと収しゆう斂れんしていった。

　即ち――

「――ッ!!」

　愕がく然ぜんと息を呑のむ省吾。

　彼の前には――〈イコノクラスト〉の前には、その鋼の巨体に匹敵する巨人が出現していた。ただしその巨体を構成するのは鋼鉄ではなく、大量の土砂と岩石と花と――そして無数の骸むくろだ。

　全身から花弁と土煙と骨片を撒まき散らしながら巨人が悠然と掴つかみかかってくる。

〈イコノクラスト〉を押さえ込もうというのだろう。あるいはそのまま解体して『聖遺物』を奪おうと考えているのかもしれない。

「くそっ――」

　省吾は意識を集中しながら〈イコノクラスト〉を立ち上がらせ、後退させる。

　姫ひめ巫み女こ達の支援が在ればこそ、彼は自由自在に〈イコノクラスト〉を操れるが、今は細かな動作一つにも手間取る有り様だ。動かすのは不可能ではないが、細かい制御はとても不可能――格闘など出来る筈はずも無い。

　鈍い激突音。

　岩塊の掌てのひらが鋼の両肩を押さえ付け、〈イコノクラスト〉を地に這はわせようとしているのだ。当方もない圧力を加えられた鋼鉄が耳障りな軋きしみを上げ、〈イコノクラスト〉は中腰の体勢になる。

「なんて……力だよ……！」

『血族』の巨人ゴーレムは決して敏びん捷しようではない。

　力も〈イコノクラスト〉本来のそれに比べれば遙はるかに小さい。

　普段の〈イコノクラスト〉ならば怖おそれるに値しない相手ではある。だが姫巫女達の支援制御の無い〈イコノクラスト〉は力も速度も普段の十分の一以下――いや最大威力発揮時の百分の一も出ていない。『血族』の巨人の方が明らかに膂りよ力りよくは上だった。

〈イコノクラスト〉の関節が更に耳障りな悲鳴を発する。

「くっ……くぅっ…………」

　無論――その圧迫感は省吾の肉体感覚としても伝わってくる。

「ショウゴ様……？」

　省吾の苦鳴が気になるのだろう――気遣わしげにトリファスキアータが声を掛けてくる。

「大丈夫でするか……ショウゴ様？」

「…………」

　返事をする余裕は省吾には無い。

（どうすれば……？　此こ処こで押さえ込まれたら、もう、二度と――）

〈イコノクラスト〉は解体され、省吾は最大の切り札を失うばかりか、この『園ガーデン』から二度と出る事も叶かなわなくなるだろう。



　――くくく……ひひひ……苦労してるな……？

　――手を……貸して欲しいか……？



「……黙れ」

　呻うめく様に言う省吾。

　何か勘違いしたらしいトリファスキアータがびくりと身を震わせるのが分かったが、やはり彼女に気を使っている余裕は無い。

「元はといえば……あんたが……そもそも……今俺おれを押さえ付けようとしてるのは……あんたの子孫なんだぞ……」



　――それが？　それがどうかしたか？

　――くくく……くはははは……所しよ詮せん……世界ってのは……『自分』と『それ以外』だけさ……自分以外は裏切る。自分以外は騙だます。自分だけだ。自分以外は皆一緒だ。くくくくくく……子孫？　仲間？　知った事か……ひひひひひひひ……ひははははは！



「『神』が……聞いて呆あきれる……」

　狂っている。『血族』とはまた別の意味で。



　――手綱を放せ。そうしたら俺が替わってやる。

　――そうだ。今までと同じ様にな。俺が殺して潰つぶして壊してやるよ……

　――さあ。手綱を放せ。俺に委ねろ……今までも……してきたろ……？



「――黙れ。お前こそ俺の言う事を聞け」

　省吾は歯を食いしばりながら言った。

「ごちゃごちゃほざいてないで俺に従え――神ッ!!」



　――くひひひひひ……神を……ひひ……神を従えようってのか？

　――ひひ……ひはははは……たかが、たかが、ガキの分際で！

　――何の力も無い、異郷人の分際で！

　――神を従えようってのか……!?　ひははははははは……！



「そうだ……それが何か不満かっ!?」

　省吾は吼ほえた。

「元はといえばあんたも俺と同じ人間だろうがっ!!」



　――ひひひ……吼えた……吼えた……ガキが……ひははは……！

　――いいだろう……神為る力……己が奮う事の意味を……

　――その断絶と孤独を味わうがいい……！



　その瞬間。

　何かがかちりと填はまり込んだ感覚が在った。

「――!?」

　嘘うその様に意識が晴れ渡る。

　同時に大量の情報が省吾の脳に流れ込み、その神経系を圧迫した。

「くっ……かっ……」

　呻うめきつつも――しかし省吾は〈イコノクラスト〉の機体が発していた異音が止やんだ事に気付いていた。同時に隅々にまで省吾の意識が行き渡り、鋼鉄の巨体を掌握する。

（…………！）

　省吾は右腕を挙げた。

　空気を抉えぐり抜く轟ごう音おんと共に鋼鉄の豪腕が挙がる。

　それは〈イコノクラスト〉を押さえ付けていた巨人の左腕をいとも容易たやすくへし折り、そして裂断させた。大量の土砂と骨片と花弁がまた舞い散り、折れ飛んだ肘ひじから先が、轟ごう音おんと共に近くの岩肌にめり込む。

「――おおっ!?」

『血族』の者達が驚きよう愕がくの声を上げる。

　彼等が愕がく然ぜんと見守る中――〈イコノクラスト〉は更に左手を伸ばして巨人の頭部を掴つかむ。目も鼻もない土塊の顔に、鋼鉄の指が食い込んで固定。同時に大きく引かれた右腕が観みる者の眼を灼やかんばかりの強烈な光を放ち始める。

「――ああああああああああああッ!!」

　省吾の咆ほう吼こう。

　同時に突き出された右拳こぶしが巨人の胸部に激突――これを貫通。

　胸に穿うがたれた穴を中心に無数の亀き裂れつが巨人の全身に回り、次の瞬間、巨人は呆あつ気けなく四散していた。本来――『血族』の者達の上に降り注ぐべき大量の土砂と遺い骸がいと花弁は、瞬間的に粒子へと分解され、光の中で消滅していく。

　言うまでもない。〈イコノクラスト〉の奇き蹟せき術だ。

「…………おお……」

「……おおおお……」

　恐らくは『巨人』の奇蹟術には絶対の自信が在ったのだろう。『血族』の者達は驚愕によろめき、後ずさりしながら、傲ごう然ぜんと立つ〈イコノクラスト〉を見上げる。

　やはりフードに隠された彼等の顔は見えないままだが、畏おそれや、怯おびえが、如実にその姿からは伝わってくる。元々必要上の自信に満ちた者は、その基となる事実が覆されるとひどく脆もろい。これ以上省吾に対して歯向かおうという様子は無い様だった。

　ただ……

「――行きます。もう邪魔をしないで」

　省吾が宣言する。

　その時ふと――

「……ショウゴ・カシバ」

　呟つぶやく様な声が省吾の耳に触れた。

　タエニアータの声だ。

『血族』の長おさは――一人そのフードを降ろして〈イコノクラスト〉を見上げる老婆は、やはり以前と変わらない、ひどく淡々とした表情を浮かべていた。その濁った瞳ひとみにもやはり感情の色は無い。それは個人的な喜怒哀楽とは遠く離れた世界に住む者の顔だった。

　しかし――

「トリファを頼みまする」

「…………」

　あるいはそれは幻聴であったのかもしれない。

　狂気に殉じてきた者達にも一抹の人間的な感情が残っているのではないかと……そう期待する省吾の気持ちがでっち上げた架空の言葉だったかもしれない。



    

  
    
      



    

  
    
      　けれど……

「――さよなら」

　ただそう言い捨てて省吾は意識を集中した。

　基本はイメージだ。自らの身体を動かす様に――それが出来て当然と考えられる程に緻ち密みつで明確なイメージの構築。それさえはっきりしていれば〈イコノクラスト〉の半自動奇き蹟せき術機関群は彼の望みを具現化しようと術式を組み替えて編へん纂さんする。

「…………」

　何ど処こかで何かが繋つながっていく感覚。

　恐らくは奇蹟術機関が最適化されている状況を身体感覚として捉とらえているのだろう。

　そして――

「…………いける」

　確信を込めた呟つぶやきと同時に足の裏の感覚が消失した。

　浮遊。

〈イコノクラスト〉の巨体が緩やかに空中へと浮き上がっていく。

「トリファ。俺おれにしっかりつかまってて」

「はい」

　不安も恐慌も無く素直に『血族』の少女は省吾の身体にしがみつく。

「今帰るよ――メリニ」

　抉えぐり抜かれた空気が鳴動し――引きちぎられた無数の花弁と人骨が、まるで幻の情景の如ごとく舞い上がる。

　次の瞬間、〈イコノクラスト〉は体内の奇蹟術機関を総動員し、猛烈な勢いで空中に自らの巨体を投げ上げていた。



    

  
    
      次回予告



〈イコノクラスト〉を駆って帰還を果たした省吾。名実共に『救世主』としての道を歩み始める彼を――しかし〈イコノクラスト〉の権力者達は疎ましく思い始める。彼等が欲しいのは傀かい儡らいであって自立した一個人ではないから。

　やがて干渉は意外な場所から来て――



　次回『イコノクラスト！　ＥＰＩＳＯＤＥ０７　齟そ　malfunction　齬ご』



　――自ら踊るは人形に非あらず。



    

  
    
      
あとがき



　いつぞやの事ですが（細かい日付とかは覚えてません）。

　新しく担当になったＫ氏と共に色々打合せをしていた時の事。

「六巻から表紙どうしましょう？」

「いやまあそれは前から考えていた事ですね。というか花か梨りんを早々に表舞台から退場させちゃったのが痛かったかもしれませんな、やはり。一巻分位は彼女で表紙飾っても良かったかもしんない」

「そうですね」

「まあとりあえずパルマス辺りで何とか。大胆セクシーな感じで」＜∧半分本気の榊

「いや……それやる位ならもう姫ひめ巫み女こを一巡させた方が良いのでは（汗）」

「えー」

「いや『えー』とか言われましても」

「まあ六巻はとりあえず大丈夫でしょ」

「そうなんですか？」

「新キャラ出します、新キャラ。しかも前のモーリィみたいに地味じゃないすよ」

「おお……」



　という訳で今回のよーな表紙に相成ったのでした。

　これを書いている時点では未まだｋｙｏ氏が絶賛修羅場中の筈はずなので、私はラフしか見てなかったりしますが。



　どうも、軽小説屋の榊です。

『イコノクラスト！』第六巻――『血　BEGATS　族』をお届け致しまする。



　しかし今回色々とキワキワなネタを満載していますが果たして大丈夫なのでしょうか。

　ちょっとだけドキドキしていたりする私です。なにしろヒロインがどーにも●●な上に●●だし、自分の●●を――（以下略）

　勿もち論ろんこの『イコノクラスト』に関しては最初から十巻分のプロット用意しているので、詳細変更は在っても大筋に変化は無く、今回の話も当初から用意されていたものなんですけどね。

　それでも一抹の不安というか「いーのかなー」とか書いていて思ったり。こーゆーネタって考えたり書く作業そのものは楽しかった訳ですが＜∧外道



　あ――それから。

　いつぞやの『戯たわ言ごと』がなんか現実化しつつあるようです。

　何でも言ってみるもんですな。



　何はともあれ。

　毎回毎回、担当氏、絵師さんは元より、校正とか営業とか、メディアファクトリーの社員の方々、その関連企業の方々、そして書店の店員の方々にまで御迷惑をお掛けしている感がありまするが、すいません。

　そして毎度毎度、有り難う御座います。

　何より読者の方々。有り難う御座います。

　イコノはあと四巻ばかり続く予定です。よろしければおつき合いの程を。



　ではまた～！

二〇〇六／八／二九

榊一郎



    

  
    
      　著者

　榊一郎（さかき・いちろう）

　　１９６９年11月23日、大阪生まれ。

　　自ら「軽小説屋」を名乗る、ライトノベル界を代表するベストセラー作家。

　　主な著作に『スクラップド・プリンセス』シリーズ、『ストレイト・ジャケット』シリーズ、『君の居た昨日、僕の見る明日』シリーズ（すべて富士見ファンタジア文庫）、『まじしゃんず・あかでみい』シリーズ（ファミ通文庫）、『神曲奏界ポリフォニカ』シリーズ（ＧＡ文庫）ほか多数。



　　公式ＨＰ：‥「うごうご榊くん」

　　http://www.ugougo.net/



　設定協力

　照下土竜（ひのした・もぐら）

　　１９８２年11月10日、高知生まれ。

　　専門学校卒業後、榊一郎に師事。

　　独特の世界構築力に定評がある。

　『ゴーディーサンディー』で第６回日本ＳＦ新人賞受賞。



　イラスト

　Ｋｙｏ（きょう）

　　１９８５年１月22日富山生まれ。血液型はＡ型。

　　高校のときにＨＰを開設し、それと同時に絵を描き始める。

　　現在大学に通いながら、イラストの依頼も請けるようになる。

　　ゲームが好き。特に、アクション。

　　公式ＨＰ：‥「クロイチゴ」

　　http://www8.plala.or.jp/kyo_/
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